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※注意







この書籍は「アドベンチャーブック」です。







文中に現れる選択肢をタップことによりストーリーが変化します。







選択肢をタップせずにページをめくると表示される警告文を無視して進みますと







現在読んでいるストーリーと関係のない文章が表示されますのでご注意ください。










[image: ]









目次




●分岐点









三銃士ラヴァーズ




～君への誓い～　アトス編　vol.1　メインストーリー




アドベンチャーゲームブック










UHS / Gelato











プロローグ




時は中世ヨーロッパ、舞台はパリ──。

ルイ１３世の御代、国政は実質、宰相リシュリュー枢機卿が握っていた、混乱の時代──。




【強盗騎士１】

「よし！　行くぞ！」




【強盗騎士２】

「急げ！」




【シャルレ】

「待ちなさい！」




逃げ出す男たちを、レイピアを手に追いかける。しかし、道の端で伸びている幼馴染の姿が視界の端に映り、つと足を止めた。




【シャルレ】

「プランシェ！　プランシェ！　大丈夫!?」




【プランシェ】

「んっ……」




パチッと目を開けた彼は、視線を宙に彷徨わせた後、慌てて半身を起こした。そして検めるように自分の体に何度も手を這わせた後、がっくりと項垂れる。




【プランシェ】

「……盗られた。見事なまでに」




【シャルレ】

「えっ!?　それって……」




【プランシェ】

「……一文無しって事だ」




【シャルレ】

「そんな……」




王家をお護りする近衛銃士隊─その総隊長である父を頼り、幼馴染のプランシェと故郷のガスコーニュを出てから数日。

パリの街に足を踏み入れたのも束の間、無防備な私たちを狙った強盗騎士の集団に囲まれ、あっという間に一文無しとなってしまった。




【シャルレ】

「……でもまあ、命あっただけでも良かったよね？」




【プランシェ】

「おまえ……どれだけ前向きなんだよ」




プランシェが呆れたように苦笑いを零す。ふとその背中越しに、穏やかな笑みを湛えて近づいて来る男が目に入った。




【？？】

「何かお困りのご様子。お役に立てる事があればよいのですが……」




男は服装から神父と見え、眼鏡の奥の穏やかな目が気遣わしげに揺れている。しかし私のレイピアに目を留めると、怪訝な顔をする。




【神父】

「女性が剣を抜くなど……一体どういう出自のお嬢様で……？」




銃士隊の父を頼ってパリまで出てきた事、強盗に襲われて一文無しになってしまった事を話すと、神父様は大袈裟とも思える仕草で祈るように手を合わせた。




【神父】

「それはお気の毒なこと……。落ち着くまでよろしければ私の教会に……」




穏やかにそう微笑みかけられたその時─。




【アトス】

「待てっ！　ロシュフォール！」




往来でまた騒ぎが起こる。




【アラミス】

「またか……。やめておけ、単細胞」




【アトス】

「口を挟むな、アラミス！　これは俺の決闘だ」




【ポルトス】

「なあ、アトス。こんなところで騒ぎを起こしたら、また銃士隊の評判がガタ落ちだよ」




【アトス】

「ポルトスに迷惑を掛けるつもりはない。すぐにケリをつけてやるさ」




【シャルレ】

（銃士隊？　今銃士隊と言った……？だとすればこの男たちは父上の部下……）




銃士隊と思われる三人の男と対峙しているのは、不敵な笑みを浮かべたひとりの男。そしてその傍に付き従うのは、美しい貴婦人と数十人の取り巻きの男たち。




【シャルレ】

（穏やかではなさそう……）




アトスと呼ばれた男がレイピアを抜こうとしたその瞬間─。取り巻きの男たちが一斉に三人に斬り掛かる。




【シャルレ】

（まずい……この騒ぎ、おさめなきゃ。多勢に無勢……この戦い、どう見ても銃士隊の圧倒的不利）




私はレイピアを抜いて、三人の前に飛び出した─。













第１章　運命の剣




往来で斬り合って騒ぎを起こしている一行を放っておくわけにはいかない。




【シャルレ】

（一番激しくやりあっているのは彼らか）




片方は少し野性味のある赤い髪の─たしかアトスと呼ばれていた男、もう一方は長めの黒髪の男だ。アトスがレイピアを振るい上げると、空気が熱に揺らぐ気がした。細い剣身でありながら、まとう気は雄々しく、相手に獅子のように襲いかかる。




【シャルレ】

（すごい…………）




一方、黒髪の男─ロシュフォールという名だったか、彼の動きは対照的だ。アトスが大きく踏み込む瞬間に、最小限に体を反らせるだけで剣先を避ける。




【シャルレ】

（これではアトスの方が早く消耗してしまう……）




しかし、すぐにそれは杞憂だと気づく。アトスはロシュフォールのレイピアを顔の横でかわすと、獅子を思わせる跳躍をし、背後から回り込んでロシュフォールに足払いをかける。




【シャルレ】

（すごい。あんなにアクロバティックなことをしても、息を乱していない）




剣術だけでなく、体術も取り入れて攻める姿勢に感嘆した。一方、ロシュフォールも器用に足払いを避け、数メートル後ろへ飛ぶ。そして、二人はもう一度前へとレイピアを構えあった。




【シャルレ】

「これが……銃士隊の闘い」




すさまじい気迫と圧倒的な力の差を肌で感じ、柄を握る手にじわりと汗がにじむ。




【シャルレ】

（でも……）




私は恐れを振り払い、体格の良い男二人の間に素早く入り込んだ。




【シャルレ】

「誇りある銃士ならば、剣を納めなさい！　公の場よ」




【アトス】

「！　何だお前！　下がってろ!!」




【ロシュフォール】

「……よそ見をしていていいのか？　アトス」




ロシュフォールの剣先が閃光を帯びた刹那、空を切り裂くような一撃がアトスの赤い髪をかすめる。




【アトス】

「……っ」




【ロシュフォール】

「威勢のわりに私に傷ひとつも負わせられぬとは…………誠に残念だ」




【アトス】

「黙れッ！」




瞳に激情を灯した彼は、再び男に斬りかかる。




【ロシュフォール】

「図星を突かれて逆上か。まるで稚児だな、クク」




【アトス】

「うるさい!!」




私の目の前で、再び激戦が繰り広げられる。だが力の差は歴然で、アトスはどんどん追い詰められていく。




【ロシュフォール】

「……終わりだ」




ロシュフォールの次への一撃は滑らかで、アトスに蛇のごとく迫る。




【シャルレ】

「危ない!!」




私はレイピアで相手の切っ先を流して、柄にかかったところで弾き上げる。だが次の瞬間、重い鉛でつぶされそうな程の衝撃が両腕を襲った。




【シャルレ】

「く……ッ！」

（何て力……!!）




【ロシュフォール】

「ほう……？」




ロシュフォールが初めて、こちらを見た。その太刀筋と同じ、怜悧れいりな瞳だ。




【シャルレ】

「大丈夫？」




背筋に走る寒気を意識しないようにして、振り向きざまに問うと、アトスはあからさまに不機嫌な表情を見せた。




【アトス】

「女のくせに余計なことをするな!!」




悪態をつき、ざっと私の横を駆ける。




【シャルレ】

（なっ……！　なにあの態度）




勝手に手を出したとはいえ、男の憮然とした口調に思わず目を見開く。




【シャルレ】

「余計ではないでしょ、あなただって今のは危なかったって……！」




私が男の背中に向かって叫ぶと、振り向きもせずに言う。




【アトス】

「余計かどうかは俺が決めることだ！」




【シャルレ】

（なんて、礼儀のない……！）




そんなやりとりに気を取られていた隙に、ロシュフォールの剣は私へと迫っていた。私を邪魔者と判断したらしい。




【シャルレ】

「く…………っ」




体を左にそらすと、頬の横を剣が通り過ぎる。その剣圧だけで歴戦の手練れと感じられた。皮膚がぴりぴりと震える。




【プランシェ】

「シャルレに手を出すな！」




私に敵意が向いたためだろう。プランシェが剣を抜いて、ロシュフォールへと切りかかろうとする。




【シャルレ】

「だめ、プランシェ！ あなたじゃ敵わない！」




先ほど感じた剣気は底冷えするほどのものだ。剣の苦手なプランシェで太刀打ちできるはずもない。




【プランシェ】

「ぐ…………っ！」




案の定、一撃で遠くまで飛ばされてしまったプランシェに駆け寄る。




【シャルレ】

「プランシェ、怪我はない!?」




【プランシェ】

「くそっ、俺にもっと力があれば……！」




私に背中を支えられて、プランシェは拳を地面に打ちつけた。




【シャルレ】

「……何言ってるの。守ってくれてありがとう」




そもそも、幼い頃より銃士隊長の父上に剣の腕を鍛えられた私とは違い、士爵家三男坊のプランシェに、剣など必要なかったのだ。




【プランシェ】

「シャルレ！　後ろ！」




私がプランシェに気を取られている間に、ロシュフォールが私のすぐ背後まで迫っていた。彼の影が私に落ちる。逆光で見るロシュフォールは、瞳だけ碧い光を灯していた。




【シャルレ】

「プランシェ……っ！」




私はプランシェを背に庇い、じり、と一歩下がりながらレイピアの柄にかけた指に力を入れる。




【ロシュフォール】

「……何だ、貴殿らは」




興が削がれたとばかりに、ロシュフォールは冷めた声で訊いて来た。




【シャルレ】

「私は……」




【アトス】

「おい、ロシュフォール！　俺との勝負中に余所見とは余裕だな！」




私の名乗りを遮って、斬りかかったのはアトスだ。




【ロシュフォール】

「面白いことを言う。私との力の差は歴然だろう。何度目だ？　このようなバカげた勝負をするのは。飽きない男だ、ククッ」




【アトス】

「言ってろ！」




アトスが吼えて、踏込みと共に真上から跳びかかる。レイピアの闘い方とは思えない、破天荒な動きをして縦横無尽に攻め立てる。そんな獅子と、しなやかに攻撃をかわすロシュフォールの戦いだ。




【シャルレ】

（多くを繰り出すアトスと違って、ロシュフォールは確実にしとめる一撃だけを放ってくる）




つまり、それを避けられなければ致命傷だ。私がごくりと唾を飲み込んだ時、ぽん、と肩に置かれた手があった。




【シャルレ】

「誰……!?」




【ポルトス】

「やあ、すまないお嬢さん。驚かせてしまったね。大丈夫？」




【シャルレ】

「あなたは…………」




驚いて振り向けば、鋼色の髪をした男が掴みどころのない笑みを浮かべていた。




【プランシェ】

「あなたは銃士隊のひとり……確かポルトスと呼ばれていた」




一番人当たりの良さそうな、しかし、内へは踏み込ませない雰囲気を持つ人物だ。




【ポルトス】

「ああ、俺はポルトスだ。知っていてくれて光栄だよ。君たちの名前は……おっと、おいで」




【シャルレ】

「えっ」




ぐいと肩を掴まれて引き寄せられ、たたらを踏んだ瞬間、金属音が響いた。




【シャルレ】

「ポルトス！」




振り返るとポルトスはロシュフォールの取り巻きの一人と剣を交えていた。




【シャルレ】

（速い…………というより、フェイントを得意としている……？）




ポルトスの動きは不思議なボックスステップを取り入れている。おかげで相対する者は視線誘導させられて、うまく向かい打てない。




【ポルトス】

「ほら、俺はこっちだ」




慌てて振り返る相手の勢いも利用して、相手のレイピアの刀身を叩き斬る。折れたレイピアは宙に舞い、取り巻きの男の頬を掠めて地に突き刺さった。




【取り巻き】

「ひっ！」




【ポルトス】

「……女性相手に背後から襲いかかるとは、パリの男の風上にもおけないね」




言葉は柔らかいが、有無を言わせぬ眼光が威圧する。




【シャルレ】

（なんて動き……まるで奇術みたい）




ポルトスの戦いに見とれていた時、背後からひやりとした空気を感じた。




【アラミス】

「………………」




【シャルレ】

（あれは……確かアラミスと呼ばれていた……）




彼は何人もの取り巻きたちにぐるりと包囲され、静かに佇んでいた。アラミスの右手がゆっくりとレイピアの柄にかかり、蝶のようにふわりと舞った、次の瞬間──。




【取り巻き】

「──っ」




【取り巻き】

「…………」




取り巻きたちが、声も立てずに次々と崩れ落ちる。




【シャルレ】

（すごい……）




私は武者震いを覚えた。再びアトスに視線を戻すと、いまだロシュフォールと交戦している。




【シャルレ】

（あれだけ攻め続けても、疲労を感じさせないアトスもすごい）




ポルトスが人当たりよく皆をまとめる役割ならば、アトスはどうやらこの三人のリーダー格らしく、豪胆な戦い方だ。ロシュフォールの繰り出すレイピアを上体をそらせて避けると、その勢いのままレイピアの柄でロシュフォールの腹部を狙う。




【シャルレ】

（これが銃士隊の実力……）




【アラミス】

「……無駄の多い動きだ」




新たに襲いかかってきた男のレイピアを軽く弾き飛ばしながら、アラミスがこちらへやってきた。生き残った取り巻き達も、これで全員逃げ去ったことになる。




【シャルレ】

（圧倒的だわ）




銃士隊の強さを目の当たりにして、固唾を飲む。何としてもここで私も国王陛下のためにつくしたい。その決意が固まる。




【ポルトス】

「アラミス、またすぐにそういうことを言う。本人が聞いたら喧嘩になるぞ」




【アラミス】

「別に何も困らないだろう」




【シャルレ】

（アトスとアラミスは仲が悪いのかな…………）




軽口をたたく二人だが、視線の先はしっかりとアトスとロシュフォールの戦いを見つめていた。私も視線の先を追うと、ちょうど、アトスのレイピアがロシュフォールの髪の一房を散らせた時だった。




【シャルレ】

（一見アトスが押しているように見えるけれど、ロシュフォールは笑っている……）




先ほど稚児と揶揄していたのは、事実なのだろう。一生懸命な子供をあざ笑うように、ぎりぎりなところで避けながら実力の差を見せつけて愉しんでいる。




【ロシュフォール】

「ククッ、いつまでもじたばたと襲い掛かってくるだけか。もう少し楽しませてくれるのかと思ったが、興醒めだな……」




ロシュフォールがそう呟いたと同時に、動きが変わる。蛙を前に、微動だにしなかった蛇が、突如大きく口を開けるのと同じだ。




【シャルレ】

（あれじゃ防御が間に合わない！）




アトスのレイピアを胸元まで引きつけたかと思うと、ロシュフォールは左手に持ち替えたレイピアで滑らかに風を裂いて、アトスの首を狙う。




【シャルレ】

「アトス！」




私はとっさに、自分のレイピアを投げていた。




【アトス】

「な……っ」




アトスの眉間をかすめ、ビン、としなりながら、レイピアは二人の足元の地面に刺さる。




【アトス】

「おい、お前！何をする！」




アトスが明らかに怒気を孕んだ声で叫んだ。




【ポルトス】

「これは驚いた。やるね、お嬢さん」




一方ポルトスは感心した様子で私に笑いかけた。しかし、その隣のアラミスは私が投げたレイピアをじっと見つめたままだ。




【アラミス】

「まて、ポルトス……あのレイピア」




【ポルトス】

「ん？　お嬢さんのレイピアがどうした……」




ポルトスも、レイピアを改めて見た瞬間、表情が固まるのが見えた。




【シャルレ】

（え……？）




見れば、アトスもはっとした顔で地面に刺さった私のレイピアを凝視していた。突然飛んできた剣に驚いたからではないことは明白だ。




【シャルレ】

「どうしたの？　私のレイピアが何か……」




【ロシュフォール】

「ほう、これは……面白いことになったようだ」




ロシュフォールは薄く笑うと、白いコートを翻し、北へと歩き出す。




【シャルレ】

（……？）




【アトス】

「な……っ、待て！　ロシュフォール！」




【ロシュフォール】

「クク……貴様とはまた遊んでやる……。戻るぞ、シャルロット」




ロシュフォールは振り返ることもなく、貴婦人と共に見えなくなる。その影は長く伸び、幼いころに見た影絵劇の死神のそれを、なぜか漠然と思い出させた。




【シャルレ】

（ロシュフォールの言葉……一体どういう意味なんだろう。それに……このレイピアが、どうしたっていうの？）




オレンジ色に照らされたパリの夕刻の町に、人々のざわめきが溢れている。取り残された形になった私は、しばし呆然と、放ったレイピアを見つめていた。




【シャルレ】

（私のレイピアを見て、皆の表情が変わった……？）




どういうことか問うべく、口を開こうとしたところ、アトスは地面に突き刺さったままの私のレイピアを抜いて言った。




【アトス】

「ったく、野次馬が群がりすぎだ。これ以上銃士隊の評判が悪くなる前に帰るか」




【アラミス】

「すでに地の底だ」




【ポルトス】

「違いない」




三人の諦めたような会話にも違和感を覚える。




【シャルレ】

（銃士隊の評判が悪い……どういうこと？）




銃士隊は王をお守りする王直属の部隊だ。王の覚えもめでたく、出世したい若者の登竜門として名高い。




【シャルレ】

（国の皆から憧れと尊敬の念を集めているはずの彼らが、どうしてこんな……）




【アトス】

「おい、そこの女」




【シャルレ】

「女って……！」




困惑していたところに、乱暴に声を掛けられる。




【アトス】

「ほらよ」




顔を上げると、アトスが私のレイピアをこちらに投げてよこした。




【シャルレ】

「わ……っ」




何とか受け止めるものの、なんて粗雑な男だろうと呆れる。




【シャルレ】

「あなたさっきから、態度が悪すぎるでしょ……！」




【アトス】

「決闘の邪魔をした上に、俺に刺さりそうな距離でレイピアを放り投げてきた女に、何の礼儀が必要だ？」




【シャルレ】

「あなたに当てない自信くらいはあったわ」




私が詰め寄ると、間にポルトスが割り込んできた。




【ポルトス】

「ほら、アトス。そこまでにしておけよ」




【アラミス】

「今聞きたいことはそんなことではないだろう、単細胞」




【アトス】

「アラミス、てめえ……！」




アトスがアラミスに掴みかかろうとしたところで、ポルトスが私のレイピアにそっと触れた。




【ポルトス】

「このレイピアは君のもの？」




【アラミス】

「その紋章に見覚えがある」




二人に問われて、私は戸惑いながら答える。アトスも視線だけは私のレイピアから離していないのが分かった。




【シャルレ】

「あなたたちに関係のないことでしょう」




【アトス】

「なんだ、一応田舎者なりの警戒心はあるのか」




喧嘩ごしに言ったのにあっさりと流されて、拍子抜けする。アトスという男は、それほど短絡的ではないらしい。

私は正直に口を開いた。




【シャルレ】

「……これは父にもらったものよ。あなた達も知っているはず。ベルトランが私の父だもの」




【アトス】

「なっ……！」




【ポルトス】

「ダルタニアン隊長の……!?」




三人は同時に目を見開く。すると、成り行きを静かに見ていたプランシェも前に出た。




【プランシェ】

「そう、シャルレはダルタニアン士爵のご令嬢だ。分かったら、さっきから無礼なそこの男！少しは礼儀を尽くしたらどうだ」




【シャルレ】

「あなた達も、父上が隊長を務める近衛銃士隊に属してるんだよね？」




銃士であるならば、当然そのはずだ。なのに誰も即答しないことに妙な不安を覚える。




【シャルレ】

「お願いがあるの。父のところへ案内してほしくて……。近くに宿舎があるんでしょ？」




【アトス】

「それは無理だな」




【プランシェ】

「な……っ、おまえどこまで無礼な…………！」




冷たく言い放つアトスへといきりたつプランシェに、困った様子で話しかけたのはポルトスだった。




【ポルトス】

「アトスの非礼はわびよう。けれど、案内はできないんだ」




【シャルレ】

「どういうこと……？」




重い空気に、私は一歩後ずさる。嫌な予感がした。そして、そこへアトスの思いがけず静かな声が響いた。




【アトス】

「……隊長は亡くなったからな」




【シャルレ】

「え……？」




それまでずっと怒鳴っていたアトスが静かに告げた言葉に、茫然とする。固く握り締める彼の拳を、不思議な気分で見つめた。




【シャルレ】

「何？　今なんて……」




【アトス】

「だから、隊長は亡くなった……処刑された」




亡くなったという言葉よりも、大きな衝撃がまだ来るとは予想していなかった。




【シャルレ】

「処刑……!?」




何がなんだか分からない。全てが嘘のようだ。




【プランシェ】

「お前……！　適当なこと言うんじゃない！」




プランシェがアトスに掴みかかる。普段なら止めなければと思うが、今は動くことができない。




【アトス】

「何だお前は」




【プランシェ】

「俺は……シャルレの、幼馴染だ。ダルタニアン士爵のこともずっと小さい頃から知っている」




【シャルレ】

「ねえ、処刑って何のこと？」




震える唇で問う。処刑なんて、一言も聞いていない。家族にすら伝えられずに、一体どこで、どうして。




【プランシェ】

「シャルレ……」




よろめく私の肩を支えて、プランシェはアトスを睨んだ。




【プランシェ】

「ダルタニアン士爵は、処刑などされるような卑怯な真似も悪事も働く人じゃない！　これ以上士爵を侮辱するなら……」




【アトス】

「そんなこと！俺たちが一番知っている！」




びくりと、背筋が震える大声だった。叫びと言っていいだろう。先程まで震えを抑え、冷静を装っていたアトスの拳も、今は胸元まで振り上げられていた。




【ポルトス】

「落ち着け、アトス」




ポルトスも目を伏せて口を開く。




【シャルレ】

「罪状は…………何だったの」




私は気をしっかり持とうと、お腹の底に空気を吸い込む。まっすぐに三人を見つめて、答えを待つ。しかしそこにあったのは、そんな空元気など打ち砕くには十分な事実だった。




【アラミス】

「……前国王の暗殺だ」




私は自分がまだちゃんと歩けているのかも定かでない心地で、パリの町を銃士たちの後ろから着いていく。隣でプランシェも、同じく暗い面持ちをしていた。




【シャルレ】

「………………」

（父上が前国王陛下を手に掛けた……？　そんなの絶対にあるはずない。誰より国に忠誠を誓っていた父上が……）




さっきから同じ考えだけがぐるぐると駆け巡る。頭が痺れて、目の前の現実を受け入れられない。




【プランシェ】

「彼女は……士爵の率いる銃士隊に入るためにパリにきたんだ」




【ポルトス】

「そして途中で強盗にあったと？　それは大変だったね」




プランシェが強盗に遭った経緯を話すと、アトスは鼻で笑った。




【アトス】

「確かにさっきの腕じゃ、襲ってくれと言ってるようなもんだな。無計画に家を出てきて無鉄砲にもほどがある」




【プランシェ】

「原始人のような男にそんな事を言われる筋合いはない！」




もちろん、プランシェとて反省はしているだろう。私も、もっと慎重になるべきだった。




【ポルトス】

「まあまあ、ここでは怒鳴らない方がいい」




ポルトスが仲裁に入るが、アラミスはちらりとこちらを見ただけで無関心だ。




【ポルトス】

「とにかく、今日はうちにおいでよ」




【シャルレ】

「うち……？」




先程の騒ぎの中、神父様のことも見失ってしまった。このままでは宿無しだったことを思い出す。




【アトス】

「な……っ、うちってアジトへか？　冗談じゃねえ」




【シャルレ】

（アジト……もう宿舎はないんだ……父上が処刑されたことで本当に銃士隊は解散になってしまったのね……）




彼らの話す事一つ一つが、もう父がいないのだと知らしめているようで、喉の奥が痛い。




【ポルトス】

「隊長のお嬢さんをこのまま放っておくわけにはいかないだろう」




【アトス】

「それは………ったく………仕方ねえ。こんなもやしを連れていても、何の護衛にもなりそうにないしな」




【プランシェ】

「もやしというのは、まさか俺のことか！」




この短時間ですっかり犬猿の仲が出来上がってしまったらしい。アトスとプランシェはいがみ合いながら、人気がなく、少し寂しい路地の方へと歩を進める。だんだんと灯りのなくなる道が、今の私の心を示しているようだった。




三人の潜むアジトにつくなり、私はすぐ眠りについた。一日に、いろいろなことがありすぎた。




【シャルレ】

（三銃士との出会い……父上の処刑……）




何も考えたくなくて、泥のように眠ったはずなのに、私は気づけば懐かしい庭にいた。




【ベルトラン】

（おやおや、シャルレ、泥だらけじゃないか）




言われて自分の手を見下ろす。確かに泥だらけだが、それ以上に驚くべきは、ずいぶんと小さくなっていることだった。




【ベルトラン】

（また一人で木の棒で稽古していたのかい？）




忘れようもない、厳しくも優しい父の声だ。




【シャルレ】

（だって、私は父上のように強い剣士になるんだもの）




【ベルトラン】

（それで陛下をお守りするんだって？）




【シャルレ】

（うん！　父上と一緒に！）




【ベルトラン】

（お前は口を開くとすぐそれだなあ。こんなにお転婆に育ってしまうとは）




【シャルレ】

（……だめなの？）




私はしゅんと、頭を垂れる。剣の稽古をしていると、すぐに女のくせに、と言われるこの風潮が嫌いだった。




【ベルトラン】

（いや、だめなものか。誇らしいことだよ）




【シャルレ】

（ほんと？）




【ベルトラン】

（ああ、お前は太刀筋がいい。きっと良い銃士になる。何より……）




そこから先は聞こえない。でもすごく嬉しいことを言われた気がする。暖かくて大きな父の手は、剣による豆だらけで、大好きだった。




【シャルレ】

「ん……？」




身じろぎをして目を覚ますと、誰かそこにいた。私に毛布をそっとかけてくれたらしい誰か。




【シャルレ】

「父上……？」




ぼんやりした声で問う。




【？？】

「もう、親父はいねえんだよ……」




その人物は何か寂しそうに答えた気がしたけれど、私の重い体は睡眠を、安らぎを求めていた。もう一度ゆっくりと眠りに落ちていく。




【シャルレ】

（あたたかい……父上）




隣にあるぬくもりは、父のものと、とても似ている気がした。

窓から差し込む光は、故郷と変わらず、穏やかに頬に降り注ぐ。私はのろのろと身をおこし、左右を見まわした。見慣れない天井と壁だ。




【シャルレ】

（そうか、私三銃士のアジトに……）




しかし、朝起きて、驚くべきことはアジトの汚さだった。足元にはいつのものと分からない号外などが散らばっているし、脱ぎ捨てられた服もそのまま。ホコリだってたまり放題だ。




【シャルレ】

「何これ……！　私こんなところで寝てたの？」




昨日は疲れて、ソファーに座るなり緊張の糸が切れたらしい。暗い中だったので、周囲のものをよく見ていなかったのもあるが、何より父の件の衝撃で、何も把握していなかったのだと知る。




【ポルトス】

「やあ、おはよう。」




【シャルレ】

「あ……おはよう、ポルトス」




奥から顔を出したのは、コートを脱ぎ、軽装になったポルトスだった。




【ポルトス】

「よく眠れたかな。顔色は昨日よりはよさそうだ。……昨晩は、真っ青だったからね」




【シャルレ】

「あの……ありがとう。毛布をかけてくれたのもポルトスでしょう？」




【ポルトス】

「ん？　毛布？　俺は知らないが……」




きょとんと問い返されてしまう。




【シャルレ】

（じゃあ誰だったのかな……、少し父に似た空気のする人……）




【プランシェ】

「あっ、シャルレ！　起きたのか、良かった」




ポルトスの後ろから顔を見せたのは、プランシェだった。




【プランシェ】

「うわ、朝になってよく見ると、こっちの部屋もすごいことになってるな…………」




呆れかえったプランシェが、脱ぎ捨てられたままの上着を拾う。ホコリの付き具合からいって、放置されていたのは数日というわけではあるまい。




【シャルレ】

「えっ、他の部屋も全部こんな様子なの!?」




驚いて声を上げると、背後の扉が音を立てて開いた。




【アトス】

「朝からぎゃあぎゃあうるせえな……。なんだ？」




【ポルトス】

「アトス、起きたか。お前も夜中に起きていたなんて珍しいな」




【アトス】

「ん？　何の事だ」




【ポルトス】

「シャルレに毛布を掛けたのはお前だろう？　その赤い毛布はお前の部屋にあったはずだが」




【シャルレ】

（えっ…………あの温かい手と毛布は、アトスが？）




一番可能性を考えていなかった相手だ。しかし、驚いて私が振り返るとアトスはさっと目を反らした。




【アトス】

「…………知るか。それより、腹減った。朝飯は？」




【シャルレ】

「朝食もだけど、まずは掃除ね」




【アトス】

「はあ？」




【シャルレ】

「こんな不衛生なところで食事なんてしたら体によくないよ」




【アトス】

「放っておいてくれ。お前には関係ないだろ」




【シャルレ】

「お礼に片づけさせてって言ってるのよ」




【アトス】

「…………それが礼や頼む態度かよ？」




プランシェだけではない、私もついアトスとは喧嘩になってしまうようだった。




【プランシェ】

「おい、原始人！　その態度はないだろう。普通の会話もできないのか」




【アトス】

「それはそのままお前に返すぜ、田舎もん」




【プランシェ】

「何だと！　故郷をバカにすると許さないぞ！」




アトスはふん、と鼻で笑いながら後ろ手でひらひらと手を振った。彼を追ってプランシェも台所へと消えていく。

私は溜息をついて部屋中を見渡す。さすが男所帯、といった乱雑ぶり。




【シャルレ】

（まずはここをどうにかしないとね……。私、剣はともかく家事は得意なわけじゃないけど……）




落ち込まないために空元気を装ってはいるけれど、こうして一人になった瞬間にふさぎこんでしまう。




【シャルレ】

（……父上……絶対に罪なんて犯していないはず。父上の冤罪を……どうにかして晴らさなければ）




一日じゅう洗濯しても終わらなさそうな山積みの布たちを前に、私は心中で密かに決意し、きつく唇を噛んだ。

ぱん、と両手で引っ張ると、白くなった麻の布は良い音を立てた。




【プランシェ】

「ようやくこれで洗濯は終わったな。あの原始人、よくもまあここまで溜めてたものだ」




【シャルレ】

「原始人って……よっぽど馬が合わないんだね、アトスと」




【プランシェ】

「礼儀のない奴は嫌いだ。シャルレもそうだろう？」




プランシェに当然のように同意を求められて、頷けない自分に戸惑う。




【シャルレ】

「それは、そうなんだけど……」




ただの不遜で無礼な輩と断言することはできなくなっていた。父のことを口にした時に震えていた拳、今朝の毛布を思い出す。




【シャルレ】

（悪い人じゃない……と思う）




なんとなく、それは断言できる気した。




【プランシェ】

「どうしたんだ？　シャルレ、急に黙り込んで」




【シャルレ】

「ううん、何でもない。もうここは終わりそうだね。私、夕飯の用意をしてくるよ」




【プランシェ】

「え……シャルレが？」




プランシェが慌てた声をあげたけれども、私はキッチンへと立つ。朝随分と頑張って磨いたおかげで、どうにか普通に調理できるようにはなったのだ。




【シャルレ】

（確かにプランシェの方が料理は上手だけど……）




一応、お礼をかねて彼らに食事を振る舞おうとは思っていた。生憎金貨は強盗に奪われてしまったので、食材を借りることは致し方ない。少しでも何かしていた方が気が紛れるのもあり、まな板と調理用ナイフを前に自分を叱咤する。




【シャルレ】

「よし、頑張ろう。切るのは得意なのよ」




【アトス】

「切るだけで料理ができれば苦労しないな」




背後から突然聞こえた声に私はびくりとする。




【シャルレ】

「アトス……！いつの間に」




そこには、帰宅したアトスが立っていた。




【シャルレ】

「おかえり、遅かったね。見廻りだっけ」




【アトス】

「……ああ」




今朝、ポルトス達が話してくれた内容を思い出す。




【ポルトス】

（じゃ、俺たちはこれから見廻りに行ってくるから、悪いけど留守番を頼んだよ）




【シャルレ】

（見廻り？）




【ポルトス】

（銃士隊が解散してから、街が以前より物騒になったんだ）




【アラミス】

（不貞な輩がいないか、様子を見て回っている）




【ポルトス】

（銃士隊時代からの日課でね）




【シャルレ】

（そうなんだ……）




【ポルトス】

（夜には戻るから、心配しないで）




私がつい考え込んでいると、アトスがおい、ともう一度声をかけてきた。

【アトス】

「……それより、お前は何してるんだ？」




【シャルレ】

「何って、お邪魔させてもらっているからせめて夕飯くらい作ろうと」




【アトス】

「余計なことはしなくていい」




【シャルレ】

（余計なことって……！）




【ポルトス】

「お前はまたそういう言い方を…………シャルレ、気にしないでくれ」




ポルトスとアラミスも戻って来ていたようだ。上着を脱ぎながら、苦笑して続ける。




【ポルトス】

「まだ旅の疲れがとれていないだろうから休んでいろ、って事だよ」




【アトス】

「まて、どこをどう意訳すればそうなる」




【ポルトス】

「食事は当番制でやっているんだ。今日はアトスだから手伝わせよう」




ポルトスが笑顔ながらも、有無を言わせずアトスの背を押した。それをアラミスは一瞥だけして、すぐに部屋の奥へと行ってしまった。




【アラミス】

「アトス……芋はせめて食べられる固さまで煮ろ。やればできるだろう」




【アトス】

「お前はにんじんの皮くらい剥きやがれ」




二人の会話から普段の食生活が伺い知れる。




【シャルレ】

（これなら私でもまだ役に立てるかもしれない）




【ポルトス】

「部屋の片づけもありがとう。もし、良ければもう一泊していくといい」




ポルトスの提案に、私は両手を振る。




【シャルレ】

「そんな、悪いよ」




【ポルトス】

「あのずっと混沌としていた居間を片づけてくれただけで礼をしたい気分なんだ」

「なあ、アトス？」




アトスは答えないけれど、ポルトスは柔らかく笑う。




【ポルトス】

「今晩、シャルレはアトスの隣室を使ってくれ。プランシェは居間で適当に雑魚寝してもらうことになるが……手狭な場所で申し訳ないね」




【シャルレ】

「いえ、すごく助かっているもの。ありがとう。あと…………できれば教えてほしいことがたくさんあるの」




【アトス】

「隊長の処刑の真相のことなら、何も知らない。進展なしだ」




唐突にアトスが遮るように口を開いた。けれども、ここで引くわけにはいかない。父上の冤罪を晴らすためにも。




【シャルレ】

「それでも……あなたは、父のこと何か知っていると思うから」




私がそう言うと、アトスがぐっと奥歯を噛んだのが見えた。




【シャルレ】

「明日でもいいから」




今日は遅い、と断られてしまう前に先手を打つ。すると、アトスは何も言わずににんじんを剥きだした。うっかり卵の殻を入れたまま混ぜてしまったり、砂糖と塩を間違えて入れそうになったり、父上のショックを引きずっているようで、何かしようとするも失敗ばかりしてしまう私だったけれど、アトスは無愛想ながら、全部フォローしてくれた。そのおかげで、つつがなく夕飯は終えることができた。




【シャルレ】

「ありがとう。アトス。おやすみなさい」




寝る前に一言だけ礼を言ったものの、アトスは、ああ、と呟いただけだった。




【シャルレ】

（ん……？　何だろうまた……温かい……）




身じろぎすると、何か小さい声が聞こえた。




【？？】

「お前が幸せなら……それで……」




誰だろう、とても優しい声だ。温もりに包まれてまどろんでいると、その声は真摯に響いた。




【？？】

「頼むから泣くな…………」




【シャルレ】

（大丈夫よ、父上、泣いてなんかいないわ。きっと父上の無実を……）




【？？】

「俺はお前のためなら……」




抱きしめられた腕が、夢の中にしては現実味があって、私は違和感を覚える。




【シャルレ】

「え……？　誰……？」




誰かに抱きしめられている事に気づき目を覚ますと、そこには見慣れない寝顔があった。よく焼けた肌、精悍に通った鼻筋。




【シャルレ】

（っ……!?　どういうこと!?）




そう、私を抱きしめて寝ているのは、あのアトスだった。私は驚きに声を出せないまま、状況を把握しようとする。




【シャルレ】

（昨日は夕飯を食べて、そのまま就寝したはず）




家中掃除をしたために、前日とは別の意味でくたくたになってしまい、ベッドに入てすぐに眠りに落ちた。




【シャルレ】

（ポルトスに言われた通り、このアトスの部屋の隣で……）




部屋を間違えたわけではない。壁紙も確認した。




【アトス】

「どうした、お前……」




【シャルレ】

「ぁ……っ」




小さく声をあげてしまう。アトスの顔はちょうど今、私の首筋あたりにあって、唇があたるのだ。




【シャルレ】

「ちょっと起きて、アトス。寝ぼけないで」




慌てて揺さぶるけれど、アトスは気持ちよさそうに私を抱きしめて離そうとしない。




【シャルレ】

（あ……温かい……）




心臓の音がゆっくりと響く。母親の胎内で包まれていた記憶なのだろうか。人の鼓動には安らぎを与える効果があるらしい。




【シャルレ】

（こんな風に誰かに抱きしめられたのは、小さい頃ぐずって泣いた時以来かもしれない……）

「父上……」




私はつい抱きしめられたままになる。すると、アトスは寝ぼけたまま、誰かの名前を呟いた。




【シャルレ】

「え……？　んっ！」




よく聞こえなくて聞き返そうと、アトスを見た瞬間、軽く唇に触れるものがあった。アトスの口づけは、普段の粗暴な振る舞いに反して、柔らかく、優しく、そして……。




【シャルレ】

（涙の味がした……）




何となく私はアトスを起こせなくなって、そのままうつむく。彼が誰の夢を見ているのか、それを考えると少し、胸の奥がちりちりとした。




【アトス】

「ん……」




私が固まったままでいると、アトスが、身じろぎをする。まるで、大きな猫……というより虎が大好きな毛布に体を摺り寄せるように、体をまるめてきた。




【シャルレ】

「アトス？」




ぎゅっと抱きしめられて、痛いくらいだ。




【シャルレ】

「ちょっとアトス。離して、腕を緩めて？」




【アトス】

「んん……なんだ、起きたのか」




寝ぼけた声で、アトスがむにゃむにゃと呟く。




【シャルレ】

「起きてるわよ。私はシャルレよ。分かったらそろそろ離して……ひゃあ！」




思わず漏れたのは悲鳴だ。アトスが私の背中に手をすべり込ませてきたのだ。




【シャルレ】

「やめて、冷たい、くすぐったい……！」




朝方の冷気で冷えていた手に触れられると、ぞくぞくと背筋を走るものがある。けれども、アトスは私の抗議も耳に入らないのか、眠ったまま私のお腹に顔をうずめてきた。




【アトス】

「んん……」




【シャルレ】

「ちょ、ちょっと、やめ……！」




お腹を啄むようなキスの雨が降りてくる。くすぐったくて、何より恥ずかしくてたまらない。大きな犬にされるならともかく、人間にこんな風にじゃれつかれて、戸惑わずにいられるだろうか。




【シャルレ】

「……っつ、アトス……やめっ……」




【アトス】

「…………ん、もっと声を聞かせろ」




身を捩ろうともがくが、アトスはそれを許さないというように、片腕でさらに腰を抱き寄せる。




【シャルレ】

「……アトス、いい加減に……」




【アトス】

「ん……お前、いつもより……固い」




眉間に少しだけ皺を寄せてアトスがつぶやいた。




【シャルレ】

（なっ……！）




一体誰と比べられたのか分からないが、妙に腹立たしい指摘だった。鍛えている腹筋は、普通の女性より引き締まっているし、それを誇りに思っている。ただ、今のように不快そうに言われて嬉しいわけはない。女らしくあれ、と言われるのも嫌いだが、女らしくないと言われるのも複雑だと初めて知る。




【シャルレ】

「固くて嫌なら離してよ」




思わず半眼で文句を言う。これだけ話しても起きないなんて、どんな寝起きの悪さだろう。けれども、アトスは私のお腹の上で首を小さく振った。




【アトス】

「んん……あたた……かいから……もう少し、このままいろ……」




この不遜で失礼な男からたまに感じる温かさを、相手も感じているのだと知って、胸がどきりとした。




【シャルレ】

（別に、父上に似ているところなんてないのに）




言動は粗野だし、純粋で正義感にあふれていた父とは似ても似つかない。なのに、時折見せる所作、視線が、ふいに懐かしさを感じさせるのだ。




【シャルレ】

（隊長であった父上にいろいろ学んだのかな……）




子は育ての親にも似るという。けれども、それで言えば、アラミスやポルトスだって同じことになる。




【シャルレ】

（アトスだけ、父と何か特別な親交があったのかもしれない……）




そう思うと、不思議な気持ちになった。そっと、アトスの髪に触れてみる。




【アトス】

「ん……？」




アトスは身をすくませると、私をより強く抱きしめ返して来た。




【シャルレ】

「わ、やめて、ごめん、今触ったことは謝るから……」




【アトス】

「んん……」




どうにか逃れようとしたところ、今度はアトスが私の心臓のあたりに顔をうずめる形になってしまった。




【アトス】

「ん……ここは、柔らかいな……、いつもよりは……固いけど……」




【シャルレ】

「な……っ」




心地よさそうに眠るアトスを見て、かあと顔が赤くなるのが分かった。




【シャルレ】

「最低！離しなさい!!」




私は大声で叫び、アトスを突き飛ばした。













第２章　想い出の人




朝のよく晴れた高い空に、私の悲鳴が響いた。軽やかにさえずっていた雀たちが飛び去っていく羽音がする。
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【シャルレ】

（信じられない……！）




アトスに心臓あたりへ顔を押し付けられて、すっかり鼓動も早まってしまっている。しかし、当の私が突き飛ばしたアトスは、軽く身じろぎしただけだ。




【アトス】

「んん……？　何だ？」




ぼんやりとした目でやっと私を視認する。




【アトス】

「ああ、何だお前か……」




そしてよりによって二度寝を始めたのだ。すうすう、と規則正しい寝息がベッドに響く。




【シャルレ】

「しんっじられない……！」




先ほど心で叫んだことが、今度はきちんと口に出た。何て非常識な輩だろう。私は勢いよく階段を駆け下りた。




【プランシェ】

「どうしたんだ、シャルレ」




息を荒げながら居間へ降りると、アトス以外の全員が起きて朝食を取っていた。




【シャルレ】

「アトスが何故か、自分の部屋にいなくて、あの……っ」




【アトス】

（ん……陽の匂いがする）




ふと先ほどのアトスの心地よさげな寝言を思い出して、耳まで熱くなってしまう。陽の匂いがするのは、昨日一日中洗濯をしていたからだ。

アトスが気づいたら私のベッドで寝ていたと口にするのは何となく言いづらく、何か良い言葉がないか、目を泳がせ逡巡する。その間にポルトスが笑いながら口を開いた。




【ポルトス】

「ああ、アトスか。夜中に女が尋ねてきたんだよ。大方夜明けまで出かけてたんだろ」




【アラミス】

「相変わらずだ」




私は呆れ顔のアラミスを見て、はっと、自分に残るほのかな香水の匂いに気づいた。




【シャルレ】

（さっきは何も思わなかったけど……そうだ。この香水の匂い、確かに女性のもの……）




【シャルレ】

「最低！」




顔をしかめながら、私は怒り心頭で叫んだ。




【ポルトス】

「ああ見えてアトスは貴族の出だから、女遊びは趣味みたいなものなんだよ」




【アラミス】

「酒を飲まないのが唯一の救いだが、あの自堕落さにはほとほと呆れ返る」




【ポルトス】

「ある時までは飲んでたみたいだけどね」




【シャルレ】

「貴族……？」

（あんな粗野な人が貴族だなんて）




しかし、よく思い返してみれば、食事の時のマナーは悪くなかった。パンの切り分け方も引きちぎるわけではなく、ナイフでさらりと切っていたし、スープをすくう際もちゃんと奥へと流していた。




【シャルレ】

（確かに、所作に品はあったかも……）




【アトス】

（すまない……俺が……あの時、お前を……）




【シャルレ】

（それにしても、さっきの苦しげな寝言…………何の夢を見てたんだろう？）




私は少しだけ、アトスという人物の事が気になり始めていた。




朝食を終え、片づけも終わると、ようやく一息がつけた。




【シャルレ】

（これからどうしよう……）




空を流れる雲が、床に影を落とすのをぼんやりと眺める。




【シャルレ】

（父上もいない今、他に頼る所もない……）




そこへ、ぎし、と階段のきしむ音がした。ようやく起き出したアトスが居間へと降りてきたらしい。




【アトス】

「あー……だるい。ん？」




【シャルレ】

（この最低男……！）




おはよう、とも言う気にならず睨みつけると、アトスはようやく朝のことを思い出したようだ。




【アトス】

「何だ？朝はあんなに初心な反応をしてたくせに、今はずいぶん可愛げがないな」




【シャルレ】

「恥知らずな人を見ての、当然の反応でしょう」




にべもなく返すと、アトスは怒るというよりも、面白いという笑顔を浮かべてきた。




【アトス】

「へえ、その恥知らずな輩にあんなに真っ赤になっていたのか？」




【シャルレ】

「ええ、あまりの怒りでね」




【アトス】

「すごい叫び声だったもんなあ。思わず寝起き悪い俺も起きちまった」




めいっぱいの嫌味を込めて言っているのに、アトスはますます楽しそうに笑う。




【シャルレ】

（なんて腹立たしい……！）




今度こそ正真正銘、怒りで赤くなりそうだったところを、ポルトスの言葉が遮った。




【ポルトス】

「ん？　アトス、やっと起きたか。そろそろ見廻りに行くぞ」




【アトス】

「ああ、分かった」




アトスもジャケットを羽織り、レイピアを携える。アトス達の準備を見ながら、私はここ２日で感じた疑問を投げかけた。




【シャルレ】

「……銃士隊は、父上の前国王暗殺容疑によって解散したんだよね？」




父上のことを聞かされ昨日まで茫然としていたが、少し心中が落ち着いた今、頭を整理しておきたかった。




【ポルトス】

「ああ、でもだからと言って何もせずにはいられないからね……。隊長の意志をついで、街の治安を守りたく思ってる」アトス「……今は、こうしてこそこそと見廻りくらいしか出来ないけどな」




アトスが忌々しく吐き捨てるように言う。




【シャルレ】

「それじゃあ、今、国王陛下は誰がお守りしているの？」




【アラミス】

「……宰相となったリシュリュー枢機卿をはじめとするロシュフォール伯爵、シャルロット一味だ」




声が聞こえた扉の方向を振り返ると、アラミスも見廻りの準備をし終えていた。




【アトス】

「はっ、守っているなんて体の良い文句だ。陛下を口車に乗せて、コントロールしていやがる」




【ポルトス】

「その枢機卿の命により、銃士としての活動は禁じられている……」




【シャルレ】

（だから、先日も街中であんな騒ぎになっていたんだ……）




【ポルトス】

「枢機卿リシュリューは、若い陛下をいいように操って政権を握っているんだ」




【アラミス】

「隊長の件があるとはいえ、陛下の近衛だった我々、銃士隊を廃したことが気になる……。何かを企んでいるのかもしれない」




【ポルトス】

「そうなると、隊長の処刑も、銃士隊廃止のために仕組まれた可能性がある」




【シャルレ】

「え……」




【ポルトス】

「……何より、俺たちも隊長があんな事をしたなんてとても信じられないんだ。だから見廻りをしながら、何か手がかりがないかを密かに探ってる」




【シャルレ】

「…………！」




─ようやく、彼らの現状が分かってきた。三銃士たちは解散した今も街の見廻りをしながら、隊長である父上の処刑の真相、現国王の周りで起きている不穏な動き─枢機卿一味を密かに探っている。彼らも父の無実を信じてくれているのだと分かり、胸が熱くなる。




【シャルレ】

（もし陛下に危険が迫っているのなら、私も尽力したい。それが父上との約束。そのためにパリに来たんだもの。それに、父上の真相の手がかりが何か掴めるかもしれない……！）




【シャルレ】

「ロシュフォールとシャルロット……それがこの間、闘っていた相手の名前でいいんだよね？」




怜悧れいりな瞳をした剣士と、美しいけれど、怖さを感じさせる女性だった。去りゆく影も、ざわりと胸に砂を吸い込んだような心地にさせた。




【アトス】

「その名前、軽々しく俺の前で口にするな。胸糞悪ぃ……！」




私が確認するように尋ねると、アトスが乱暴に椅子を蹴る。




【シャルレ】

「なっ……!?」




事情も知らないのに、突然そんなに憤られても困る。




【ポルトス】

「枢機卿の元で、主に動いているのがその二人だ。アトスにはいろいろと因縁があるようでね」




ポルトスが苦笑してフォローに入るが、アトスは不機嫌なままだ。




【アラミス】

「短気は、弱点を呼び込むぞ」




【アトス】

「あぁ？」




【アラミス】

「常に冷静沈着であれという意味だ。隊長もおっしゃっていただろう」




アラミスが隊長という言葉を出すと、アトスはぴくりと眉を動かした。




【アトス】

「ふん、司祭サマはいつでも、冷静に説教することだけは得意だな。おや…………隊長の処刑が決まった時も」




【アラミス】

「……それが、隊長の教えだったからな」




【シャルレ】

（司祭サマ？　アラミスは神学者なのかな……）




私の疑問も、アトスの苛々も増したその時、二階から叫び声が聞こえた。




【プランシェ】

「うわああああ!!」




プランシェの叫び声に、私はレイピアを掴むと、急いで階段を駆け上がった。




【シャルレ】

「プランシェ！　何があったの！」




プランシェが立ち尽くしているのは、私が眠っていた部屋の隣室、アトスの部屋の前だ。




【アトス】

「侵入者か！」




アトスが階段から廊下へと飛び移る。身軽に私を飛び越えて、部屋の中へと射るような視線をやった。




【シャルレ】

（すごい身のこなし、そしてあれが実戦を知る目……）




今朝寝ぼけていた人間のそれとは打って変わった眼光に、ごくりと唾を飲む。




【アトス】

「ん？　何もないじゃねえか」




しかし、すぐにいつもの様子を取り戻した。




【プランシェ】

「どこがだ、目まで大ざっぱなのか？　明らかに泥棒か何かに漁られたあとだろ！」




【アトス】

「ああ？」




私も遅れて覗き込む。タンスは不揃いに開け放たれ、中から上着やら何やらはみ出している。机の上の資料もぐちゃぐちゃだ。床には、ペンやインク瓶も転がっている。家探しされたとしか思えない。




【シャルレ】

「もしかして、枢機卿の部下の仕業……!?」

（あとは昨日来たって言う女の人がという可能性も……？）




三銃士の現状が思ったよりも緊迫しているようで、私はレイピアを握る手に力を込めた。アトスの部屋の前で佇む私たちの肩越しに、中を眺めたポルトスがきょとんとして言う。




【ポルトス】

「何だ、いつものアトスの部屋じゃないか」




【プランシェ】

「えっ？」




【アラミス】

「確かに家探しされたと思われても仕方ない」




【アトス】

「どう考えても同類なお前には言われたくない」




【シャルレ】

「まさか……」




昨日掃除した共有スペースだけが散らかっているなんてわけはなかったのだ。慌てて、失礼ながらもアラミスの部屋のノブを回す。




【プランシェ】

「……泊めてもらった上に初対面で何だが、ここはネズミの住処か！」




俺は適度に片付けているぞ、と主張したポルトスの部屋も正直どっこいどっこいだ。




【プランシェ】

「ああもう、こうなったら俺が全部！　徹底的に！　汚れを駆逐してやる！」




プランシェは腕まくりをすると、そう宣言して二階中の窓を開け放った。




【アトス】

「あっ、ちょっと待て！　その辺はちゃんとなにがあるか把握している……」




【プランシェ】

「片づけられないやつは皆そう言うんだ！」




ブツクサ言いながらも腕まくりをし、見事な手際であっという間に家中ピカピカにしていくプランシェ。プランシェも、不器用ながらに泊めてもらった礼を律儀に返している。……綺麗好きな彼の性分も大いにあるけれど。




【ポルトス】

「へえ、このアジトがこんなに明るい場所だとは初めて知ったなあ」




曇っていた窓ガラスも、今はまっすぐに日の光をとりこむ。それだけで、随分と心も晴れるものだと知らされる。




【シャルレ】

「すごいでしょ」




こういう些細なことを教えてくれるのがプランシェだ。




【アトス】

「お前は見てただけだろ！」




プランシェの働きは認めたということだ。家族同然である彼が認められると何だか嬉しい。




【シャルレ】

「ふふ」




【アトス】

「な、何だ、急に笑って。変なやつだな」




そんな空気に少し元気が出た私は、見廻りについて行こうと決めた。




【シャルレ】

（そう、私も自分に出来ることをしよう）




【アトス】

「何だと、お前もついてくる!?」




案の定、アトスが一番にいきり立った。反対されるのは、百も承知だ。




【ポルトス】

「あまり勧められないな。昨日のように、衝突だってしばしば起こるんだ」




【シャルレ】

「分かってる。でも私だって、少しは腕に覚えがあるから」




【アトス】

「そういう問題じゃない」




【シャルレ】

「父上の真相の手がかりを探りたいの。パリの現状も把握したい」




銃士を志してずっと修行していたのだ。生半可な気持ちではない。




【アトス】

「……女のくせに、何を勇んでいるんだか」




【シャルレ】

「何よ」




力不足を指摘されるならばまだ、理解もできた。




【シャルレ】

（なのに、よりによって一番嫌いな言葉を……！）




【アトス】

「隊長はもういないんだ、分かったなら大人しく田舎へ帰れ！」




私は奥歯を噛んで、アトスを睨みつけた。




【シャルレ】

「いないからこそ！　私は父上の名誉を回復したい。あなただってそうなんでしょ」




一歩も引かない私とアトスの間に、苦笑して入ってきたのはポルトスだった。




【ポルトス】

「分かったから、少し落ち着け。シャルレも、少し挑発されただけで、かっとなっては足元をすくわれるよ」




ポルトスに諌いさめられ、はっと、握っていた拳を下におろした。




【ポルトス】

「アトスも、彼女が心配なら心配だと素直にそう言え。変に意地をはるからややこしくなるんだよ？」




【シャルレ】

（え……？）




【アトス】

「誰が心配を……！」




ポルトスの言葉にアトスが赤くなるのを見て、私はやっと理解する。




【シャルレ】

「心配して言ってくれていたの…………？」




思わずじっと見つめて尋ねると、アトスが視線を外した。基本的にはいつもまっすぐに相手を見て話すアトスだ。こうもあからさまに態度に示されると、つい私も照れた。




【シャルレ】

（私も意地っ張りなほうだけど、アトスも相当素直じゃないみたい）

「お願い、足手まといにはならないから」




私が言い募ると、アラミスが何も言わずに上着を手渡してくれた。アトスもため息を返事とする。




【シャルレ】

「ありがとう！」




私は、レイピアの父の紋章をそっと撫でた。




【ポルトス】

「じゃ、俺とアラミスはいつものルートを回るから、後で落ち合おう。シャルレを頼んだよ、アトス」




【アトス】

「ああ」




【アラミス】

「向こうの路地には、枢機卿の一派がうろついている。避けたほうがいい」




ちらりと路地の奥を見やって呟くアラミスに、アトスは不機嫌に眉をひそめる。




【アトス】

「あ？　そんな遠慮をする理由は……」




【ポルトス】

「あるだろう？昨日の今日でまた騒ぎを起こしては、余計に動きにくくなるぞ。それに今日はお前だけじゃなく、【シャルレ】もいるんだから」




【アトス】

「……わーったよ」




ポルトスとアラミスが去った後、私は辺りをうかがいながらアトスの隣を歩いた。ふと、視線を感じて振り返ると、近くの民家からこちらを覗いている子供がいた。




【シャルレ】

（銃士だからかな……？）




私も小さい頃は父上の正装にどきどきと、憧れの視線を送ったものだ、と思い出し、微笑み返した。けれども、すぐにそれに気づいた母親が子供を抱えて逃げ去る。




【シャルレ】

「あ……っ」




明らかに母親の目は、畏怖と共に軽蔑を見せていた。




【シャルレ】

（そうか、街の人にとってはもう、銃士隊は前国王陛下を暗殺した集団……）




町に出て痛感するのは、銃士隊の威厳は予想以上に失われているということだった。




【シャルレ】

（それが父上のせいだと言われているなんて……）




国王陛下のために、民のために、と剣を振るい、私に正義を教えてくれた父の背中の温かさが蘇る。




【シャルレ】

（それはもう無くなった上に、軽蔑の対象になっている……）




父上のことを思うと、胸の奥が痛む。




【アトス】

「あんまり下を向いて歩くな。きょろきょろもするな」




声をかけられ、背中をとんと押された。背筋を伸ばせということだろう。




【シャルレ】

「放っておいて」




【アトス】

「ふん、それくらい威勢がいいなら大丈夫か」




にっと笑うと、アトスはジャケットをはためかせて前を行く。そういえば、アトスは周りの評判を気にしていない様子だ。




【アトス】

「俺は隊長を信じている」




【シャルレ】

「……父上を……」




その横顔は、先程の遊び人のイメージとは対照的で、気高いものを感じさせた。何となく目が離せずにいたその時、アトスの眼光が一瞬にして鋭くなる。




【アトス】

「……アラミスが言ってたのはこの先か。シャルレ。お前はここで待っていろ、いいな」




【シャルレ】

「分かった」




さすがに、事情が分からないまま突っ込んでいくわけにはいかない。私は万が一、騒ぎが起きた時のために皆を避難させられるようにと、あたりの地形に目を配る。

その時だ。




【ロシュフォール】

「また会ったな」




声を掛けられて振り向く。そこには冷たい瞳をした、黒髪の男がいた。




【シャルレ】

「ロシュフォー……」




私は言いかけて、固まった。




【シャルレ】

「その紋章は……！」




【ロシュフォール】の腰には、見間違えようのない、父上のレイピアが光っていた。




ロシュフォールは私の驚愕を予想していた様子で、見開いた私の目にニヤリとした笑みを映した。




【シャルレ】

「そのレイピアは、どこで……！」




【アトス】

「てめえ……！　ここで何してやがる！」




声に振り返る間もなかった。影が私の上を飛び越えたと思うと、ギンと金属がぶつかり合う音が響く。




【シャルレ】

「アトス!?」




【アトス】

「ロシュフォール……！　お前、その剣」




アトスも交わった剣を見て、はっと、息を呑んだのが分かる。




【シャルレ】

（ロシュフォールのレイピアはやはり、父上のものなんだ……！）




【ロシュフォール】

「ほう。速いな……そんなにこの娘が心配か」




【アトス】

「ほざけ！」




ロシュフォールの挑発めいたセリフに構わず、アトスは更にレイピアを繰り出す。激しく剣のぶつかり合う音に、辺りの住民たちが顔を出し始めた。




【ロシュフォール】

「このまま先日の続き、というのも面白いが、あまり貴殿と遊んでいるヒマもないのでな」




ロシュフォールは左手をレイピアに添えて、ぬるりとアトスを受け流した。アトスは蛇にからめとられたかのように、ロシュフォールの背後へ流される。




【アトス】

「なっ……！」




【ロシュフォール】

「……いつまでコソコソと嗅ぎ回っているつもりだ？　負け犬の貴様ごときが今更吠えた所で何も変わらん。諦めろ」




ロシュフォールがそう、アトスに耳打ちで囁いたのを私も拾った。




【アトス】

「てめえ！　やはり……!!」




【シャルレ】

（どういうこと……ロシュフォールは何か知っている……!?）




私はレイピアをさっとおさめ、立ち去るロシュフォールを追いかけようとする。




【アトス】

「待て！どこ行こうってんだ！」




しかし、すぐに手をアトスに掴まれてしまう。




【シャルレ】

「離して！　あの人、父上のことを何か知っているかもしれない！」




【アトス】

「……っ」




【シャルレ】

「アトスも見たよね？　あの紋章、私のレイピアにあるのと同じ……」




【アトス】

「ああ、あれは隊長のレイピアだった」




アトスは苦悶の表情で、俯く。




【アトス】

「ロシュフォールは倒した相手の剣を集めるのが趣味だ……」




【シャルレ】

「それって……つまり……！」

（父上の処刑に、ロシュフォールがかかわっているということ……？）




アトスも同じ確信を抱いたようだった。険しい瞳をして何かつぶやいている。




【アトス】

「……やっぱり、あの時……」




【シャルレ】

「えっ？」




野次馬が集まってきて騒がしく、上手く聞き取れない。私が聞き返すと、アトスは無言で私の腕を引っ張り、立ち去ろうとする。




【シャルレ】

「ちょっと、アトス？　今なんて……」




【アトス】

「ここで話すことじゃない。それにまた野次馬が増えてきた。騒ぎになる前に帰るぞ」




私の言い分を全部無視するアトスには一言言ってやりたかったが、その表情を見て、口をつぐんだ。アトスの横顔には、焦燥と憤りと、そして決意が見えた。




家に戻ると、すっかり掃除も洗濯もし終えたプランシェが、夕飯まで用意してくれていた。




【プランシェ】

「おかえり、シャルレ。大丈夫だったか？」




プランシェからは、懐かしい香りがした。よく家で焼いていたパンの香りだ。




【シャルレ】

（家を出て、そんなに経ったわけじゃないのに……もう、何だか大分前のことのよう）




アトス

「腹減った。何だ、シチューか」




【プランシェ】

「気に入らないなら食わなくていいからな」




プランシェが不機嫌そうに言うものの、アトスはぺろりと味見をする。




【アトス】

「へえ、悪くないじゃないか」




【プランシェ】

「そ、そりゃあ三時間は煮込んだからな……！」




褒められて調子が狂った様子で、プランシェがどもると、アトスは呟いた。




【アトス】

「そんなに暇だったのか」




【プランシェ】

「誰が暇だ！　お前の部屋の片づけにどれだけ時間がかかったと……！」




まだまだ続きそうな漫才に、ポルトスがやれやれと肩をすくめて、椅子に腰かけた。




【ポルトス】

「とにかく、せっかくの夕食だ。冷めないうちに頂こう」




【シャルレ】

「ええ。いただきます」




食卓を囲んだものの、しばらくスプーンと食器の当たる音だけが響く。皆、何となくアトスが口を開くのを待っている。ロシュフォールとの衝突の後、騒ぎを聞きつけて戻ってきたアラミスとポルトスも、報告待ちだろう。




【アトス】

「……ロシュフォールが、隊長の剣を持っていた」




パンをちぎって、アトスが言う。




【アラミス】

「それはつまり……」




【ポルトス】

「隊長の真相に、ロシュフォールが絡んでいるということか」




アラミスとポルトスが渋面を作る。




【アトス】

「ああ、それを俺にわざとほのめかしてきやがった……俺たちが何をしたってもう無駄だと」




怒りをそのままに、アトスはがっと、サラダにフォークを立てた。




【アトス】

「あの時あいつが前陛下を手にかけ、隊長を陥れたに違いない」




私はごくりと唾を飲み込んだ。




【シャルレ】

（父上がそんな陰謀に巻き込まれていたなんて）




【アラミス】

「それで銃士隊を廃し、枢機卿がより実権を握った……か。分かりやすいあらすじだ」




【ポルトス】

「まあ、そんな予感はしていたな。しかし、それを今更俺達に見せつけた理由はなんだ……？」




アトスもそこが引っ掛かっていたらしい。ポルトスの言葉に頷いて、しばし考える。




【アラミス】

「何か枢機卿側に動きがあったのかもしれないな。私たちが見落としていたか……」




【アトス】

「ああ、何だ……？　最近変わったことと言えば……」




ふと、アトスと目が合う。アトスを見ていたつもりはなかったが、合った以上、そういうことなのだろう。




【アトス】

「お前達が来たこと……」




アトスの漏らした言葉に、はっとポルトスも顔を上げた。




【ポルトス】

「そうか、隊長の娘の登場で、枢機卿側が何か動くことにしたのだとしたら」




アラミスも小さく頷く。私とプランシェは、顔を見合わせるしかない。




【シャルレ】

「そんな、私たちは何も知らないよ。父上がいなくなっていることすら……知らなかった」




【アトス】

「それでも、何か利用価値を見出したのかもしれない。あいつはそういう奴だ……」




ぎりっとアトスが歯を噛みしめた。何かを思い出すように。




【アトス】

「関係のあるやつだろうと、なかろうと……利用できるものは利用する」「……それがロシュフォールだからな」




そう言うアトスの目は、確かに今私を映してはいるけれど、私を見てはいない気がした。




【シャルレ】

（過去に、何かあったのかな……。利用された人がいたのだという口調……）




小さく、胸に棘が刺さる。分からないことだらけゆえの辛さだと、今は思うことにした。




夕食後、アトス達はパリの町の地図を広げた。改めて、明日からの見廻り経路の確認、枢機卿側が出入りしている場所、見落としはないかなどをチェックする。




【シャルレ】

「私も人員に加えて。できる事は何でもしたいの。父上の無念を晴らしたい」




私の言葉を、今度はアトスも馬鹿にはしなかった。しかし、あまり良い顏はしていない。ポルトスの言葉を借りれば心配してくれているらしいが、いまいち自信は持てない。




【シャルレ】

「もし、枢機卿側が私に何か利用価値を見出しているのなら、私は動くべきでしょう？」




【アラミス】

「まだ何が狙いなのか分からないが……泳いでくれた方がありがたいのは確かだ」




【アトス】

「てめ……っ、余計なことを」




【アラミス】

「事実だろう？」




アラミスとアトスのいつもの睨みあいをそのままに、ポルトスはこぼした。




【ポルトス】

「正直、銃士隊の解散後、名誉も職も失って意気消沈ぎみだったんだ。俺達は」




ポルトスは情けなさそうに言う。




【ポルトス】

「でも、先程のレイピアの件で失いかけていた気持ちを取り戻すことが出来た。少しでも真相解明への足掛かりが見えたんだ。感謝しているよ。何より、君の覇気に勇気をもらった」




【アトス】

「田舎者は無鉄砲なだけだろうがな」




【シャルレ】

「アトスこそ」




【アトス】

「いつ俺が無鉄砲だって？」




【アラミス】

「いつもだな」




畳み掛けるようにアラミスからのツッコミが入った。思わずアラミスと私で笑う。




【アトス】

「くそ……っ、お前ら」




【ポルトス】

「二人とも、随分テンポがあってきたじゃないか」




私たちの軽口に、ポルトスも笑い出した。




【ポルトス】

「よし、これで俺達の指針も見えた。明日からまた銃士隊再出発だ」




私はちらりとレイピアの紋章を見た。父上のレイピアにも同じものがある。今はロシュフォールの元で振るわれているその剣を想い、私は父上の無実を改めて晴らす決意をした。これから起きることが、まだ何も見えなくても。













第３章　新しい生活




パリに来てから数日、田舎よりも寒暖の差が激しい気候にも慣れてきた。石畳が多いためかもしれない。




【シャルレ】

「こんなものかな」




三銃士のアジトでしばらく暮らすことになった私とプランシェは、改めて紙に表を書いた。元々三人で担当していた炊事当番を再度決め直す事になったのだ。




【プランシェ】

「今日はポルトスが洗濯、アラミスが掃除、そしてシャルレが料理当番だな」




プランシェが表を見て確認する。しかし、始まってみたらそれは大変だった。




【アラミス】

「私が掃除か」




一応表を確認し、奥からハタキを持ち出してきたアラミスがまずしたことは窓ガラスを一枚割ることだった。




【アトス】

「相変わらず、力加減を考えろよ」




【アラミス】

「ガラスが弱っていただけだ」




アラミスが次にしたことは、プランシェが昨日植えたはつか大根の鉢を落とすことだった。




【プランシェ】

「ああああっ」




プランシェが慌てて割れた鉢に土を戻している横で、アトスがあからさまに挑発して笑う。




【アトス】

「はっ、まったく。剣しかできないなんてバカの一つ覚えかよ」




【アラミス】

「剣とて、がむしゃらに振るうしか能のない単細胞に言われたくはないな」




【アトス】

「何だと？」




【ポルトス】

「ほらアトスも、アラミスの家事の邪魔をするな。今日はどこかへ出かけるんじゃなかったのか？」




ポルトスの台詞に、アトスはあー、と言葉を濁した。




【アトス】

「もう断った。全部」




アトスはぶっきらぼうにそれだけ言うと、二階の自室へと消えた。




【ポルトス】

「なるほど、アトスも改めて隊長の真相を追う決意を固めたらしい」




【シャルレ】

「どういうこと？」




【ポルトス】

「あの遊び上手だったアトスが、女たちとの約束も全部断ったようだからね」




ポルトスが私に軽くウィンクをして言う。




【シャルレ】

「え……っ」




私は思わず二階のアトスの部屋の方向へ視線をやる。単純に嬉しいと思うのは、父のために本気なのだと分かったからか。




【シャルレ】

（それとも……何だろう、この気持ち）




不思議なもやもやを抱えて、胸に手を当てている間に、ふと気づくとポルトスもいなくなっていた。




【プランシェ】

「あっ、ポルトス、洗濯物の途中でいなくなりやがった！」




プランシェの叫びが聞こえて、私も今度は素直に頭を抱えた。




【プランシェ】

「シャルレ、あとの洗濯は頼んだ。俺はちょっとハーブを植えるよ」




ポルトスも結局家事をさぼってどこかへ行ってしまった以上、仕方なく私とプランシェで洗濯物は片づけた。後は干すだけだ。




【シャルレ】

「ハーブ？」




【プランシェ】

「うん。今、銃士隊の経済状況は良くないからね。少しでも食料の足しにしようと思って」




【シャルレ】

「プランシェらしいね」




庭に出て私が洗濯物を干し、プランシェがハーブを植えていると、二階からアトスの声がした。




【アトス】

「あ？　田舎もん、何してるんだ？うちの庭でまで畑仕事か」




アトスの声に、プランシェがむっとした顔で二階を仰いだ。




【プランシェ】

「ハーブを植えてるんだよ。食料にするために」




【アトス】

「草なんて植えてウサギか。肉がありゃいいんだよ」




【プランシェ】

「黙れ原始人！　人間の体は野菜も食べるようにできてるんだよ！」




こんな二人のやりとりにもすっかり慣れてきた私は、本来の食事当番に戻ることにした。




【シャルレ】

「プランシェの料理の後だと見劣りはするけど……精一杯やってみよう」




料理の下ごしらえにと、とりあえず鶏肉を取り出した。私もアラミス同様、剣以外はいたって不器用な自覚はある。




【シャルレ】

「それでも料理は愛情っていうし！」




【アトス】

「そんな形のない調味料だけで美味くなったものを見たことはないぞ」




【シャルレ】

「……っ！」




不意に背後からアトスに声をかけられて、私は思わず塩の瓶を肉の上に落としてしまう。




【アトス】

「ああもう、かけ過ぎだ。何してんだよ」




【シャルレ】

「アトスが驚かすからよ！」




【アトス】

「ったく。いいからその肉は湯に入れろ。そのまま塩で煮れば柔らかくなる」




【シャルレ】

「えっ、うん……」




アトスに言われるがままに、鍋に水を張って鶏肉を放り込む。




【アトス】

「あと、この野菜は？」




【シャルレ】

「千切りにしようと思って……」




【アトス】

「千切りなら、そのナイフの持ち方じゃだめだろ。レイピアじゃないんだぞ」




アトスは呆れた声でそう言うと、私の後ろに回る。




【シャルレ】

「なっ、何よ」




【アトス】

「教えてやろうって言ってんだ。ほら」




アトスが、私の背後から手を取る。左手はちゃんとにんじんを、丸めた手で持つように……右手は、私の右手の上からナイフを握りこんでいる。




【シャルレ】

「ちょっとアトス、こんなことしてもらわなくても……！」




レクチャーしようとしてくれているのだとは分かるが、どうにもこれでは落ち着かない。手元が狂いそうだ。




【シャルレ】

「あっ」




うっかり手がすべって、真っ二つに切れるにんじんを見て、アトスが溜息をついた。




【アトス】

「お前……それでも女かよ」




【シャルレ】

「女は料理ができるって誰が決めたのよ」




私が噛みつくと、アトスは肩をすくめて、私の手を握りなおした。




【アトス】

「ったく、何事も一生懸命ひたむきにやるだけでうまくいくわけじゃねーんだぞ」




そのまま、とんとん、と私の手を操って綺麗な千切りを作っていく。




【シャルレ】

（すごい……それに、私の努力は認めてくれているのかな……）




何となく、私の鼓動もにんじんを切るスピードに合わせて早くなる気がした。

アトスは手際よく、先程茹でた鶏肉もほぐしだした。




【アトス】

「肉はこうやってすぐに水気を切って……って、おい、聞いてるのか？」




【シャルレ】

「ごめんなさい、ちょっとよそ見していて」




【アトス】

「教えられてる最中によそ見とはいい度胸だな」




【シャルレ】

「にんじんの切り口、普段のあなたの闘い方からは思えないくらい綺麗だなって」




【アトス】

「何だよ突然」




アトスが少し赤くなる。




【シャルレ】

「どうしてこんなに料理が得意なのに、アラミスに芋が固いなんて言われてたの？」




ふと、初日に私が食事を作ろうとした時のことを思い出す。




【アトス】

「男三人顏つき合わして食うだけの食事に、いちいち毎度手間かけてられるか」




【プランシェ】

「達人はいかなる時も手抜きはしないものじゃないのか？」




アトスと料理に夢中になっていたため、気づかなかった。振り返るとプランシェもキッチンへ入って来ていたらしい。




【アトス】

「何だ、田舎者。もう草植えは終わったのか」




【プランシェ】

「ハーブを草呼ばわりとはどっちが田舎もんだか」




どうにもプランシェの機嫌が悪そうだ。珍しい。




【シャルレ】

「どうしたのプランシェ。お腹すいた？それなら急いで……」




【プランシェ】

「いや、いい。今日はこのまま俺とアトスで作ろう」




【アトス】

「あ？」




勝手な宣言に、アトスが不満の声をあげた。けれどもプランシェは構わず続ける。




【プランシェ】

「俺とお前の料理、どっちが田舎者か勝負だ！」




いきなりの展開にも関わらず、せっせと料理対決の場は設けられてしまった。




【ポルトス】

「アトスの本気の料理を食べられるのは久々だな」




【アラミス】

「いつも本気を出しておけばいいものを」




いつの間にか戻ってきたらしいポルトスと、はたきを手にしたアラミスも揃ってキッチンに顔を覗かせた。ポルトス達に聞けば、アトスは貴族出身のため、本格的なコース料理が得意らしい。




【シャルレ】

（どうりであの手際……）




料理をレクチャーされた時のことを思い出す。味付けにもしっかりと軽量をこだわっているようだった。




【シャルレ】

（でも、プランシェだって料理上手なら負けてない）




プランシェはその器用さで、家庭料理なら何でも作れる。昔から、私もよくお世話になったものだ。




【アトス】

「剣だけでなく、料理でも俺に挑むなんて千年早いってこと分からせてやる」




【プランシェ】

「ふん、原始人なんかに負けるか」




かくして勝負の幕は切って落とされた。




【シャルレ】

（もう一時間は経つけど……）




【ポルトス】

「さすがに腹が減ったね」




もともと遅くなっていた昼食だ。待ちくたびれたアラミスなど、椅子に座ったまま目を閉じて、寝ているのではないかと思う。




【プランシェ】

「できたぞ！」




そこへ駆け込んできたのはプランシェだ。盆には、温かいロールキャベツと特製のパンとバターが乗っている。




【アトス】

「こっちもな」




ついでアトスが持ってきたのは、丁寧にほぐされ、皮に包みなおされた鶏肉の赤ワイン煮だった。




【シャルレ】

「すごい、どっちも美味しそう」




お腹を空かせていた私たちは、ぺろりと一瞬で平らげてしまう。




【プランシェ】

「さあ、どっちが良かった!?」




【アトス】

「とっとと選べ」




二人に詰め寄られて、私は数秒唸ったのち、答えを出した。




【シャルレ】

「どっちも百点満点！」




【プランシェ】

「ええっ、何だよそれ……！」




プランシェが不服そうに座り込む。しかし、仕方がない。これが正直な気持ちだ。




【シャルレ】

（本当にどっちも美味しかったもの）




【アラミス】

「おかわりはないのか」




【アトス】

「お前に作ったわけじゃねえ！」




隣ではまた別の口げんかも始まっていて、にぎやかな食卓となった。




遠くに犬の遠吠えが聴こえる。雲がまだらに月を隠す夜だ。




【シャルレ】

「今日は私とアトスが夜の見廻り当番だよね」




【アトス】

「ああ、早く支度しろ」




アトスはもうレイピアを携えて、扉を開けていた。以前と違いアトス了承の元で行けることはありがたい。




【シャルレ】

（毎回言い争うのも大変だもの。それに、私も仲間って認めてくれたってことだよね……）




夜の町へと歩きだす。昼間とはまた違う景色だ。静かな石でできた町は、少しひやりとしている。




【シャルレ】

「父上もこうして街を守っていたのかな……」




つい、想いを馳せた言葉が漏れてしまった。独り言だから気にしないで、と言う前に、アトスは口を開いた。




【アトス】

「隊長は誰よりも勇敢で、街を……この国を愛していた」




【シャルレ】

「アトス……」




【アトス】

「見廻りだって、別に毎晩命じられていたわけじゃなかったんだ。でも隊長は自ら毎晩欠かさずに出てた。だから俺達もできる限りついて回って……」




【シャルレ】

「父上らしい」




アトスが父上の思い出話をしてくれることは珍しかった。一番父上を引きずってくれていると言っていい。




【シャルレ】

（本当に父上を尊敬してくれてたんだな……）




肌寒い気温に反して、温かい気持ちが広がる。




【アトス】

「俺達は皆、隊長に拾われたようなもんだ」




【シャルレ】

「拾われた……？」




【アトス】

「まあ、それぞれ色々あったんだ。ただ、隊長はそんなこと関係なく皆を迎え入れてくれた」




アトスがぽろっとこぼした言葉を反芻はんすうするものの、それ以上は話してくれない。

それならば、代わりに私も少しだけ父上の話をしようと思った。




【シャルレ】

「……父上は、同じように昔から、傷ついた動物たちもよく連れ帰ってたな」




【アトス】

「動物？」




【シャルレ】

「珍しいのはふくろうだったかな」




【アトス】

「ふくろう？」




【シャルレ】

「そう、翼を怪我したふくろうを連れて帰って来たんだけど、餌をあげるのが大変で」




【アトス】

「あいつら何を食うんだ？」




【シャルレ】

「生きたままのネズミとか……必死に父上と二人で掴まえたよ」




私が溜息をつくと、アトスは笑った。




【アトス】

「……やっぱり、そんな隊長が陛下に謀反を企てるわけはない」




【シャルレ】

「うん」




アトスと二人、静かに頷く。こうして彼とゆっくり話せるなんて、新鮮だった。




【シャルレ】

「ただ、父上は強すぎる正義感から時々無鉄砲になる事があったから。それが高じて、トラブルメーカーになってしまう時もあったな」




【アトス】

「お前にそうコメントされていたら隊長も世話ないな」




【シャルレ】

「どういう意味？」




【アトス】

「似た者親子ってことだ」




尊敬する父上と似ていると言われることは嬉しいが、今は多少意味合いが違う気がする。




【シャルレ】

「何、それ」




【アトス】

「お人よしは、はめられやすいんだ。お前もつくづく気を付けることだな」




【シャルレ】

「別に私をはめようなんて人いないと思うけど」




きょとんと問い返すと、アトスは呆れかえった顔をした。




【アトス】

「そういうところが油断しすぎだって言ってんだ。ロシュフォールの件をもう忘れたのか」




言われてはっとする。ロシュフォールはどうして、私に父上の剣を見せに来たのか。私を何かに使えると思ったのだろうか。田舎から出て来たばかりの女剣士を。




【シャルレ】

「よく分からないことだらけだけど……気を付ける」




父上も一本気な人ではあるけれど、愚かではない。陛下の周りに不穏な動きがあったならば、きっと何か知ってはいたはずだ。その手がかりをつかみたい。




【シャルレ】

（そのためにはこうして地道に父上の軌跡をたどるしかない……）




見廻りルートも、残すところあと数筋だ。




【アトス】

「今夜はさすがに出歩いている奴らは少ないな」




【シャルレ】

「何かあるの？」




【アトス】

「ああ、今日はあいつらが見廻りを強化しているはず……」




アトスが口を開いた時、路地の向こうから、明かりが近寄ってきた。




【シャルレ】

「何……？」




【アトス】

「衛兵団だ。枢機卿側が俺達、銃士隊とは別に作った組織…………つまり今考えると、最初から俺たちを廃するつもりだったんだ」




【衛兵団の男】

「誰だ、そこにいるのは！」




ろうそくの明かりが近づく。




【アトス】

「ちっ、見つかった」




数人駆け寄ってきたのは、枢機卿直属の衛兵団だった。




【衛兵団の男】

「お前達、こんな深夜に何をしている」




アトス

「見て分かるだろう、見廻りだ」




【衛兵団の男】

「それは我々の任務だ。怪しい奴らだな。名を名乗れ」




【アトス】

「……アトスだ」




あっさりとアトスが名乗ったので、私もそれに倣う。




【シャルレ】

「シャルレよ」




【衛兵団の男】

「そうか、お前達、銃士隊の……！」




衛兵団の面々がざわめく。わらわらと私たちを囲むように集まってきた。厄介だ。




【アトス】

「俺達も見廻りをしているだけだ、放っておいてもらおうか」




【衛兵団の男】

「待て、銃士隊は活動を今禁じられているはずだ」




【アトス】

「……走れ」




アトスが小さく私に耳打ちし、こくりと頷く。




【アトス】

「ああ、それは……」




話し出した瞬間に、アトスは駆け出した。私もとっさに追う。




【衛兵団の男】

「あっ待て!!」




衛兵が応援を呼ぼうとしたスキをついて暗い裏路地に逃げ込む。しかし、まだ衛兵が大通りには溢れている。見つかるのは時間の問題だ。




【アトス】

「こっちだ！」




アトスに手を引かれ、私は狭い路地を駆ける。




【アトス】

「足元、いろいろ落ちてるだろうが引っ掛かるなよ。バケツやビンを蹴ったら一発でばれるぞ」




【シャルレ】

「そんなこと言われなくても、これでも小さい頃はお転婆だったの。このくらいの暗闇と路地くらい慣れてるよ」




私がそう言うと、アトスは苦笑した。




【アトス】

「お転婆だったことは想像にかたくない」




【シャルレ】

「言うと思った」




二人での駆けっこが楽しくなった頃、間近で衛兵たちの声がした。




【シャルレ】

「こっちに抜ける他の道があったの？！」




昨日地図は把握した気でいたけれど、書かれていない通路があったのか。




【アトス】

「仕方ない」




ふと顎を掴まれたと思った瞬間、私の唇に触れるものがあった。




【シャルレ】

「んん……!?」




薄暗がりの路地の奥、アトスが私に突然キスをしていた。先日の寝ぼけてのキスではない。確かに今アトスは、意志を持って、私に口づけをしていた。




【シャルレ】

「ん……っ、アトス!?　離し……」




驚いて逃れようとする私を、アトスは慣れた手つきで抱き込む。そうして、再びキスだ。




【アトス】

「……んっ、見つかりたくなきゃ騒ぐな」




そう耳打ちされる。アトスの頭越しに視線だけなんとか、通りに向ける。確かに入口の方から、衛兵がこちらを覗こうとしていた。




【衛兵団の男Ａ】

「そこに誰か……」




【衛兵団の男Ｂ】

「おい、ただのいちゃついているカップルだ」




【衛兵団の男Ａ】

「あー、ったく紛らわしい」




私たちの影が見えただろうに、ぱっと視線をはずし、そのまま通り過ぎる。




【シャルレ】

（この作戦のため……？）




こうなると、しばらくされるがままになるしかない。アトスはまだ私の腰を引き寄せながら、軽いキスを繰り返す。




【シャルレ】

「ん……っ」




他にも衛兵の気配があるのだろうか。




【シャルレ】

（それにしても……）
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何て手慣れたキスと手つきだ。壁に押し付けられた瞬間の彼の表情を思い出す。キスの寸前、アトスは不敵に笑んで見つめると、さっと私のうなじから腰へ撫でた。




【シャルレ】

（寒気とは違う、あのぞくぞくした感じは何……？）




暗がりで熱をたたえて揺らめく、金色がかった瞳は綺麗で、つい体が硬直した。




【アトス】

「静かに。黙って、俺に任せろ」




口づけは甘く、慣れていることを否応なく感じさせる。私が驚きに力が抜けたのを察すると、さっと、足を挟んで支えにする鮮やかさだ。




【シャルレ】

「や……っ、やめて」




【アトス】

「腰が抜けているぞ。こうしておかないと立てないだろ？」




【シャルレ】

（な……っ）




もう一度抗議したくても、塞がれた口では何も言えない。




【シャルレ】

（衛兵たち、早く行って……！）




私は、このざわざわする得体のしれない思いから逃れたくて、心から願った。




【アトス】

「ん……皆行ったか……」




そう呟いたアトスが、やっと私の体を介抱する。よろりと壁にもたれて、私は呼吸を整えた。




【シャルレ】

「アトス……あなた……！」




事情は分かっても、一言文句を言ってやらないと気が済まない。




アトス

「何だ、赤くなって。本気にするな。それとも、あの程度で勘違いしたのか？」




【シャルレ】

「何ですって？」




赤くなったのは、呼吸がアトスのペースだったからだ。そのあたりの配慮は足りなかったと言ってやりたい。




【アトス】

「さっさと戻るぞ。地図にない通路があるかもしれないことだけは、収穫だ」




アトスは全く何もなかったかのように、変わらない態度で、歩を進める。




【シャルレ】

「分かったわよ」

（これだけ慣れてるんだもの、やっぱり遊び人ということ……）




私はもやもやとする気持ちを持て余しながら、アトスの後を追った。




昨日は帰るのが遅くなったせいで、報告は朝になった。




【アラミス】

「衛兵たちの勢力が広がっているな……」




【ポルトス】

「人数も倍増しているようだ。銃士隊を解散させた分の人員を、抱え込んだんだろうな」




【アトス】

「隊長をはめて銃士隊を無くさせたのも、そうして手駒を増やす手段の一つだろう……くそっ」




アラミスとポルトスとアトスは、パリの町の地図を囲んで、情報を書き足していた。




【シャルレ】

「時計台のほうにも、衛兵たちは見張りを立てていたよ」




私も記憶を頼りに、指で場所を指し示す。




【ポルトス】

「今後見廻る時は、別のルートを使った方がいいな……」




アトスも腕組みをし、真剣な目で地図を見下ろしている。その瞳を見ると、つい昨晩のことが思い出されてしまう。




【シャルレ】

（いくら目を背けさせるためとはいえ、あんなにキスしなくても……）




いまだに恨み言が消えないのは、私だけが気にしているからだろう。




【シャルレ】

「……私が覚えているのはこれだけ。とりあえず、朝ごはん作ってくるよ」




私がキッチンへと来ると、後ろからアトスがついて来ていた。




【シャルレ】

「何？　朝食くらい、もう一人でもできるよ」




アトスに対してもやもやしているからだろう。つい語調が強くなる。




【アトス】

「……俺も知っていることは全部話した。腹も減ったから手伝うだけだ」




アトスはぶっきらぼうに言うと、私から卵を取り上げた。そして昨日私にキスしたのと同じくらい、手慣れた動きでフライパンに油を落とす。




【アトス】

「何がいい。目玉焼きの半熟か、固焼きか。スクランブルエッグでもいいが」




私に選ばせようなんて、珍しいこともある。




【シャルレ】「じゃあ……固焼きでお願い」




まだ仏頂面のままリクエストする。




【アトス】

「ははっ、シャルレらしい」




【シャルレ】

「私も中身までカチカチだと言いたいの？」




【アトス】

「いや、ま、唇は柔らかかったけどな」




さり気なく言われて、私の頬はかっと赤くなった。市場は、やはり田舎とは違う。色とりどりの見たこともない野菜や果物が並んでいる。




【シャルレ】

「すごい、こんなに沢山、どこから運ばれてくるのかな」




もやもやしていたことも忘れ、思わず声がはずむ。




【プランシェ】

「商人たちが他の国とも交易しているんだろうな。さて、牛乳はどこか……」




朝食後、一人で出かけようとした私をプランシェが放っておかず、こうして一緒に買い出しに来ている。




【シャルレ】

「せっかくだから、向こうの野菜も見てからいこうよ。プランシェ」




私がプランシェの手を引くと、プランシェは嬉しそうに握り返した。




【プランシェ】

「良かった、シャルレの元気が戻ったみたいで」




【シャルレ】

「え？」




【プランシェ】

「昨晩、何かあったんだろ？　帰って来てから様子がおかしかった」




【シャルレ】

「あ、それは……」




私が口ごもると、プランシェはいいんだ、と笑った。




【プランシェ】

「俺、剣のこととか力になれないからさ。せめて家事では……って思ったけど。料理対決も引き分けちゃったし」




【シャルレ】

「どっちも美味しかったんだもん、選べなかったよ。でも珍しいね、プランシェが勝負したがるなんて」




【プランシェ】

「うん、あの料理している時、アトスとシャルレが楽しそうだったからヤキモチやいただけだ」




【シャルレ】

「えっ……」




【プランシェ】

「おまえと俺はずっと一緒にいたのに、兄弟を取られちゃったみたいで」




プランシェがそんなことを考えていたなんて思いもせず、驚く。




【シャルレ】

「そんな。第一別にアトスと私は全然仲良くなんてないよ」




【プランシェ】

「そういう自覚がないところも相変わらずだなあ」




プランシェは苦笑して、私の頭をぽんぽんと撫でた。




【アトス】

「ん？　今帰ったのか。牛乳買ってくるだけでどんだけ時間かかってるんだ」




帰るなり、玄関に居たアトスに挑発的なことを言われて、私は溜息をついた。




【シャルレ】

（プランシェはこれを見て、どうして仲が良いなんて思うんだろう）




その時はむっとして牛乳を置き去ったけれど、後からふと気づいたことがあった。




【シャルレ】

（アトスはどうして玄関にいたのかな……）




もしかして、心配して待っていてくれたのだろうか。そんなこと、聞いても否定されるだけだろうけれど、私はなんとなく間違ってはいない気がした。













【アトス】

「だから、そうじゃねえってさっきから言ってるだろ」




【シャルレ】

「どこがよ、言われた通りにしてる、じゃない……！」




先程から何回このやりとりが繰り返されただろう。料理のレクチャーのため、後ろから両手を取られて、密着している。




【シャルレ】

「耳元でそんなに怒鳴られたら、上手くできるものも出来ないよ」




【アトス】

「へえ。じゃあこれが戦闘でもそんなこと言えるのか？」




私がふん、とそっぽを向くと、アトスがぐいっと余計に後ろから首元へ顔を近づけて来た。




【シャルレ】

「ちょっと、アトス……!?」




【アトス】

「敵が至近距離に来ただけで動揺して手元が狂ってるんじゃ、剣士とはいえないよな？」




アトスがからかって意地悪く言ってくる。




【シャルレ】

「何を……っ」




私は構わずにんじんを再び千切りにしようとするものの、アトスの息が耳にあたって、気が散って仕方がない。




【アトス】

「ほら、どうした？手元がおぼつかないぞ」




【シャルレ】

「や……っ、ちょっとやめて、もうっ、息しないで」




【アトス】

「それはまた無理な注文を……」




アトスが笑いながら、私の背中にさらにぴったりとくっつく。彼との体格差から、半ば立っている状態で覆い被さられているかたちになる。




【シャルレ】

（私が嫌がる程、近づいてくるなんて……！）




無駄に早くなる鼓動も鬱陶しい。全部アトスが私を怒らせるせいだ。




【シャルレ】

「レクチャーって言いながら、さっきから邪魔してるよね？」




【アトス】

「とんでもない。ちゃんと実践で使える技術を教えてるぞ？」




しれっと言うアトスに、私はついに耐えられなくなって、じたばたともがいた。




【シャルレ】

「もう！　離して！」




【アトス】

「おっと……。ナイフを持ったまま暴れるなんて……とんだじゃじゃ馬だな、おまえ」




【シャルレ】

「何よ、仮にも銃士ならこんなナイフに当たらないでしょ」




【アトス】

「無茶ぶりだな……。どんなサーカスのナイフを避ける的役でも、ゼロ距離で投げられたら当たるんだよ」




相変わらずああいえばこう言う。私もそういう性質なのは認めるが、お蔭でこうしてアトスとの口喧嘩はぽんぽんと続いてしまう。




【シャルレ】

（なのに、嫌なわけじゃないのが不思議……）




どちらかというと楽しいかもしれない。そんな感情を持て余して、私がじっとアトスを見ていると、彼もこちらを見た。




【アトス】

「何だよ」




【シャルレ】

「別に……あっ、鶏肉！」




アトスとの軽口の応酬に気を取られて、すっかり火にかけていた鶏肉のことを忘れていた。




【アトス】

「待て！ まだ沸騰してるんだ、うかつに触るな！」




【シャルレ】

「あつっ……！」




鍋つかみを使ったとはいえ、取っ手も熱く湯気が腕に当たって身を引いた。それでも何とか、鍋をテーブルに移す。




【アトス】

「馬鹿！ 何をしてるんだ、見せてみろ！」




アトスがぐいと私の腕を引く。




【シャルレ】

「いた……っ」




【アトス】

「言わんこっちゃねえ。すぐに冷やすぞ！」




汲んできていた井戸の水に勢いよく、私の左腕を突っ込む。




【シャルレ】

「っ……！」




【アトス】

「我慢しろ、すぐに冷やせば火傷にはならずに済む程度だ」




アトスが真剣に私の腕の皮膚の様子を見る。




【シャルレ】

「ごめんなさい、鶏肉は大丈夫だと思うけど」




【アトス】

「馬鹿か！　鶏肉なんか煮過ぎたところで、後からワイン漬けにでもすればいい。それより皮膚は鍛えようなんてないんだ。ちゃんと保護しろ！」




アトスの言い分が正当で、私は口をつぐむしかない。




【シャルレ】

「あの……ありがとう」




腕も冷えてきた。赤味も引いてきている。これなら大丈夫そうだ。おずおずと私が礼を言うと、アトスは居心地が悪そうに視線を外した。




【アトス】

「お前がしおらしいと、変な気分になるな」




【シャルレ】

「変な気分って……！」




もう少し別の言い方がないものか。




【シャルレ】

「もう大丈夫。水、使えなくなったから汲みなおしてくるよ」




【アトス】

「火傷は甘く見るとだめなんだ。いいから、もう少し冷やしていろ。俺が汲んでくる」




アトスはさっと立ち上がって行ってしまう。照れたのかもしれない。




【シャルレ】

（そういえば、レイピアでの豪胆な戦い方に比べて、料理のナイフ使いは繊細だった……）




にんじんの綺麗な切り口を思い出す。




【シャルレ】

（アトス……いろんな面がある不思議な人……）




そんなことを考えながら、私はきらきら光を反射する水面を眺めた。













第４章　ヴェールの向こう




地面に七色の光が揺れている。その光の元をたどると、市場に売っているガラス食器だった。




【シャルレ】

「綺麗……珍しいデザイン。東の方から来たものかな」




龍の象られた器には、読めない文字が彫ってある。パリでの生活もしばらく続き、こういう珍しいものを見ることにも慣れてきた。




【シャルレ】

「今日は少し遠回りをして戻ろうかな」




銃士隊の良い噂は聞かないけれど、そんな恣意しい的に広められた噂にこそ、手がかりがあるかもしれない。先日の街角の喧嘩は元銃士隊の面々の仕業だとか、職も名誉もなくした元銃士隊たちが飲んだくれて迷惑だとか。




【シャルレ】

（とんだ言いがかりでもちゃんと聞いて分析しないと）




耳を澄まして歩いていると、ふと自分が歩いている場所を見失っていることに気づいた。




【シャルレ】

「しまった、ここはどこ……？」




慣れてきた時こそ生まれる油断というのは本当らしい。左右を見回して恐る恐る歩いて行くと、道の先には静かに教会が佇んでいた。




【シャルレ】

（教会なら道を教えてくれるよね……）




足を踏み入れるものの、人気を感じない。




【シャルレ】

「あの、どなたかいらっしゃいませんか……」




その時だ。




【？？】

「どうなさいましたか？」




こつんと、静かな教会に足跡が響き振り向くと、そこにいたのは、パリに来て最初に出会った神父さまだった。




【シャルレ】

「神父さま！　会えてよかった」




【神父】

「おや……？　あなたは、あの時の」




【シャルレ】

「すみません、あの時は飛び出してしまって……。お蔭で神父さまともはぐれてしまいました」




パリについてすぐに親切にしてくれたのに、私が銃士たちの戦いに首を突っ込んだせいだ。




【神父】

「いえ、あなたこそご無事で良かった。その後、宿はどうなりました？　行くところがなければ教会にでも」




神父さまは頭を下げる私に、優しく微笑んでくれる。




【シャルレ】

「えっと、それが……」




私が話し出そうとすると、神父さまは、そっと教会の奥へと招き入れてくれた。




【シャルレ】

「綺麗なステンドグラス……。教会に来たの、久々です」




【神父】

「いつでも来ていいんですよ、ここは誰をもゆるし、受け入れる場所です」




【シャルレ】

（頼れる人の少ないパリの町で、親切な神父さまに出会えて良かった……）




私はパリに来て、父上に会ったらたくさん話したいことがあったのだと思い出す。




【シャルレ】

「神父さま、私、やっと父上と共に陛下を守れるって……勇んでパリまで来たんです」




ぽつり、ぽつりと語りだすと、思った以上に言葉が涙の代わりに溢れてきた。私が勝手に話すことを、神父さまは穏やかな微笑みで聞いてくれる。




【シャルレ】

「でも、パリに来てみたら、父上はもう前陛下暗殺の罪で処刑されたと聞いて……」




【神父】

「すると、あなたのお父上は、ダルタニアン士爵だったのですか……」




神父さまは驚くでもなく、非難するでもなく、静かにそう返した。今までちゃんと教会で話を聞いてもらうことなんてなかったけれど、心が安らぐものなのだと知る。




【シャルレ】

「でも、絶対に父上はそんなことしていない。気高く、正義に溢れる人だったんです」




【神父】

「はい……。すると、皆が士爵を非難し、銃士隊を悪しざまに言う今は辛いでしょう」




教会の高い天井に響く穏やかな声は、まるで空気のように、すっと心に入り込んでくる。




【シャルレ】

「でも、決してこのままになんてしません。私も銃士たちと共に、父上の無実を証明します」




拳を握って、決意を固める私に寄り添って神父さまは言葉を促してくれた。




【シャルレ】

「出会った銃士たちも、三人共くせはあるけれど、悪い人達ではないんです」




【神父】

「ちゃんと進むべき道を知り、それを行える場所があるのなら、進みなさい。そうして切り開いていくのが未来です」




【シャルレ】

「はい」




まるで、父上に話を聞いてもらえたかのような気分だった。




【神父】

「今後も何かあればいつでも相談にのりますよ」




【シャルレ】

「ありがとうございます、神父さま。すごく心が楽になりました」




【神父】

「ここは、そのための場所ですから」




私はぺこりと礼をして、教会を出た。その時、見慣れた影を見た気がして、振り返る。




【シャルレ】

（あれ……？　今のはアラミス……？）




確かに、今すれ違ったのはアラミスのはずだ。すぐに林の奥に消えてしまったけれど。




【シャルレ】

（そういえば、アトスがアラミスのことを司祭サマって呼んでいたことがあったっけ）




本当に、熱心な神教者なのかもしれない。




アジトに戻ると、アトスとプランシェがまたハーブを片手に言い争いをしていた。




【プランシェ】

「そっちの収穫はまだだ！　そんなこともわからないのか、原始人」




【アトス】

「はん、田舎もんの知識にはかなわないなあ」




【シャルレ】

（最初は極力仲裁してたけど、最近じゃ二人ともあれで楽しそうだからいいよね）




気にせずに横を通り過ぎて、買ってきた食材をキッチンに並べた。




【アトス】

「おい、帰ったなら帰ったと言え」




【シャルレ】

「言ったよ。プランシェと仲良く喧嘩していたから、邪魔をしなかっただけ」




【アトス】

「あれのどこが仲良く見えて……ん？」




アトスが突然、私の束ねた髪の一房に触れた。そしてそのまま、鼻に近付ける。




【シャルレ】

「な、何？」




【アトス】

「お前、この香り……どこかで香水でもつけたか？」




【シャルレ】

「教会……かな？」




よく覚えていないけれど、神父さまからは安らぐ良い香りがしていた気がする。




【アトス】

「教会？」




アトスがいぶかしんで問い返す。普通に買いものに行ったのなら、立ち寄るはずはない場所だ。




【シャルレ】

「えっと、通りかかったんだけど」




神父さまの前で弱音を吐いたとは何故か言いたくなくて、ごまかしてしまう。




【シャルレ】

「あ、そういえば教会の近くで、アラミスを見たよ」




【アトス】

「ん？　ああ、あいつは聖書を読むのが好きみたいだからな。たまに通ってるらしい。似合わないったらないがな」




【シャルレ】

「そうなんだ」




あっさりとアトスが答えたので、私も何でもないことなのか、と思うことにした。




【シャルレ】

（あの時……アラミスのまとう空気が不穏だった気がしたのも、気のせいだよね……）




一進一退の調査をしながら日々が過ぎていく。




【シャルレ】

「この枢機卿の、クーデター計画の噂も眉唾ものね」




【プランシェ】

「うーん、さすがに八百屋のおばさんが知ってるレベルじゃ嘘だよなあ」




私とプランシェの会話を聞き流しながら、アラミスはレイピアの手入れをしている。私はちらりと、その手元の丁寧さを見る。掃除が苦手な人間とは思えない。




【シャルレ】

（剣の稽古を欠かさないアラミス、町に動向をさぐりに行っているポルトス……）




進まない現状に焦燥は募るものの、まだこれから何か起きるのだという漠然とした予感だけはしていた。




【シャルレ】

（あれからロシュフォールの動きがないことも気になる……）




アトスはというと、訪ねてくる女性は後を絶たないが、最近はそれについて行くこともなくなっているようだ。




【シャルレ】

（あれ、どうして私ほっとしているんだろう）




町の地図と情報を眺めながら、考える。




【シャルレ】

（そうよ、前みたいに寝ぼけて襲われたりしないってことだもの。そりゃあほっとするよね）




【アトス】

「おい、シャルレ」




【シャルレ】

「えっ」




【アトス】

「何度も呼んでるんだ、返事くらいしろ」




【シャルレ】

「あっ、ごめん。ちょっと考え事していて」




【アトス】

「考え事？何の」




言われて、アトスのあの日の寝顔を思い出していたと自覚する。




【シャルレ】

「別に、何でもない」




そっぽをむいた私の耳が赤くなっているだろうことに、気づかれていないといいと思った。




寝つけない夜は、ひとりベッドで黙想にふけることが多かった。




【シャルレ】

（家では、こういう時プランシェに話しかけに行っていたけど……）




さすがにパリに来てまでやるのは気が引けた。もう子供ではないのだ。




【シャルレ】

（父上……本当は神父さまだけでなく、父上と話したいことがいっぱいあった……）




ふと気づくと私はまた家の庭にいた。違うのは、先日よりも私の手は大きくなっており、握っているのも木の棒ではなく、きちんとしたレイピアだということ。




【シャルレ】

（父上、もっと、もっと打ち込んでください）




私はレイピアを振り上げ、父上を挑発する。庭で父上と剣の稽古をしているところだ。




【ベルトラン】

（威勢がいいな、シャルレ）




【シャルレ】

（手加減されて褒められても嬉しくないよ！）




明らかに本気ではない父上のレイピアを勢いよく払い落とす。カランと転がるそれには、ロシュフォールの持っているものと同じ刻印が入っているのが見えた。




【シャルレ】

（ああ、やっぱり父上のレイピアなんだ……）




きっと夢の中なのだろう。第三者のようにこの光景を見つめている私もいる。




【シャルレ】

（ほら、女だからって手加減しないで）




私は、丸腰になった父上に斬りかかる。




【ベルトラン】

（うむ……）




父上はさっと私の剣先をかわし、地面に落ちていた自分のレイピアの柄を、足で軽く蹴り上げてキャッチする。




【シャルレ】

（速い……！）




父上はレイピアを拾った挙動のまま、私の懐に詰め入ると、とん、と柄側で私の胸部を押した。




【シャルレ】

（ぐっ）




それだけで私の体は大きく後ろに突き飛ばされる。背中を打ちつけて、呻いていると父上がそっと抱き起こしてくれた。




【ベルトラン】

（向上心があるのは良いことだが、きちんと己の力量を知ってこその剣士だ）




【シャルレ】

（はい……）




【ベルトラン】

（そんなに落ち込むことはない。いつかお前も銃士隊に入って国王をお守りするのだろう？）




父上が、私の小さい頃からずっと口にしていた夢を語ってくれる。




【ベルトラン】

（ならば、この程度で諦めていてはだめだ。時にはどうしたって敵わないような強敵に出会うこともある）




【シャルレ】

（そういう時はどうしたらいいの？）




私が尋ねると、父上は私に自分のレイピアと同じ家紋入りのレイピアを託して言った。




【ベルトラン】

（そういう時の銃士隊だ。仲間がいる。決してお前は一人ではない。そう、一人は皆のために……）




【シャルレ】

「皆は一人のために……」




父の口癖だった言葉だ。いつの間にか寝ていたらしい私は、目の端にたまっていた涙を拭って起き上がる。




【シャルレ】

（父上……）




優しかった父上の思い出が頭をよぎる。




【シャルレ】

（もう亡くなってしまったんだ……もう会えない）




何より冤罪と信じているため、悔しさがこみ上げ、うまくもう一度は寝付けない。




【シャルレ】

（少し……夜風にあたろう）




そこへ、コンコンと、扉を叩く音があった。




【シャルレ】

「誰？」




【アトス】

「……俺だ」




思いがけない来訪者に、私は戸惑いながら扉を開ける。




【シャルレ】

「もしかして、また寝ぼけてるの？」




恐る恐る尋ねると、はあ？とでも言いたげな視線を向けてきた。




【シャルレ】

（何でそんな顔するの……？）




釈然としない気持ちで見上げると、アトスは軽く驚いた顔をして私を見下ろした。




【アトス】

「何してたんだよ。ただでさえよくむくれている顔が、余計に膨れてるぞ」




【シャルレ】

「寝ていただけ」




腫れた目元を見られたくなくて、目をそらす。




【アトス】

「泣いていたのか」




私は何も言わずに顔をそむけた。




【シャルレ】

「少し風に当たろうかと思ったけど、もう寝るよ」




私がベッドに座ると、私の落ち込みを察したのか、アトスは静かに隣に座る。




【アトス】

「別に一人で泣かなくてもいいだろ。一人は皆のために」




【シャルレ】

「皆は一人のために？父上の口癖だったもんね……」




私は深く息を吐いた。




【シャルレ】

「泣いたのは不可抗力。昔の夢を見たの」




私は意地を張るのをやめ、素直に打ち明けることにする。




【シャルレ】

「父上に稽古を付けてもらっている時の夢……、あのレイピアを譲り受けた時の夢よ」




ぽつりぽつり話す私に、アトスはじっと寄り添ってくれていた。




【シャルレ】

「父の言葉を思い出すと、今ここで何もできていない自分が嫌になる……。それに」

（このまま父上の冤罪を晴らせなかったらどうしたらいい……）




ひたひたと背後から蛇に忍び寄られている感覚だ。何とも言えない不安はどこからくるものなのだろう。私は自分の両肩に手をやって、震えを収めようとする。

その時だ─。




【アトス】

「ほら、来いよ」




【シャルレ】

「えっ」




強引に抱きしめられ、ベッドに沈む。




【シャルレ】

「アトス!?　離して」




先日の恋人のふりをされた時の手際の良さから、私は一瞬恐怖を感じて身じろぐ。




【アトス】

「いいから暴れんな」




しかし、母が子を抱きしめるような優しい抱擁に安心感を覚え、やがて静かに身を委ねてしまう。




【シャルレ】

「アトス……？」




温かい逞しい手に包まれていると、先程の震えはゆっくり霧散していく。




【アトス】

「大丈夫だ、俺は親父を……隊長を信じてる」




【シャルレ】

（慰めてくれてるんだ……）




私は、抱きしめられるままに、アトスの胸の中に顔をうずめる。あの時の女性の香りはもう消えていて、心地よさに、そのまま眠りに落ちた。

ベッドの上でずっと男性に抱きしめられて眠るというのは、よく考えたら父上以来だ。プランシェとも共に昼寝をしていた記憶はあるが、抱きしめられた覚えはない。




【シャルレ】

（きっとアトスは慣れているんだろうけど……）




そう思っても、今はさほどモヤモヤとした心地にはならない。




【アトス】

「おい、お前が大人しいと変な気分だ。何か話せ」




【シャルレ】

「えっ、何かって言われても」




無茶ぶりだ。落ち込んでいる相手を慰めてくれようとしているのはアトスだったはずなのに、変な話だ。




【シャルレ】

「アトスって、本当にモテていたの？　何だか私への態度を見ると、そんな気がしない……すごく不器用だし……」




素直ついでに言ってしまえば、アトスはむっとした様子で、お返しとばかりに私の顔を胸板に押し付ける。




【シャルレ】

「ちょっ、苦しい……！」




【アトス】

「俺に寄ってくる女は皆、お前みたいな喧嘩腰でもなければ、生意気でもないからな」




【シャルレ】

「生意気？　それは初めて言われた」




怒るというより、きょとんとして尋ねるとアトスは苛立たしげな口調で言った。




【アトス】

「俺にレイピア投げつけるわ、勝手に決闘に乱入してくるわ、どこが生意気じゃないんだ」




よく考えてみれば、女らしくないと言われていたのは、生意気という意味だったのだろうか。




【シャルレ】

（どちらにしても嬉しくはないけど）

「銃士を目指しているんだもの、当然でしょ」




【アトス】

「普段の料理も危ういし、そもそも何事もひたむきなだけで、どうにかなると思ってるだろう」




【シャルレ】

「一生懸命の何が悪いの」




【アトス】

「放っとけないから困るって言ってるんだ。通じないのか。ったく、こんな女初めてだ」




アトスが荒い口調で文句を言い続ける。




【シャルレ】

（さっきからすごく悪口を言われている気がするけれど、何でだろう。全然腹が立たない）




声が優しいからか。私に触れる手も、慈しんでくれているからか。




【アトス】

「本当に、いくら見張っていても手に負えねえ」




【シャルレ】

「それって……つまり、いつもやたらと私に突っ掛かってくるのは…………その、心配してくれていたから？」




私が聞くと、アトスはぐっと言葉に詰まった。図星が分かりやすいのも、遊び人としてはどうなのだろうか。私はアトスとの今までの喧嘩の数々を思い出して、ふふっと笑った。




【シャルレ】

（そうなんだ……）




何だかすご凄く温かい気持ちになる。ベッドも心地よい。先程までここで涙を流していたのが嘘みたいだ。




【シャルレ】

（これならゆっくり眠れそう……）




私は、アトスの腕の中でまどろみだす。




【アトス】

「おい、シャルレ……寝るならちゃんと布団を掛けろ。風邪をひく」




アトスが私から離れて、毛布を取ろうとするが、今度は私がアトスにぐいとくっついた。




【アトス】

「おい？」




【シャルレ】

「いい……アトス温かいから」




むにゃむにゃと言うと、アトスの呆れた声だけが耳元で響く。




【アトス】

「俺が毛布替わりか」




【シャルレ】

「ちちうえ……」




【アトス】

「おい、俺は毛布でも隊長でもないぞ……」




アトスが訂正をいれてきたが、私はぼんやりとした意識の向こうで、聞き流してしまう。




【アトス】

「まったく、普段もこれだけ可愛げがあればな……」




アトスが溜息をついて、私の毛布で自分ごと私を包んだ。




【シャルレ】

「ん……太陽の香りがする。……この匂い、好き……だな」




ぼんやりそんなことを思った。もしかしたら、口に出てしまっていたかもしれない。




【アトス】

「……おまえ、その顔でその言葉は反則だ」




もう香水の匂いはしないアトスから感じるお日様の匂いは、ただ毛布が干し立てだったからかもしれないけれど。




【アトス】

「おいおい、素直になりすぎると、危ないな……お前」




アトスが私をぎゅっと抱きしめた。




【アトス】

「そんなことを言う女も初めてだ」




そう言われて、ふわりと額に触れた柔らかいものが何かを考えようとしたものの、既に意識はすっかり眠りの底へと引き込まれていっていた。




朝目覚めると、アトスは既にベッドにはおらず、私はプレゼントのように丁寧に毛布にくるまれていた。




【シャルレ】

（風邪ひかないようにってことだろうけれど、結構抜け出すのに時間がかかってしまった……）




途中で芋虫のようにじたばたしている姿を誰にも見られなくて良かったと思う。そんなことを考えながら井戸で水を汲んでいると、いつも冷静なアラミスが珍しく動揺した様子で帰って来た。




【アラミス】

「ポルトス！　アトス！」




声をあげて、二人を呼ぶ。私も桶を置くと、アラミスの後ろから追いかけた。




【ポルトス】

「どうした、アラミス」




【アラミス】

「まずいことを聞いた…………。今夜の王家主催の舞踏会で、皇后陛下の暗殺計画が密かに決行されようとしている」




【アトス】

「何だと……！」




皇后陛下……アンヌ王妃は確か、陛下よりは年上だが、まだ、お若い人だったはずだ。




【ポルトス】

「今晩とは急だな。対策を立てている暇もほとんどない」




リビングで話し合いをする三人共、頭に手を当て、渋面を作っている。そんな中、ふと私は子供の頃の人形活劇を思い出した。




【シャルレ】

「……ねえ、私が皇后陛下に成り代わって、舞踏会に潜入することはできないかな」




危険なことは百も承知だ。だが、皇后陛下をお守りするのもまた、銃士の役目のはずだ。




【アトス】

「はあ？　何を言ってる。お前なんかがアンヌ王妃になり代われる訳がない！」




案の定、アトスが声を荒げた。今までならここで喧嘩になってしまうところだが、今はもうアトスが私を心配してくれているのだと分かる。だから、分かってもらえるはずだ。




【アラミス】

「いや、しかし……名案かもしれない。他に何の手段を講じている暇もない」




【ポルトス】

「そういえば、シャルレってアンヌ王妃に似てるね……」




アラミスとポルトスの呟きに、私はぱっと顔を輝かせた。




【シャルレ】

「うん、きっとやってみせる」




私は二人に向けて言ってから、じっとアトスを見つめた。




【アトス】

「分かった……、ただし決して無茶はするな。下手をしたら陛下たちにも危険が及ぶ」




私は、アトスに向かって深く頷いた。




【シャルレ】

「こっちでいいのかな……」




私は手渡された地図を頼りに、何とか一軒の店の前までたどり着いた。皆で潜入するのは目立ちすぎるということで、アトスと二人で潜入することになったのだ。




【シャルレ】

（急がないと。夜までそんなに時間がない）




一人で家を出た私は、アトスが貴族時代から親しくしていたという、王家直属の仕立て屋の門を叩いた。




【シャルレ】

「あの……私、シャルレです」




アトスが話を通してあると言った通り、名乗るなり、門はゆっくりと開いた。




【シャルレ】

「う……歩き……にくい」




皇后陛下に成り代わるほど着飾らなければいけない。正式にドレスアップされた私は、慣れないヒールで舞踏会場に向かう。




【シャルレ】

（ドレスがこんなに動きづらいものだったなんて）




それに、腰も思いっきり締め付けられていて苦しいったらない。




【シャルレ】

（なにより、どう考えても似合っているわけない……）




堂々と歩いているつもりだが、やはり視線は感じる。




【シャルレ】

（ちゃんと皇后陛下に見えてるかな……）




下ろした髪も、歩くたびにふわふわと揺れるのだ。居心地の悪さに戸惑っていると、背後から声をかけられた。




【アトス】

「おい、なんてところで立ち止まってるんだ。悪目立ちするな」




【シャルレ】

「アトス！」




会場でようやくアトスと合流すると、しばし無言でじろりと上から下までを見られた。




【シャルレ】

「やっぱり……おかしい？」




十二分に似合っていない自覚はあったので、恐る恐る尋ねる。




【アトス】

「い、いや……」




アトスがしどろもどろになることも珍しい。逆に私が冷静になって、じっとアトスを見た。




【アトス】

「おかしくはない。とにかく俺から離れるな」




【シャルレ】

（アトス、もしかして照れてる……？）




手袋ごしでも、少し熱い気がする手に引かれ、私は会場の奥へと進んだ。アトスもいつもの無造作な髪ではなく、しっかりと撫でつけられてセットされていた。




【シャルレ】

（こうしてみると、ちゃんと貴族に見える……）




アトスの凛々しい横顔に、私のそわそわした心地は余計に加速してしまった。




舞踏会場は華やかな雰囲気だ。




【シャルレ】

「見たことがないくらい大きなシャンデリア……鍾乳洞みたい」




おそらく的外れな感想を抱くことしかできない。




【アトス】

「あまり上ばかり見て歩くな。口も閉めろ。埃が入るぞ」




相変わらず口は悪いけれど、不慣れな私をアトスは優雅にエスコートしてくれていた。お蔭で一人だった時とはちがい、浮かずに済んでいる。やがてヴァイオリンの旋律と共に会場が薄暗くなると、アトスはふいと私の手を引いた。




【シャルレ】

「わっ」




小さく声をあげて私はたたらを踏む。その私のよろけた腰に自然に手を添えて、メロディに乗り出すアトス。
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【シャルレ】

（品のある身のこなし……本当にこの人、アトスなのかな）




ついドキリと、見惚れてしまう。




【アトス】

「こら、もっと寄れ。踊りにくい」




【シャルレ】

「えっ」




腰をぐっと引き寄せられて、緊張する。




【アトス】

「他の奴らを見てみろ。参考にできるだろ」




【シャルレ】

（他の人たちって……）




他にちらりと目を配ると、しっとりと寄り添って二人楽しそうに踊っている。




【アトス】

「どうせ踊るんだ。楽しまないと損だろう？」




すっかり貴族然として見惚れていたのに、話していることは、いつものアトスだ。少し緊張が和らいで、私もやっとちゃんとヴァイオリンのメロディが聴こえるようになった。




【シャルレ】

「ステップは……こう？」




【アトス】

「そうだ、筋がいいじゃないか。伊達に剣士をやってないな」




【シャルレ】

「もちろん、運動神経には自信があるよ」




鼻と鼻が触れ合う距離で、軽口を叩きあってステップを踏む。




【シャルレ】

（使命があるのは分かっているけど、確かに楽しい）




アトスが導くメロディは、私を剣士だけではなく、一人の女性にもしてくれるようだった。

ワルツの演奏が終わると、踊っていた皆も歩を止め、ワインを盆から受け取り出す。




【アトス】

「ワインはもらうなよ。俺たちは酔っぱらっているわけにはいかないからな」




【シャルレ】

「分かってるよ、私、ジュースでももらってくる」




【アトス】

「分かってないだろ、女はそこで待ってるんだ」




そう私の額を小突いて、アトスは飲み物を取りに向かう。




【シャルレ】

（女扱いされるのは嫌いだったのに、別に今のは嫌じゃない……）




ただ、ひとりになるとこういう場で何をしたらよいか分からず、立ち尽くしていると、突然話しかけられた。




【貴族Ａ】

「皇后陛下、今はお一人ですか？　あなたが美しい壁の花だなんてもったいない。私と踊って頂けませんか」




【シャルレ】

「えっ」




身なりの良い貴族から誘いを受けてしまう。




【シャルレ】

（こういう場合どうしたら…………普通はさらっと一曲踊って会釈して去るものなんだろうけど…………）




生憎、先程はアトスがリードしてくれたから何とかステップを踏めたのだ。確実にこの人の足を踏んでしまう自信がある。




【貴族Ｂ】

「ほら、お前。そんな風にいきなり声をかけるから、皇后陛下が戸惑われているじゃないか」




そうこうしているうちに、別の人も私の前に立っていた。




【貴族Ｃ】

「ぜひ、次は私と踊ってもらえませんか？」




【シャルレ】

「ええっと……」




優雅にお辞儀をされても、私はどう返していいのか分からない。ただ、ちゃんと自分が皇后陛下に間違われる程度には変装できていると知って、ほっとする。




【シャルレ】

（アトス、どこまで行ってるのかな……。できれば早く戻ってきて）




助けを求めて左右を見まわしたところ、にこりとこちらに笑って歩いてくる、一際身なりの派手な男性がいた。




【？？】

「これは皇后陛下、今日もお美しい」




【シャルレ】

（この方は……バッキンガム公……！　イギリス宰相で、皇后陛下とも親交のある……！）




私はここへ来た使命を思い出し、ごくりと唾を飲み込んだ。













第５章　動き出す歯車




シャンデリアの光る天井、毛の長い絨毯に囲まれたこの場所が、今の私の戦場だ。




【シャルレ】

（どうにか、自然に……皇后陛下として振る舞わないと）




バッキンガム伯爵といえば、イギリス宰相としてフランスでも広く名が知れ渡っている人物。もちろん、皇后陛下とも旧知の仲だ。




【バッキンガム】

「そろそろ次の演奏が始まるころです。どうです、一曲」




【シャルレ】

「はい、喜んで」




差し出された手を取って、私は精一杯の上品さを作って微笑む。




【シャルレ】

（バッキンガム公……見た目は華やかだけれど、雰囲気は柔らかい人だ……それに）




ちらりと失礼にならない程度に、横顔を眺める。




【シャルレ】

（何だか、この人、ポルトスによく似ている……気がする）




不思議な共通点に首を傾げている間に今度はフルートの音色が響きだした。




【バッキンガム】

「今日は陛下とご一緒ではないのですね」




【シャルレ】

「ええ、陛下もお忙しくて」




【バッキンガム】

「ならば、せめてこのひと時だけでも、私が皇后陛下に笑顔をお渡し出来るよう致しましょう」




バッキンガム公のダンスは、アトスとはまた違う、優雅なリードだった。




【シャルレ】

（やっぱりアトスは品があっても雄々しい気がする）




バッキンガム公と踊っていてもつい思い出すアトスのことだが、今は皇后陛下として振る舞わなければならない。




【バッキンガム】

「おや、あれは……」




バッキンガム公は、私の肩越しに何かを見つけたようで動きを止める。




【バッキンガム】

「ダンスの途中に失礼、皇后陛下。今ちょうど、私がイギリスより手配しておりました逸品が届きましたようです」




軽く一礼して、バッキンガム公が踊りを止めると、従者らしき人がそっと包みを差し出した。




【シャルレ】

「まあ、綺麗……」




中から現れたのは、花に包まれた綺麗なワインボトルだった。




【シャルレ】

（こんなおしゃれなプレゼントもあるんだ……さすが貴族の世界）




ずっと田舎にいたために、パリに来てから驚くことばかりだ。




【バッキンガム】

「良いつまみの添え物もあります。すぐに用意させましょう」




【シャルレ】

「ええ。ありがとう、バッキンガム公」




しかし、そろそろアトスの動向も気になる。どこまで飲み物をもらいに行ったのだろう。




【シャルレ】

（私がバッキンガム公といては、接触できないから隠れているのかな）




確かに、余計なぼろを出したくはない。私は何とか一度アトスに接触できるよう、考える。




【シャルレ】

「あの、わたくし少々お花を摘みに……」




【バッキンガム】

「おっと、これは失礼。皇后陛下が戻られるまでにワインも準備いたしましょう」




【シャルレ】

「それではまた、バッキンガム公」




私はできるだけ優雅にゆっくりと歩く。




【シャルレ】

（剣を学んでいるからか、プランシェにも歩くのが早いって言われるもんね）




【アトス】

「おい」




【シャルレ】

「えっ」




女らしく、女らしく、と胸中で唱えながら歩いていると、いきなり腕を掴まれ、影に引っ張り込まれた。

まったくどういうつもりだろう。手で口を塞がれ、後ろから捕まえられている皇后陛下など、見られたら大問題ではないのか。




【シャルレ】

「アトス、離して」




【アトス】

「ったく、気づいたらバッキンガム公と踊っていたから近寄れなかったんだろうが」




【シャルレ】

「それは分かるけど……もう少し他に方法あるでしょ」




乱暴さに今更文句を言うのもおかしいが、今は紳士然とした貴族の格好をしているだけに違和感がある。




【アトス】

「それより、怪しい奴はいたか」




【シャルレ】

「バッキンガム公くらいしか……」




【アトス】

「確かに、ほかの連中はお前に見惚れて近づいてきただけのようだな」




【シャルレ】

「えっ」




アトスの物言いに、少し顔が赤くなるのを自覚する。




【アトス】

「あ、いや、今だと皇后陛下に見惚れてということだが」




【シャルレ】

（……別にわざわざ訂正しなくてもいいのに）




その時、廊下の向こうから足音が聞こえた。私とアトスは、慌てて廊下のオブジェの後ろへと隠れる。




【アトス】

「誰か来る……あまりここにも長居できないか」




【シャルレ】

「私もそろそろバッキンガム公のところに戻らないと」




【アトス】

「ああ、気をつけろ。俺はもう少し見廻って、怪しい動きをしている奴がいないか探る」




【シャルレ】

「アトスも油断しないでね」




【アトス】

「お前に言われたら世話はないな」




【シャルレ】

「たまには素直に受け取ったらいいのに……」




【アトス】

「どっちが」




こういう場でも、アトスとは気楽に言い合えることが、とても有難い。




【アトス】

「じゃあ行くぞ」




そう、私を送り出そうとするアトスの手が、少しだけ私の腕を握ったままになる。




【シャルレ】

「アトス？」




【アトス】

「皇后陛下は狙われている。つまり今はお前が狙われているんだ。それをくれぐれも忘れるな……」




私の腕をつかむ手にぐっと力が入る。




【アトス】

「何かあったら必ず自分の身を優先しろ」




背後から耳元で呟くアトスのその声がとても切実で、私は慌ててアトスを振り返る。




【シャルレ】

（アトスがあんなに心配してくれるなんて……）




振り返った時にはもう、アトスの姿はなかったけれど、私は小さく口の中でありがとう、と呟いた。




【シャルレ】

（何としても、皇后陛下を守ってみせる……）




会場に戻ると、ちょうどバッキンガム公が従者にワインを開けさせたところだった。ぽん、とコルク栓が軽やかに音をたてた。




【シャルレ】

「良い響きだわ」




【バッキンガム】

「でしょう。開けた時に鳴る音も瓶と液量で調整してあるのです」




バッキンガム公は穏やかな笑顔でワインを差し出してくれた。毒殺の可能性が最も高い場において、うかつに物を受け取るのは良くない。特に、不特定多数に用意されたものではない場合は。




【シャルレ】

（でもバッキンガム公と皇后陛下は懇意にしていた……。ここで受け取らないのは不自然だよね）




アンヌ皇后陛下は、枢機卿とは対立していると聞く。ルイ陛下とも不仲説は流れているが、それはこの際に態度に出すことはないだろう。




【シャルレ】

（やはり、警戒すべきは枢機卿側の人間か……）




私は受け取ったワインに、慎重に口をつけようとする。




【シャルレ】

（飲んだふりをしよう……）




その時だ。




【バッキンガム】

「貴殿は何者だ……!!」




舞踏会場の扉から入ってきたのは、目の前にいるはずのバッキンガム公と、全く同じ外見の男性だった。




【シャルレ】

「え……っ!?」




私は驚きに、思わずグラスを落とした。カシャンと音を立てて割れる。ドレスにワインが赤い染みを作った。




【シャルレ】

「バッキンガム公が二人!?」




一同も騒然となる。弦楽器の演奏も止まり、舞踏会場にざわめきが走った。




【バッキンガム】

「私の皮を被って、皇后陛下に近付くとは……！」




バッキンガム公が剣を抜き、偽物に斬りかかる。偽物のバッキンガム公は私の隣で、ただ、にやりと不気味に笑った。




【シャルレ】

「待て！」




本物の剣をかわした偽物のバッキンガム公は、混乱に乗じて逃げ去ろうとする。




【バッキンガム】

「偽物を捕えなさい！」




バッキンガム公が従者らに叫んでいる中、私は真っ先に駆け出す。




【シャルレ】

「私も追います！」




【バッキンガム】

「貴殿は!?　皇后陛下……ではないな……？　影武者か」




バッキンガム公が私の腕を掴んで問う。




【シャルレ】

「はい、あの男を必ず捕えます」




【バッキンガム】

「危険だ、女性の身でそんなこと」




【シャルレ】

「今追わなければ取り逃がしてしまう！」

（走りにくい……！）




私はバッキンガム公の腕を振りほどき、邪魔なかつらを取り去り、ヒールも脱ぎ捨て駆け出す。




【バッキンガム】

「これは……なんと勇敢な女性だ」




バッキンガム公の賛辞が聞こえた気がしたけれど、今はそれに礼を言う暇もない。




【シャルレ】

（どこにいった……!?）




宮殿の中を探し回る。アトスもどこかで騒ぎを見ていただろうか。それとも何か別の手がかりを掴んでいるか。




【シャルレ】

（こういう時、連絡手段があればいいのに）




もどかしさを感じていると、窓ガラスが割れる音がした。




【シャルレ】

「アトス!?」




窓から飛び降りようとする後ろ姿は、アトスに間違いない。




【シャルレ】

「アトス、無茶……！」




制止しようとするものの、間に合わない。ここは二階だが、天井の高いホールになっている。その分高度はあるというのに。




【シャルレ】

「アトス、無事!?」




慌てて窓際に駆け寄り、下を見る。すると、さすがの体のしなやかさだ。近くの木で一度回転して勢いをそいでから、着地していた。




【アトス】

「シャルレ！　バッキンガム公の偽物のあぶり出し、よくやった。お前はそのまま追いかけろ」




【シャルレ】

「アトスはどうするの」




【アトス】

「さっき、向こうに見覚えのある白いマントの男が見えた気がした……俺はそれを追う」




【シャルレ】

「気をつけて！」




アトスの言い方、険しい顔からして、ロシュフォールなのかもしれない。




【アトス】

「ああ」




アトスが力量的に敵わないことは剣士の端くれである私にも分かる。




【シャルレ】

（けれど、それでも引かないのがアトスなのだから）

「分かった、私もこっちで手がかりを探す」




窓際から踵（きびす）を返して、屋敷内を進む。




【シャルレ】

（広い……これじゃあどの部屋に隠れられていても、なかなか見つけられない）




私は手当たり次第に扉をあけて回るものの、切りがないと焦りがつのる。




【シャルレ】

（でも、そう簡単に敷地外には出ていないはず……）




バッキンガム公が偽物を逃がすな、と、あらゆる出入り口の閉鎖の命を出していたのは、去り際に聞こえた。




【シャルレ】

（そんな中なら、堂々と客としてそしらぬ顔で残っている方が賢明だ……）




舞踏会で、皇后へ近づくために狙って入り込んでくるならば、協力者も貴族な可能性が高いと思う。料理人や音楽隊が、そうそう王族に接触できるわけではない。




【シャルレ】

（どこかに匿われているかもしれない）




屋敷の中でも、控室として身分の高い貴族に割り当てられている部屋たちがあるはずだ。私はそれを探して、重いドレスをはためかせて駆ける。




【シャルレ】

「あれは……」




ふと、上品な毛の長い絨毯の中に、不自然に髪の毛が落ちていることに気付いた。手袋をつけたままの手でそっとその髪を拾う。




【シャルレ】

「少し癖のある短い黒髪……」




普通、人の髪の毛が抜けるにしても、こんなに十本も束になっては落ちない。




【シャルレ】

「ウィッグということ……？」




怪しく思い、その先に続く暗い廊下を足音をひそめて歩く。この一角には照明は照らされていないようだった。わざと無人を装っているのかもしれない。




【シャルレ】

（もっと気配の消し方を学んでおくべきだった……）




今更後悔しても仕方がないが、銃士として民のため堂々と戦う方ばかりを、修行してしまっていた気がする。




【シャルレ】

（そう、こういう隠密的な任務だってあるんだ）




幸い今はふかふかした絨毯に助けられて、物音を立てずに近寄ることができたが、反省する。




【シャルレ】

（父上も隠密的なことは得意ではなさそうだったけれど）




実直で公明正大な父の性格を思う。でも遙かに自分より場数を踏んでいるからこそ、隊長として皆に慕われてもいたのだ。




【シャルレ】

（もっと父上にいろいろ教わりたかった……）




父の後ろ姿を暗闇に思い描きながら、廊下を進む。すると、扉の隙間から、細く床へ光が伸びている部屋があった。




【シャルレ】

（向こうの部屋……誰かいる……？何を話しているの？）




少し開いた扉の隙間から二人の男の声が聞こえて立ち止まる。




【？？】

「大丈夫？　誰かにつけられたりしていないだろうね」




【？？】

「そんな下手を打つとでも？」




【？？】

「いや、だがキミはスリルを楽しむところがあるからね」




【？？】

「貴殿こそ」




扉の中から聞こえるのは、男性二人の声だ。




【シャルレ】

（聞いたことのある声音……。それに、つけられたり……？）




何やら不穏な会話には違いない。




【？？】

「ああ、すまないね。計画は失敗に終わってしまった」




【シャルレ】

（計画、まさか……）




私はより声が聞こえるように、扉に耳を近づけた。




【？？】

「まあいい、まだチャンスはある」




【？？】

「今日が一番手っ取り早い機会だったんだけど……」




【？？】

「しかしミレディ、いつ見ても貴殿の変装は大したものだな。シャルロットといい、まるで女そのものだ」




【？？】

「まあね。……でもまさか本物と鉢合わせするなんて誤算だったよ。今日は陛下と共に彼も出かけていたはずだったんだけどね？」




【？？】

「何者かに感づかれたか、それともただの予定の変更か」




【シャルレ】

（やっぱり、この声、どこかで聞いたような……それにシャルロットって……）




記憶をたどりながらそっと覗く。




【シャルレ】

（あれは……!!）




扉から見えたのは、ロシュフォールと見知らぬ男だった。




【シャルレ】

（ロシュフォール……！　ここに来ていたなんて…………やっぱり、アトスが見たのは彼だったんだ）




そしてもう一人の男。




【シャルレ】

（誰だろう……会ったことはないはず……？なのに、見覚えがある気がする……）




身をひそめながら、男の横顔を凝視する。




【ミレディ】

「あの雌ブタさえいなくなれば、もっと動きやすくなるのに」




【ロシュフォール】

「ボンクラ陛下と違って、なかなか我々の思い通りには動いてくれぬな」




【シャルレ】

（そういえば、さっきロシュフォールは彼をシャルロットと呼んだ……？）




ふと、ロシュフォールと初めて会った時の情景が蘇った。シャルロットは、傍らにいた美しい女性だ。




【シャルレ】

（化粧も物腰も全部違うけれど、目元の面影は……確かに同じかもしれない）




女装だなんて思えない、完璧な女性に見えていた。けれども、つまりそれだけ変装が得意ということだ。




【シャルレ】

（そうか、彼が、シャルロット……！）




信じられない心地でもう一度二人を眺める。




【シャルレ】

（男だったなんて。ミレディと呼ばれていた……それが彼の本当の名前）




そして、その変装術で先ほどまではバッキンガム公になり変わっていたということだ。




【シャルレ】

（私は危うくあの男に消されかけていたんだ……）




男にしては美しいその横顔に、ぞくりとした。シャルロットという美しい女性、バッキンガム公、次々に姿を変えて私たちを翻弄する。そんな男と、ロシュフォール、彼らが皇后陛下暗殺計画の黒幕二人だと気づいた私は唇を噛んだ。




【シャルレ】

（皇后陛下と親交のあるバッキンガム公にも気づかれないなんて。うまく皇后陛下になりかわれたと思っていたけれど……相手も偽物だったのなら、当然だったよね……）




ただ、今は省みている時ではない。




【シャルレ】

（彼らの陰謀を止めなければ……）




しかし、今はドレス姿だったため、得物は所持していない。愛用のレイピアはなく、使えるのは太腿に潜ませている短剣くらいだ。アトスに潜入前に言われたことを思い出す。




以前から知っている、信頼のおける親戚の仕立て屋へとアトスは話をつけたと言った。一般の貴族とは違い、王家の、しかも皇后陛下に扮するので、王家直属の服の仕立て屋でなくてはならない。




【シャルレ】

（アトスもそんなところへ繋がりがあるなんて……やっぱり良い血筋の生まれだったんだ）




【アトス】

（ちゃんと皇后陛下らしくしろよ。口調ももっと女らしく）




【シャルレ】

（ええ、分かったわ）




【アトス】

（分かりましたわ、とかの方がいいんじゃないか？）




【シャルレ】

（そう？　皇后陛下の口調まで詳しく知らないよ）




【アトス】

（……仕方ない、すぐ覚えろよ）




その後、アトスが教えてくれた皇后陛下の口調真似が、妙に面白くて笑ってしまったのは内緒だ。




【アトス】

（あとは、レイピアだな……）




【シャルレ】

（できれば持っていきたいんだけど……）




・ポルトス

（皇后陛下の姿をしている時にレイピアを持ち歩くわけにはいかないからね）




【シャルレ】

（でも、何かあった時に対抗できる手段がないと）




私が困った顔をすると、アトスが奥から短めのベルトを持って来た。




【アトス】

（これを足に巻きつけて、短剣をさしておけ。ドレスは膨らんでいるから、隠せるだろう）




【シャルレ】

（ありがとう、アトス）




アトスの機転に礼を言うものの、アトスの表情は複雑そうなままだ。




【シャルレ】

（どうしたの、アトス）




【アトス】

（いいか、あくまでこれは臨時の対抗手段だ。一人で無茶をしようとするな。俺を呼べ）




アトスのあの時の真剣な瞳は、今も覚えている。




【シャルレ】

（どうしよう、今アトスはどこに……？）




ロシュフォール達を捕らえるために飛び出すべきか否か、逡巡する。




【ロシュフォール】

「さて、今なら混乱に乗じて皇后陛下に直接手を下すこともできるが……」




【ミレディ】

「誰かに背後から狙わせる？」




私が迷っているうちに、二人の陰謀はより濃いものになってしまう。




【シャルレ】

（やはり止めないと……！）




私は扉を蹴り開けて、太腿から短剣を取り出した。不意打ちしか、致命傷を与えることはできないだろう。それを分かっていたので、何も言わずに、そのまま二人へと、刃を躍らせる。




【ロシュフォール】

「何……!?」




【ミレディ】

「く……っ」




驚き、一瞬怯んだ様子を見せた二人だったが、すぐに後ろへ飛んで私の刃をかわす。




【シャルレ】

（素早い……！）




自分の今の格好がベルベット生地の重いドレスとはいえ、彼らの動きは格段に速い。




【シャルレ】

「はっ！」




避けられた刃を裏手に持ち替えて、せめてもと近い方のロシュフォールへと振るい上げる。




【ロシュフォール】

「貴様は……！」




ロシュフォールはそれも読んでいたとばかりに、私の横をすり抜けた。




【シャルレ】

（やっぱり、そう上手くは行かないか……）




私は短剣を横に構えたまま、二人を睨みつけるしかない。




【シャルレ】

「……話は聞いた。皇后陛下暗殺計画の黒幕はあなた達だったのね」




【ロシュフォール】

「ほう、それで私たちを止めようと？　勇敢なお嬢さんだ……あのお人よしの娘らしい」




【シャルレ】

「……っ!?」




いつ距離を詰められたのか分からなかった。カランと、落ちる短剣の音が響く。




【シャルレ】

「お人よし……？　父上のこと？」




ロシュフォール

「ああ、人が良い愚かな隊長だった」




ロシュフォールは一瞬で私の剣を薙ぎ払うと、両手を掴み動きを封じる。




【シャルレ】

「く……っ、離して！」




私が睨むと、ロシュフォールは面白そうに、片手でつかんだ私の両手を引き寄せた。もう一方の手で、腰に添えられてしまう。




【シャルレ】

「何のつもり……！」




まるで獲物を抱き寄せてなぶるような笑みだ。ナイフも払われ捕らわれたまま、私はロシュフォールとミレディを睨む。




【ロシュフォール】

「しかし、お嬢さんも相応の格好をすると印象が変わる」




ミレディは相手にしていない様子で傍観している。ただ、ちらりと私へと視線をやった。




【ミレディ】

「へえ……よく見ればキミはあの時の…………キミもあの女に変装していたとはね。見違えたよ」




笑いながら、机に腰をかけて足を組む。




【ミレディ】

「つまりあの場にいたのは偽物のバッキンガム公と偽物の皇后だったってことだね。まさに道化だ」




楽しそうに笑うミレディに、ロシュフォールは薄く笑むだけだ。




【ロシュフォール】

「バッキンガム公は元々ただのピエロだ」




【ミレディ】

「違いない」




軽口をたたく二人に、私はさらに怒りを煽られる。




【シャルレ】

（何て人たち……！）




【ロシュフォール】

「険しい顔をして。お嬢さん、何をそんなに怒っている？」




ロシュフォールは純粋に疑問という様子で尋ねてきた。




【ロシュフォール】

「今のパリにいるのは、陛下とは名ばかりのボンクラと、皇后という頭の固い雌ブタだけだ。それを守ることに何の大義を見出している？」




【シャルレ】

「な……っ、よくそんな不敬なことを」




至近距離で囁かれて、おぞましさしか感じない。




【ロシュフォール】

「別に誰にでも礼儀がないわけではない。私が尊重すべき人間かを判断しているだけだ。私が興味を抱くか否か……」




【シャルレ】

「興味？」




ロシュフォールの目がじっと私を捉える。何を考えているのか読めない、冷たい瞳だ。




【シャルレ】

「何……？」




ふと、ロシュフォールの手が私の頬に伸びた。




【シャルレ】

「──っ!?」













第６章　捕らわれのキス




頬にロシュフォールの指先が触れた。




【シャルレ】

（指先まで冷たい……）




漠然とそんなことを思った瞬間、私が蹴った扉と逆側を蹴り上げて入ってくる影があった。




【アトス】

「シャルレ!!」




【シャルレ】

「アトス……！」




息を切らせたアトスの姿に、私が叫んだ時だ。




【ロシュフォール】

「ふ……」




その瞬間──。アトスへと冷たく笑ったロシュフォールが、私の唇を塞いだ。




【シャルレ】

「ん……っ!?」




何が起きたか分からないまま、数秒が過ぎた後、自分がキスをされているのだと気づく。
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【シャルレ】

「んん……っ」




ロシュフォールを押し返したくても、後ろに両手を掴まえられているので出来ない。




【シャルレ】

（何……!?　突然）




ロシュフォールの片手でたやすく抑え込まれてしまう、という事実が悔しさを駆り立てる。女の身で不利な部分は、力量で補うつもりだったのに。




【シャルレ】

（く……っ）




されるがままの、長いキス。頬に添えられた手が私を離してはくれない。




【シャルレ】

（何なの……!?）




まったく意味が分からない。私にこんなことをして何になるというのだろう。




【シャルレ】

（毒殺……？　でも口移しの毒殺なんてリスクが高すぎる）




皇后陛下ならともかく、私ごときに使う手とは思えない。何より……。




【シャルレ】

（唇はこの人もそんなに冷たくはないんだ……）




私がどうにかそこまで思考を巡らせた時だ。




【アトス】

「ロシュフォール!!」




アトスの逆上した声が辺りに響いた。アトスが剣を抜き放ち、ロシュフォールに斬りかかる。




【ロシュフォール】

「ふ……うるさい輩だ」




ロシュフォールは私を解放すると、振り返りざまにレイピアを抜き、アトスの剣を受け止める。




【シャルレ】

「は……っ、はあ……アトス…………!?」




しばらく息を止めていたこともあって、私は呼吸を整えながら、二人を目で追う。




【アトス】

「また……！　同じことを繰り返す気か……！　お前だけは許さない……！」




アトスは激しい形相でロシュフォールへ剣を繰り出す。




【シャルレ】

（アトスの様子もおかしい……？）




アトスの戦い方はいつも豪胆で激しいが、今はすごく余裕が無いように見える。




【シャルレ】

「アトス、落ち着いて……！」




怒りにまかせた戦い方では、隙が増えてしまう。




【アトス】

「シャルレは黙っていろ！」




【シャルレ】

（そんな言い方……！）




アトスの憤りは私の言葉くらいでは止められそうになかった。




【ミレディ】

「ああ、すっかり頭に血が上ってるね、アトスは」




後ろで楽しそうに笑うミレディの声に、私ははっと振り返った。




【シャルレ】

「ミレディ……！」




私は先程落とした小剣を拾い、ミレディへと構える。しかしミレディは私を一瞥しただけで、興味がなさそうに、再びアトスとロシュフォールの戦いを眺める。




【ミレディ】

「ロシュフォール、残念だったね」




【ロシュフォール】

「何のことだ」




【ミレディ】

「いいところで邪魔が入って。ああ、でもそれも、望んでいたのかな？」




ミレディは余裕な様子で見物をきめこんでいる。




【シャルレ】

「よそ見している暇はあるの？　あなたの陰謀も私は阻止してみせる……！」




私もミレディを捕えようと、剣を振るう。しかし、ミレディは取り合う気を起こさないまま、ひらりひらりと私の攻撃をかわすだけだ。




【シャルレ】

「く……っ」




ドレスが邪魔という不利はあれど、悔しい。




【ミレディ】

「アトスも、そんな前しか見えてない太刀筋じゃあ、やられるね？」




ミレディは相変わらずアトスとロシュフォールを揶揄やゆする。




【アトス】

「さっきからうるさいな……お前は何者だ」




アトスもついに、不機嫌にミレディへと視線を向けた。




【ミレディ】

「ん？　オレの顔を忘れたなんて、キミもひどいな」




ミレディは顔に笑顔を張り付けたまま、アトスに言った。




【ミレディ】

「久しぶりだね、アトス」




ミレディの言葉に、私は驚いてアトスを見た。




【シャルレ】

（二人は知り合い……!?）




アトス

「……誰だ？」




アトスは怪訝な顔でミレディを凝視する。




【ミレディ】

「本当に思い出さないなんて、薄情だね。あんなに共に過ごしたのに」




ミレディは男性の姿には多少不似合いな、妖艶な笑みを浮かべた。シャルロットの姿の時ならば、さぞ魅惑の美女となっただろう。そして、ゆっくりとアトスに近づく。




【ミレディ】

「あの指輪、結構な金になったよ」




アトスの眼前まで迫り、そっと囁いた。




【アトス】

「な……まさか……!?」




アトスが驚愕の瞳で、ミレディを見つめた。




【シャルレ】

「アトス……？」




何かを思い出したらしいアトスはハッとして固まってしまう。さっきみたいに激昂している姿もだが、こんなに動揺しているアトスも初めて見る。




【シャルレ】

（どういうこと……？）




【ミレディ】

「そうそう、そういう反応を待っていたんだよ。久々に会ったのにさっきから無視されていたからね」




アトスの回りを愉快気に歩くミレディ。その一歩一歩にアトスが驚きから、怒りへと感情を変えていくのが伝わる。




【アトス】

「お前、よくもぬけぬけと俺の前に……！」




【ミレディ】

「そうだね、あんなことがあったのに、って？」




【アトス】

「く……っ」




ミレディのあんなこと、という台詞に奥歯を噛むアトス。アトスを囲むミレディ、ロシュフォール。二人の因縁が深く闇をたたえてそこにある気がした。




【ミレディ】

「ところでアトス、その剣でオレ達をとらえようっていうの？」




ミレディは挑発するように、ようやく腰の刀を抜いた。




【シャルレ】

「タルワール……！」




タルワールは大きく曲がった細身の片刃刀だ。中東の方から伝わったという。パリで見かけるのは珍しい。




【ミレディ】

「そんなに動揺している剣でオレ達の相手ができるとは思わないけどね」




アトスをロシュフォールと共に囲むミレディへ、私は小剣を走らせた。




【シャルレ】

「二対一じゃないわ、二対二でしょ」




アトスの状態が危うい気がする。ミレディは私が引きつけたい。そう思うものの、タルワールの曲線に慣れておらず、受け流され、自分の間合いからはじかれてしまう。




【ミレディ】

「キミもなかなか健気だね？」




【アトス】

「シャルレは関係ない、下がっていろ！」




【シャルレ】

（関係ないって……！）




私は少しショックを受けるものの、アトスへの心配のほうが勝った。




【ロシュフォール】

「ほう、関係ない……というのならば、私がどうしたところで構わないのではないか？」




【シャルレ】

「えっ」




【アトス】

「お前……!!」




すっと近づいたロシュフォールが再び私の腰を引き寄せたのと、アトスが床を蹴ったのは同時だった。




アトスが襲いかかると、ロシュフォールは私を解放して応戦する。




【シャルレ】

（ロシュフォールは何故私にちょっかいを出すの……？）




アトスの挑発のためだろうか。確かに仲間を傷つけられたら黙ってはいないとは思う。けれども、それならば私を斬り付けたっていいはずだ。




【シャルレ】

（何か陰謀でもあるの……？）




戸惑いながら、二人の戦闘を見守る。




【アトス】

「ロシュフォール、お前、今度はこいつで同じことをするつもりか……！」




【ロシュフォール】

「同じこと……？　ああ、あの女のことか。まだ引きずっているとは案外しつこい男だな、ククっ」




【アトス】

「まだ、だと……。お前にとってとうに忘れた過去ってことか」




【ロシュフォール】

「忘れるも何も、元よりさほど記憶しておくことでもあるまい？」




【アトス】

「く……っ」




アトスが怒りのままに剣を繰り出す。しかし、ロシュフォールの衣や髪をかすめることしかできない。




【ロシュフォール】

「だが、今もこの程度か……見込み違いだな」




ロシュフォールはアトスの攻撃を避けながら、冷めた様子で呟きレイピアを握り直した。




【シャルレ】

（ロシュフォールの殺気が変わった……！）




先程までは本当に遊びだったのだと知らされる。




【ロシュフォール】

「つまらん、終わらせていくぞ」




【ミレディ】

「そう？　結構楽しそうに見えたけどね、キミ」




ミレディがちらりと私を見て嗤わらう。




【アトス】

「黙れ、逃がすか……！」




アトスがロシュフォールの背後からレイピアを突き立てようとするが、コートの裾で払われる。




【ロシュフォール】

「邪魔だ」




そして、そのままアトスの肩にロシュフォールのレイピアが食い込んだ。




【アトス】

「ぐあ……っ」




【シャルレ】

「アトス……！」




ロシュフォールがレイピアを引き抜くと同時に、アトスの肩が赤く染まる。




【ミレディ】

「ああ、致命傷かな？」




傍観していたミレディはにやりと笑みを見せる。




【ミレディ】

「まあ古傷をえぐられて、さらに今もってなると、精神状態もガタガタだね。いい見物だけど」




【シャルレ】

「ミレディ……！」




アトスは肩を押さえながらも、ロシュフォールへの剣戟けんげきを振るうことをやめない。




【シャルレ】

「アトス、無茶はだめ……！」




私が叫んだ時、扉の向こうから数人の声が聞こえた。




【衛兵】

「こっちだ、こっちの方から剣の音と人の声が」




【ミレディ】

「あれ、もう見つかったか」




【ロシュフォール】

「……ここまでだ。行くぞ」




【アトス】

「……うっ!?」




ロシュフォールが、アトスの剣を大きく後ろへ吹き飛ばす。アトスは、そのまま壁に激突して倒れこんだ。




【シャルレ】

「アトス！」




私はかけよって、すぐにアトスの傷を手当てしようと、ドレスを引き裂いた。




【アトス】

「く……っ、そんなことより奴らを……！」




【シャルレ】

「でも……！」




ミレディとロシュフォールは、窓を開け放った。逃げる気だ。




【ミレディ】

「またね、アトス」




窓から去る二人を追いかけようと一瞬、腰が浮く。逃がすわけにはいかない。けれどもこのままアトスを放っておくわけにもいかない。




【シャルレ】

（何より、アトスがこの状態で私一人で彼らを止める腕はない……）




悔しいが認めるしかない。先ほどはずっと遊ばれていたに過ぎないのだ。




【シャルレ】

「あなたの傷の手当てが先よ」




私が引きちぎったドレスで肩を縛ると、アトスはぐっと苦しそうに眉をひそめた。




あの後、私たちは衛兵に見つかるわけにもいかないので、急いで舞踏会場の外に出た。




【シャルレ】

「大丈夫？　アトス」




私が肩を貸しながら歩いてはいるが、一歩ごとに辛そうに息が漏れるのが分かる。




【シャルレ】

（一度当て布も変えないと……）




布は既に赤く濡れそぼっている。




【シャルレ】

「図書館の影をかりよう」




【アトス】

「う……ああ……」




できれば教会が近くにあればよかったが、今いるところからだと反対側だ。私が時々、買い物に出たときに寄らせてもらっている場所の一つだった。




【シャルレ】

「大丈夫？　アトス。もう一度縛り直すから」




座らせたアトスの後ろから布をほどこうとして、彼が震えていることに気づいた。




【シャルレ】

「え……」




そんなに恐ろしいことだったのだ。ミレディやロシュフォールとの因縁が何かはよく分からないが、彼にここまで動揺させ怒らせるほどの。




【シャルレ】

（アトス……）




胸が締め付けられ、思わず何も言わずにそっと後ろから抱きしめた。




【アトス】

「シャルレ……？」




【シャルレ】

（私が父上のことで泣いていた時、アトスはこうして抱きしめてくれた……せめてその恩を返したい……）




とくん、とくん、と、二人の鼓動がゆっくりと落ち着いてくる。




【シャルレ】

（溶け合っていくみたい……）




【アトス】

「……ありがとう、シャルレ」




やがてアトスもそっと手を握り返した。アトスの触れた手にも、だんだんと体温が戻ってくるのを感じる。




【シャルレ】

「アトス……大丈夫？　とりあえずその布、変えるよ」




私はドレスの裾をもう一度歯で引きちぎった。




【アトス】

「悪いな……せっかく似合っていたのに。それ」




【シャルレ】

「えっ……」




静かにそう言われると、思わず照れてしまう。




【シャルレ】

「別に……皇后陛下のふりをするために着ただけのものだもん。皇后陛下のお命を守れてよかった」




ミレディもロシュフォールも取り逃がしてしまった以上、これで安全というわけではない。でも、当初の目的は果たすことができた。




【アトス】

「俺は、頭に血が上って……くそっ……」




【シャルレ】

（アトスに何があったんだろう……聞いてみてもいいのかな……）




【シャルレ】

「アトス、ミレディと知り合いだったの？」




【アトス】

「……ミレディってやつとは今日が初対面だ」




【シャルレ】

「じゃあシャルロットと……？」




私が聞き方を変えると、アトスは黙り込んだ。私が再び傷口の上をきつくしばると、アトスは静かに語りだした。




【アトス】

「お前、気づいていないようだが」




【シャルレ】

「え？」




急に何の話だろう。




【アトス】

「俺がかっとなったのは、昔の話だけじゃない……」




肩に結んだ布の端にあった私の手を、アトスはそっと握った。




【アトス】

「お前があいつに奪われるのを見た時……何も考えられなくなった」




【シャルレ】

「アトス……」




どくん、と心臓が大きく跳ねた。熱い鼓動が耳まで届きそうだ。私が固まったままでいると、アトスは私の手を引き寄せ、抱き込んだ。




【シャルレ】

「わ……っ」




至近距離にアトスの顔がある。寝ている時もこの距離になったことはあったけれど、今の熱っぽいアトスの瞳に見つめられると動けない。




【アトス】

「あの時、やっと自分の気持ちが分かった。俺は……お前が好きだ」




彼らしい、まっすぐな告白だった。私も、と口にしようとして動いた唇に、私も動揺した。




【シャルレ】

（そう、私も……アトスのことを好きになっていた）




態度は粗雑だけれど、いつも私のことを考えてくれるアトスに、どれだけ助けられたか分からない。




【シャルレ】

「私も……」




今度は私が震える唇でそう告げると、アトスの力強い腕が私を包んだ。その腕はもう、少しも震えていなかった。

アトスの体温が戻ったのを確認して、ゆっくりとアジトへ戻った。




【ポルトス】

「アトス、その傷……！」




帰るなり、アトスの深手にポルトスとアラミスも駆け寄ってきた。プランシェも私の無事を確認し、ほっとしたのもつかの間、アトスの傷にと庭で薬草を集めてくれた。




【プランシェ】

「このハーブは傷にも効くはずだ。すりつぶして、今湿布にしみこませるから貼っていろ」




【アトス】

「ああ、感謝する。ハーブも役立つんだな」




アトスが素直に礼を言うと、プランシェはキツネに抓まれたような顔をする。




【プランシェ】

「有難味が分かったか！　それならとっとと、安静にして治せ」




【アトス】

「お前こそ、親切だと気持ち悪いけどな」




プランシェがかっと赤くなって言い直す。




【プランシェ】

「だから、シャルレに心配かけるなって言ってるんだ！」




捨て台詞のように、プランシェが言って去る。照れ隠しだろう。




【シャルレ】

「アトス、無理はしないでよ」




すっかりぼろぼろになってしまったドレスを脱いで、いつもの格好に戻ると私も少しほっとした。やはりずっと気を張り詰めていたらしい。




【アトス】

「お前こそ今日はゆっくり休め。……妙なことに巻き込んで悪かった」




アトスの言葉に、私はむっとした。好きだといったのに、まだ他人行儀を装うのか。




【シャルレ】

「巻き込まれたわけじゃないよ」




【アトス】

「シャルレ……？」




【シャルレ】

「私がアトスを守りたいから……そうしただけ」




プランシェを見習って素直に告げると、アトスはやっと笑った。




【アトス】

「お前に守られるような銃士じゃ世話はないな」




言葉と裏腹に、私を抱きよせるアトスの腕は優しかった。




翌日、アトスが傷からの熱を出した。




【シャルレ】

（あの傷じゃ当然だよね。昨日のうちに薬を準備しておいてよかった……）




私はポルトスが知り合いの医者から分けてもらったという熱さましと、簡単なスープを持って、扉をノックする。




【シャルレ】

「アトス、起きてる？」




つらくても食べた方がいい。寝ていても起こすつもりだったが、ベッドの上のアトスは本を読んでいた。




【シャルレ】

「意外な光景」




つい思ったままを口にする。




【アトス】

「そうか？　俺も普通に本くらいは読むぞ」




【シャルレ】

「それは何の本？」




私が覗き込むと、アトスはひょいと背表紙を見せた。




【シャルレ】

「三剣士物語……懐かしい。小さい頃、父上によく読み聞かせてもらったな」




【アトス】

「なんだ、お前にもか。昔、一度俺が怪我して寝込んでいた時、親父……隊長が持って来た」




陛下を守る剣士たち三人の出会いから活躍を書いた冒険活劇だ。私はこの物語でより、銃士を目指そうと思った。




【シャルレ】

「案外、父上もこの物語に触発されて、銃士を目指したのかもしれない」




うちにあった三剣士物語は、ずいぶんと年季の入ったもので、何度も読まれた跡もあった。




【アトス】

「そうだな。この主人公の正義感溢れるまっすぐすぎるところは、どこか隊長に似ている」




アトスがくすりと笑うのが嬉しい。




【シャルレ】

（こうして、父上のことを一緒に話す相手がいてくれるのは幸せなことだ……）




悲しみも悔しさも分かち合える相手に出会えて、温かい気持ちになる。その時、階下から騒がしい声がした。




【シャルレ】

「どうしたの？　来客…………？」




アトスを部屋に残して、私は階下を覗き込んだ。




【バッキンガム】

「これは、あの時の勇敢なお嬢さん……！やっと見つけられた」




【シャルレ】

「バッキンガム公…………!?」




まさかこんなところで会うとは思っていない人物に驚きの声をあげる。




【シャルレ】

「その折は乱暴に立ち去り、大変失礼しました」




私が頭を下げると、バッキンガム公はとんでもない、と手を振った。




【バッキンガム】

「あの時、アンヌを……皇后陛下を守ってくれた礼を言いたくて探していた」




私が玄関まで下りていくと、恭しくバッキンガム公に挨拶をされた。




【シャルレ】

「いえ、そんな。私は陛下を守る銃士を目指す者として当然のことを……」




【バッキンガム】

「銃士……しかし今は銃士隊の活動は禁じられているはず」




【シャルレ】

「それは……」




【バッキンガム】

「ただ、貴殿のような強く美しい女性が、こんなところにいるのは忍びない」




バッキンガム公は家の中を見回して、あからさまに顔をしかめた。プランシェが以前よりずっと綺麗にしてくれたとはいえ、貴族の家などと比べ者にはならない。




【バッキンガム】

「こんな家に住むくらいなら、ぜひ我が城に」




バッキンガム公に優雅に手を取られ、私は戸惑う。




【シャルレ】

「えっと……それはありがたいお話なのですが、私はここでやるべきことがありまして」




【バッキンガム】

「パリの治安を守るために見廻り等か……。それならば、正式に我が城で貴殿を雇ってもいい」




【シャルレ】

（それだけではなくて、困ったな……）




何と言えば失礼にならず断れるだろう。その時だ、階段が軋んだかと思うと、アトスが仏頂面で現れた。




【アトス】

「負傷のため、このような姿で失礼いたします、バッキンガム公」




【シャルレ】

「アトス、寝てないとだめじゃない」




慌てて私はアトスの体を支えようと駆け寄る。かし、アトスはすっとそれを遮り、一人で立った。




【バッキンガム】

「貴殿は？」




【アトス】

「アトスと申します。そして、どうかお願いがございます。シャルレは俺の恋人ですので。どうぞここから連れ去らないで頂きたい」




【シャルレ】

「あ、アトス……!?」




【プランシェ】

「なッ……!?」




【アラミス】

「…………」




助け船を出してくれたのはありがたいが、まさかそんなに堂々と言い放つとは思わなかった。




【シャルレ】

（まだプランシェにも話していないのに）




【バッキンガム】

「そうなのか……それは貴殿の意思でもあると？」




【シャルレ】

「はい、ご厚意を頂いたのに申し訳ございません」




私も赤面している場合ではない。しっかりと失礼にならないように、申し上げた。




【バッキンガム】

「それでは、また。代わりといっては何だが、もし困ったことがあれば力になろう」




バッキンガム公は柔らかく微笑んでそう言ってくれた。ちょうどその時、見廻りに出ていたポルトスが帰ってきた。




【ポルトス】

「どうしたんだ？　来客か……？」




バッキンガム公とポルトスがすれ違う。その瞬間、はっとポルトスも顔が強張った気がした。




【シャルレ】

（ポルトス……？）




不思議に思ったものの、すぐにポルトスは自室へと向かってしまった。




【バッキンガム】

「もう少し貴殿と話していたかったが、公務がある。残念だ」




そうして、バッキンガム公は私に握手をして、帰って行った。




【アトス】

「お前は隙がありすぎる」




バッキンガム公が帰るなり、アトスは腕組みをして不機嫌な様子で言った。




【シャルレ】

「そうなのかな？　でも、その……助け舟をありがとう」




先程の皆の前での宣言を思い出すと多少照れる。やきもちを焼いてくれたのかもしれない。赤くなりながら礼を言うと、アトスも多少赤面して頷いた。




【プランシェ】

「とりあえず、昼食にするぞ。準備するから食器を出してくれ」




プランシェも不機嫌そうに、エプロンを取るとキッチンへと向かった。まだ安静にした方がいいと言ったものの、ずっと寝ていると体が軋むと言い出し、アトスも見廻りに出た。




【シャルレ】

「ちょっとでも辛くなったら、私にもたれかかって」




【アトス】

「だから、大丈夫だって言っているだろう」




今日は洋服関係の市が出ている日のようだった。色とりどりの布地が町を彩って美しい。




【シャルレ】

「さすがパリの服は綺麗だね」




見回しながら呟くと、アトスがふと訊ねてきた。




【アトス】

「お前はどういう服が好きなんだ」




【シャルレ】

「うーん、考えたこともなかったけど……、あの赤いスカートもたまにはいいかもしれない」




【アトス】

「田舎者だとは思っていたが、そこまで……」




【シャルレ】

「別に、ここで売っているものが田舎なわけではないでしょ」




【アトス】

「俺が言っているのはちゃんと自分に似合うものを知らないのが、田舎者っていうことだ」




【シャルレ】

「え？」




【アトス】

「お前なら、もっと上品な……そう、あの藍色のドレスも似合うだろう」




二人で市場を歩くうち、自然にアトスが私の手を取った。




【シャルレ】

「わっ」




小声をあげてしまうものの、アトスには聞こえなかったみたいだ。




【シャルレ】

（つらくなったら掴まれって言ったのは私だけど……）




繋いだ手はしっかりと私の手を包んでくれている。




【アトス】

「他に見て回りたい店はあるか？ついでだ、そっちを通って帰るのも……」




アトスがそう私に話しかけた時、はっと固まるのが見えた。




【シャルレ】

「アトス？　どうしたの」




私も視線の先を追う。ロシュフォールとミレディが、見廻り中の衛兵から報告を受けているところだった。




【シャルレ】

「あの二人……！」













第７章　傷の形




交易路から届いたばかりの、色鮮やかな品々が並ぶ大通り。うららかな昼下がりの市場に似つかわしくない、立派な外套がいとうを羽織り、腰に剣を携えた男二人がいた。




【シャルレ】

（ロシュフォールとミレディ……！　こんなところで会うなんて）




アトスが彼らを見つけた次の瞬間には二人もこちらの視線に気づいて、にやりと微笑みかけてきた。




【ミレディ】

「まさかこんなところで、キミ達と遭遇するとはね」




【アトス】

「お前達こそ、暇そうに市場なんかをうろついているとは思わなかった。……昨日みたいに逃げられると思うなよ」




動揺しながらも、私を背に庇い、剣に手をかけるアトス。




【ロシュフォール】

「ほう、活動を禁じられている元銃士隊が白昼の往来で決闘……困るのは貴殿らではないのか？」




【アトス】「く……っ」




ロシュフォールに急所を突かれる。




【シャルレ】

（……いつもはロシュフォールも戦いたがっている様子だったのに）




ここでこんなことを言うということは、きっと今はそれどころではないという事だ。




【シャルレ】

（皇后陛下暗殺だけでなく、何かたくらんでいる……？）




アトスも、同じ考えだったのだろう。先日受けた深手もあり、怒り心頭ながらも柄から手を離す。




【アトス】

「必ずお前たちの悪行を暴いて、親父の仇を取ってやる」




アトスが噛みつくと、ミレディはふっと笑った。




【ミレディ】

「つれないな、昔はあんなに甘い言葉を言ってくれたのに」




【アトス】

「な、お前……っ」




【ミレディ】

「傷心から、今度は尊敬する男の娘と……か。分かりやすいね」




【アトス】

「黙れ！」




取り乱すアトスを見て、私の疑問は膨らむ。




【シャルレ】

（甘い言葉……？この二人の関係って何だったの……？）




私が怪訝に思う隙に、ロシュフォールが私の髪に触れた。




【ロシュフォール】

「こんな男よりも……私の元に来るといい」




ロシュフォールの薄い唇で微笑まれると、ぞくりと背筋に恐怖が走る。




【シャルレ】

「何の狂言を……！」




大方、アトスへの嫌がらせなのだ。私を取り込んで何の得があるというのだろう。




【ロシュフォール】

「アトスの女関係は派手だからな。泣くことになるぞ」




ククッと笑いながら、ロシュフォールが言う。女遊びの事ならばとっくに痛感させられた。けれども、今はもうお酒も女性も絶っていることを知っている。




【ロシュフォール】

「昔もくだらない女に熱をあげて……」




【アトス】

「貴様に彼女を愚弄する資格はない！」




遮るアトスの語気の荒さに私はびくりとなった。




【シャルレ】

（アトスとロシュフォールの間に何があったの……）




【ミレディ】

「まったく、仕方がないね、アトス。そんなに焦ったり怒ったり忙しくして、せっかくの新しい恋人も心配そうに見ているよ？」




からかうミレディを、アトスは睨む。




【ロシュフォール】

「余裕のない男の振るう剣のつまらなさも知っている……早めに離れてやるのも、この男の為だ」




ロシュフォールが私へと囁くと、アトスは吼えた。




【アトス】

「それ以上無駄なことを言うと、斬るぞ。ここで騒ぎを今起こしたくないのはお前たちも同じだろう」




事実なのだろう。そうでなければ、ロシュフォールだって既に剣を抜いていたはずだ。




【シャルレ】

（この二人のアトスへの執着は深い……でもどうして？）




きっとロシュフォールが私にちょっかいを出すのも、アトスを煽るためなのだ。




【シャルレ】

「ふざけないで。私も必ず父の無罪を証明して、あなた達を追い詰めてみせる」




【ロシュフォール】

「ククッ、勇ましいお嬢さんだ。また会おう」




そうアトスをさんざんからかって去る二人を、奥歯を噛んで見送る。




【アトス】

「くそ……っ」




【シャルレ】

「アトス、大丈夫？　傷が広がったりしてない？」




心配して尋ねるが、アトスの返事はない。




【シャルレ】

（アトスの傷をあの二人は知っているんだ……。そして、私はアトスの事を何も知らない……）




そのことが、無性に寂しく思えた。

見廻りから帰って、私は今日の夕飯の材料だというハーブを摘んでいた。プランシェがやろうとしていた作業を、私がやると申し出たのだ。




【シャルレ】

（今は何かしていないと、ぐるぐる考えてしまいそう……）




あれから戻るまで、ミレディとロシュフォールと昔何があったのかを尋ねてみたけれど、答えてはくれなかった。




【シャルレ】

（私には知られたくないこと……？）




ロシュフォールが口にする、あの女、くだらない女、という言葉からして誰か女性が関わっていたのだろう。




【シャルレ】

（アトスの大事な人……なのかな）




アトスがあんなに激昂したりするくらいの存在なのだ。




【シャルレ】

（私を好きだとは言ってくれたけれど、そこに踏み込むことは許されないんだ……）




そう思って摘んだハーブは、少ししゅんと垂れていた。




【プランシェ】

「シャルレ、それこっちに持って来てくれ」




【シャルレ】

「うん」




窓から顔を出したプランシェに返事して、私は家の中へ戻った。




【プランシェ】

「それ、ポテトサラダにするから細かくちぎって……」




プランシェが私に説明してくれる話も、つい右から左へ抜けていきそうになる。




【プランシェ】

「どうした？シャルレ、帰って来てから様子がおかしいぞ」




プランシェの手がとん、と額に触れる。




【プランシェ】

「熱は……ないな」




【シャルレ】

「うん、大丈夫だよ」




【プランシェ】

「なら、何でそんなに元気がないんだ」




家族同様、親身に心配してくれるプランシェに、私はぎゅっと抱きついた。




【プランシェ】

「なっ、シャルレ!?」




プランシェは焦った様子で、私の肩に手を置く。




【シャルレ】

「ありがとう、プランシェ。やっぱりプランシェには見破られるね」




【プランシェ】

「まさか、あの原始人に何かされたのか！」




プランシェが憤るものの、私は首を横に振るしかない。




【シャルレ】

「ううん、そうじゃなくて……むしろ何も話してくれない」




私がこぼすと、プランシェは怒った。




【プランシェ】

「あいつ……！　シャルレにこんな顔させて！　俺が聞き出してやる！」




息巻いてアトスの部屋へと向かおうとするプランシェを、慌てて止める。




【シャルレ】

「待って。だめ、私がちゃんと聞かないと……！　そうじゃないと意味がないもの」




私の言葉に、プランシェは少し寂しそうな顔をした。




【プランシェ】

「なら、今何か作ってやる。それをシャルレがあいつのところへ持って行け」




プランシェが作ってくれたのはローズマリーのハーブスープだった。




【プランシェ】

「これなら飲みやすいだろ。怪我にも効く。」




アトスの部屋に持っていくと、ふわりとローズマリーの香りがした。




【アトス】

「この香り……！」




【シャルレ】

「ローズマリーのハーブなんだって。プランシェが作ってくれたの。良い香りでしょ」




アトスは少し懐かしそうな目をして、そのスープに浮かぶローズマリーを見た。




【シャルレ】

「アトス……？」




【アトス】

「いや、昔これを作ってくれた人がいたんだ……」




そしてふと見ると、アトスの枕元には少し古びた手紙が一通置いてあった。




【シャルレ】

「アトス、その手紙は？」




何気なく尋ねると、はっとしてアトスは手紙を伏せた。




【アトス】

「これは……お前には関係ない」




【シャルレ】

（また……関係ないって言葉がこんなにつらいなんて知らなかった……）




あれからアトスは、いつも以上に荒れた様子だった。




【シャルレ】

（どうしたんだろう……もう怪我は治っているはずなのに）




見廻りには出るが、私と一緒に行こうとはしない。一人でふらりといなくなる。




【シャルレ】

（私に話せないことがあるから、私を避けているんだ……）




胸の奥が痛くなる。その時、隣の部屋からかたん、と音がした。




【シャルレ】

「アトス？　帰ってるの？」




確か今晩は見廻りに行くと言っていたはずだ。アトスの部屋をノックする。




【アトス】

「ああ……？」




何か、寝ぼけたような声だ。




【シャルレ】

「どうしたの？　入るよ」




私がアトスの部屋の中に入ると、すぐに鼻をついたのはきついアルコールの匂いだった。




【シャルレ】

「アトス……!?　お酒飲んでるの？」




ずっと絶っていたというワインを手に、アトスは窓際で外を見上げている。




【アトス】

「ん？　お前も、ほら」




アトスは、私に濃い紫色をしたワインを注いできた。




【シャルレ】

「アトス、お酒はやめていたんでしょ？」

（ポルトスが言っていた。昔、ある時までは……って……）




そのある時というのが、もしかしてミレディ達に関係あるのだろうか。




【アトス】

「別に、もういい」




【シャルレ】

「もういいって、そんな」




アトスが自棄になっているのが分かる。これではいけない。




【シャルレ】

「ねえ、昔ミレディやロシュフォールと何があったの」




私はワインを受け取らず、アトスに詰め寄った。窓際に手をついて、アトスを逃がさないようにする。




【シャルレ】

「教えて。どうしてそんなにつらそうなの。私にできる事はないの？」




どうか、私の気持ちが伝わりますように、と必死に見つめる。




【シャルレ】

（彼の傷の形を知りたい）




すると、アトスは私の頬にそっと手を添えた。




【シャルレ】

「アトス……」




【アトス】

「もういいから黙れ」




ワインの瓶が窓際から転げ落ちて、床に紫色の染みを作る。




【シャルレ】

「んっ……!?」




そして、アトスは、忌々しげに私の唇を塞いだのだった。アトスの口づけは、今までのどれよりも乱暴で、強引だった。




【アトス】

「黙れ、もう」




自暴自棄な口調でもう一度言うと、アトスは深く唇を塞いできた。彼の熱い舌が、全て絡め取るように口内を侵食する。




【シャルレ】

「やめて……！アトス……!?　んんっ」




【アトス】

「ん……」




ようやく放された唇からは銀糸が伝い、互いの呼吸が静かな空間に響く。顏を押し避けようとするけれど、アトスはそのまま耳へと唇を滑らせた。舌が輪郭を確かめるように伝うと、耳たぶを軽く噛まれる。




【シャルレ】

「ひゃ……や、アトス……!!」




抵抗するものの、アトスの吐息がワインの匂いを運んできて、頭をぼうっとさせる。すごく高級なワインなのかもしれない。渋さの向こうにある豊かさが、匂いだけで想像できる。




【シャルレ】

（何か、思い出のワインなのかもしれない。でも……こんな自棄な状態で触れられたくはない……）




抵抗を許さないというように抑えられているのに……。降りてくるキスはなぜか優しくて戸惑ってしまう。突っぱねようとするけれど、次にアトスは私の瞼に唇を寄せた。




【アトス】

「シャルレ……お前は俺を裏切らないだろう？」




【シャルレ】

「……え？」




アトスに囁かれて、どきりとする。突然どういう意味だろう。




【シャルレ】

（裏切られたの……？　一体誰に？）




ミレディに？　ロシュフォールに？　それとも昔の女性……。先程から続くキスは、混乱する頭に考える隙を与えてはくれない。




【シャルレ】

「何があったの？　アトスをそんなに苦しめているものが何か、教えてはくれないの……？」




私の言葉に、アトスはただ一言、呟いた。




【アトス】

「もう、あいつに大事なものを奪わせやしない……」




アトスは私の腰を引き寄せて、自分の体に密着させる。鎖骨下あたりに唇を寄せてくると、ちりっとした痛みとともに、そこに紅が色づく。これは自分のだ、絶対離さないと主張する所有の証。




【シャルレ】

「ん……っ、ア…アトス、酔いをさまして……！　あ……っ」




アトスを押しのけようとして、私は後ろに倒れ込んだ。




【シャルレ】

「わ……っ」




ぽすんと、倒れたのはベッドの上だった。背中を打ち付けなくて安心する。




【シャルレ】

「アトス……？」




そして何とか見上げたアトスの瞳には、仄かに熱がともっていて、どきりとした。




【シャルレ】

（こんな瞳、初めて見る……）




ふいに、絵本で見た雄の獅子を思い出す。食べられる、という純粋な恐怖もあるのに、どこか目が離せない美しさを持つ。




【シャルレ】

「あ……」




何も言えずに、ゆっくりとベッドの上で後ずさってしまう。アトスを怖いと思うなんて、どうかしている。




【シャルレ】

（あの手が温かくて、優しいと知っているはずなのに）




私が戸惑いを顔に浮かべて見つめていると、ぽつりとアトスはこぼした。




【アトス】

「……お前も、いなくなるのかもしれない……」




【シャルレ】

「え……？」




ぎし、とベッドに乗ってきたアトスの顔は、自嘲と諦めが見えた。




【シャルレ】

「どうして……そんなこと……？」




見下ろしてくるアトスの顔に手を伸ばす。触れると、アトスはその手に自分の手を添える。




【アトス】

「大切なんだ……シャルレのことが」




もがいたせいで、シーツが足にまとわりついて動きづらい。けれども、アトスは器用にそんな私の足も絡め取って抱きしめる。




【シャルレ】

「アトス……」




さえぎる物なくぴったりとくっついた体は、熱くて、震えていた。高まっていると思っていた鼓動だが、アトスのそれと同じ速さだったので、どこか安心した。




【シャルレ】

（アトスは苦しみながらも、必死に私を求めてくれているんだ……）




痛いくらいに抱きしめられて、身をよじる。




【シャルレ】

「大丈夫、私はずっと一緒にいる……」




彼の傷をいやすことはできないのかもしれない。そもそも、それに触れることすら許してはくれないのだから。




【シャルレ】

（それでも……求められれば……拒めない）




私は結局、この人が愛しいのだ。




【アトス】

「んん……っ」




そう言うと、私の唇を塞いで、アトスは覆いかぶさってきた。




【シャルレ】

「ん、アトス……」




唇が首筋へと流れて、そのままゆっくりと体中を撫でられる。その度に、アトスからは芳醇で甘い葡萄の香りがした。




【シャルレ】

（ワイン……深くて、少し寂しい色をしている）




私は、アトスが落とした瓶をちらりと視線だけで確認したけれど、ラベルの文字までは読み取れない。




【シャルレ】

（このワインの名前……ちゃんと聞いておけば良かった）




きっと忘れられない香りになるのだから。




早朝の鐘の音に、瞼を起こされた。ちょうど窓が見える位置のベッドだったので、小鳥と目が合う。




【シャルレ】

（アトスは……？）




だるい体を起こして隣を確認するけれど、アトスの姿は見えない。代わりに私には、しっかりと毛布がかけられていた。




【シャルレ】

（水をもらおう……）




階下にもアトスの姿はなかった。早朝から、見廻りだろうか。




【プランシェ】

「あれ？　シャルレ、早いな、おはよう」




同じく早起きしたらしい、プランシェは、井戸から声をかけてきた。




【シャルレ】

「おはよう、お水少しもらえる？」




私はまだ、アトスにかける言葉が思いつけないでいた。プランシェは、元気のない私に気づいたのかもしれない。




【プランシェ】

「ほら」




差し出してくれたカップには、ローズマリーが浮いていた。




【プランシェ】

「ポルトス！　すぐにどこかへふけようとするな！　今日の掃除当番のはずだろ！」




一階ではプランシェの怒号が飛ぶのも日常茶飯事となってきた。




【アラミス】

「洗濯板が壊れたんだが……」




庭の方から顔を出すのは、アラミスだ。手には真っ二つになった洗濯板がある。




【プランシェ】

「力入れ過ぎだって……！　何で剣は繊細に操れるのに、そうなるんだよ」




いつもの賑やかな日常だ。そんな中で大変言いづらいが、私も今しがた、鍋を壊してしまったところだ。




【シャルレ】

「取っ手が痛んでいたんだと思うの」




そうでなければこんなに簡単には壊れない。




【プランシェ】

「シャルレまで……」




相変わらず壊滅的センスの同居人たちを見て、プランシェががくりと脱力した。




【プランシェ】

「もういい！　おまえたちは何も触るな！」




プランシェは家事を一人で担当すると宣言をして、鮮やかな手際で片づけていった。




【シャルレ】

「さすがプランシェ、すごい」




私が笑いかけると、プランシェは心配そうな顔をした。




【プランシェ】

「ほんと……当番放ったらかしてどこ行ったんだ、あいつ」




吐き捨てるように、プランシェはアトスへの文句を言った。




プランシェが庭でハーブをいじっていると、かたん、と背後で物音がした。




【アトス】

「おい……田舎もん」




話しかけて来たのがアトスと気づき、プランシェは振り返るのをやめた。




【プランシェ】

「俺はそんな名前じゃない」




【アトス】

「……おい、プランシェ」




アトスがきまりの悪そうな様子で言い直した。




【プランシェ】

「何か用かよ」




プランシェがぶっきらぼうに答えると、アトスがゆっくりと近づいてきた。




【アトス】

「その……ハーブを分けて欲しい。できれば花のついているやつを」




【プランシェ】

「あんなにバカにしてたくせに」




プランシェもアトスの言わんとしていることは分かっている。




【プランシェ】

（どうせ、シャルレに謝ろうとしているんだろうけど……）




それでも、はいどうぞ、と素直に差し出す気分にはなれない。




【プランシェ】

（あいつを悲しませているのはこいつなんだから）




プランシェが無視して今晩使うハーブを選別していると、アトスが正面へと回ってきた。




【アトス】

「……頼む」




そう殊勝に頭を下げられては、居心地が悪い。




【プランシェ】

「俺は……シャルレを泣かせる奴は許さない」




【アトス】

「……ああ」




【プランシェ】

「でも、シャルレを笑顔にできるのもお前だけだ」




悔しさから絞り出すように言うと、アトスは軽く目を見開いた。




【アトス】

「プランシェ……」




【プランシェ】

「何だよ、その驚いた顏。その自覚も無かったっていうなら流石に殴るぞ」




プランシェが怒ると、アトスは神妙に頷く。




【アトス】

「いや、大丈夫だ。分かってる」




仕方なく、プランシェは溜息をついてからいくつかのハーブを手に取った。




【プランシェ】

「どれか選べ」




【アトス】

「ウスベニアオイっていう、それにする」




【プランシェ】

「薄い桃色の可愛い花をつけるハーブだ。美肌や風邪の初期症状にも効くとされている」




【アトス】

「そうなのか」




【プランシェ】

「この匂いならシャルレも気に入るはずだ」




ハーブの茎を綺麗にまとめて、裾にリボンをかける。




【プランシェ】

「ほら。これを持って行け」




【アトス】

「プランシェ……感謝する」




【プランシェ】

「俺は剣であいつを守ることができない……だから、できるのはこれくらいだ」




プランシェは自分に対する悔しさを抑えると、アトスを見やる。 それはまるで何かを託すかのように─。




【プランシェ】

「もう二度とあいつを悲しませないと誓え」




そう言いながら、アトスに花を渡す。




【アトス】

「分かった。誓う」




アトスはまっすぐに、プランシェを見た。意志の強い瞳だった。立ち去り際、ふとアトスが立ち止まった。




【アトス】

「だが、シャルレが一番心を許しているのはお前だ、プランシェ。そこは誇ればいい」




【プランシェ】

「え……？」




【アトス】

「このアジトがちゃんと回っているのも、お前の功績だ」




それだけ言い去るなんて、ずるい男だとプランシェは思った。




買い出しから戻ると、家の前で待っていたのはアトスだった。手には、何やらお手製の花束が見える。




【シャルレ】

「アトス？　どうしたの」




しっかりとした体格で凛とした佇まいのアトスなら、それこそ大きな薔薇などが似合いそうだ。なのに、今手にしているのは、可愛らしいハーブの小さな花束。




【アトス】

「昨晩は……すまなかった」




そう言って差し出された花束を前に、私はしばし言葉を失う。




【アトス】

「シャルレ……？」




【シャルレ】

「アトス、あんまりハーブは似合わないね……」




思わず素直な感想が漏れてしまった。まるで、ライオンのたてがみに、蝶々が止まっているような印象だ。




【アトス】

「う……っ、受け取ってくれるなら受け取れ」




【シャルレ】

「ありがとう、すごく可愛い」




赤くなったアトスに、半ば押し付けられるように受け取ったそれからは、とても優しい匂いがした。久々に、アトスの笑顔を見ることができた気がした。

アトスは謝ってくれたものの、ロシュフォールの言った昔の女性の事が気にかかるのはそのままだ。




【シャルレ】

（でも、いつか話してくれるよね……）




私は、アトスのくれたハーブの花束を自室に飾って、見つめた。貴族の女性に贈るような大きな花束ではなく、こうして可愛い、身近な花を贈ってくれたことが嬉しい。




【シャルレ】

（そうだ、焦らないで私は私らしく頑張ろう）




翌日、私は気持ちの整理のためもあって、一人で見廻りを申し出た。寄りたいところもあったのだ。久しぶりに訪れる教会は、季節が変わって、木々の色も変われど、静かな雰囲気はそのままだった。




【シャルレ】

「神父さま……？」




礼拝堂を覗いてみても誰の姿もなく、しばらく辺りを散歩する。




【シャルレ】

（誰かいる……？）




ふと、教会の鐘の塔の向こうに人影が見えた気がして、目を凝らす。その時、ぽんと背後から肩を叩かれた。




【シャルレ】

「誰……!?」




【神父】

「これは、すみません。驚かせてしまいましたね」




そこにいたのは、穏やかな笑みを浮かべた神父さまだった。




【神父】

「あれから、大丈夫でしたか？」




神父さまにもらったお茶を、私は庭の椅子で味わう。簡素だけれど、しっかりとした作りのテーブルセットだ。こんな風に、外でお茶なんて随分と久しぶりだと思った。




【シャルレ】

「はい、生活は落ち着いてきました」




パリに来た当初に比べれば地の利にも明るくなったし、アトスに田舎者と呆れられる場面も減った。




【神父】

「その言い方では、他には問題がある……と聞こえてしまいますが」




優しくつっこまれると、反応に困る。




【シャルレ】

「えっと……はい……」




【神父】

「私でよろしければ、話を聞きましょう。いえ、むしろそれしかできないのですが……」




神父さまが謙遜するのを見て、私は身を乗り出した。




【シャルレ】

「そんなことありません。聞いてもらえるのってすごく心が軽くなるもの」




そうなのだ。人は聞いてもらって受け止めてもらえることで安らぎを得る。なのに、どうしてアトスはあんなに頑なにため込むのだろう。




【シャルレ】

「私に話してほしいのに……」




そして神父さまのように受け止めていきたい。




【神父】

「それが、今のあなたの悩み……ですか」




【シャルレ】

「はい……」




神父さまは、私の隣でゆっくりと話を促してくれた。教会には、迷える人間だけでなく、いろいろなものが集うのだと知る。リスの親子がかけていったかと思うと、向こうからイタチがこちらを見ていた。




【神父】

「過去に苦しむ人の傷を、少しでも癒したい、ですか……」




【シャルレ】

「無理に暴こうっていう気はないんです」




言葉を区切って、考える。私は何をそんなにつらく思っているのかを。




【シャルレ】

「でも、私が何も知らないせいで、どんどん相手が苦しんでいる気がして……」




私がロシュフォールに迫られる理由も、アトスが過剰反応する理由も分からないままでは、解決策が見えない。言葉にして初めて、自分が焦っていた理由を理解した。アトスの力になりたくてもなれない現状の無知を嘆いていたのだ。




【神父】

「無知が罪なことも確かにあります……」




神父さまは、優しく私に微笑みかける。




【神父】

「けれども、知らぬ者の癒しというものもあると、私は思います」




【シャルレ】

「癒し……」




【神父】

「ええ、あなたはとても真っ白な心の持ち主に見えますから……きっと周りの人達もそのひたむきな純粋さ、一生懸命さに力をもらっているのではないでしょうか」




そうなのだろうか。自分ではよく分からない。




【シャルレ】

（でもそういえば、いつだったか……ポルトスが銃士隊に再び水を与えたのは私だと言ってた）




それが事実なら嬉しくはある。




【シャルレ】

「そう……だといいんですけれど」




【神父】

「人は皆それぞれに役割があるんです。誰かの代わりにはなれない。しかし、その人の咲かせる花は必ずあります」




神父さまの言葉に、私は喉につかえていた骨が一つとれた気がした。




【シャルレ】

（もしかして、私はその過去の女性の代わりなのかもと思っていたのかもしれない……）




ロシュフォールもアトスも、たびたび私をその女性の立場に置き換えようとするゆえだ。




【シャルレ】

（でも、アトスはちゃんと……私のために、ハーブの花束をくれた）




ハーブの爽やかで優しい香りが胸に広がる。




【神父】

「あなたには、あなたの花がありますよ」




はっとする私に、神父さまは言い聞かせるように言ってくれた。




【シャルレ】

「ありがとうございます、神父さま……」




人の言葉には魔法というものがあるのかもしれない。こうして話すだけで、世界が先程までとは色が変わって見えるのだから。




【シャルレ】

（こんなに夕日が鮮やかに燃えているなんて、さっきまで気づいていなかった……）




山に落ちる夕日に顔を照らされながら、ふと夕方なのだと理解する。




【シャルレ】

「もうこんな時間だったなんて。すみません、神父さま。長居してしまいました」




【神父】

「いえ、いつでもまたいらしてください」




慌てて駆け出し、鐘の塔の横を通り抜ける。その時、木々ではない影が地面を横切った気がして、背後を振り返る。




【シャルレ】

（誰かいた？　二人ほど……）




オレンジ色の光の中にゆらめく不穏な空気に、私は帰路を急いだ。













第８章　闇の向こう




まるでたき火の中心のように鮮やかな夕焼けが消えると、星が高くに光る、よく晴れた夜空が広がった。




【シャルレ】

（今日、教会で見た影は誰だったんだろう……）




胸騒ぎが消えないまま、その代わりに静まった悩みには感謝した。傍らには、アトスにもらった花束を飾っている。爽やかな香りがもやもやを吹き飛ばしてくれるようだ。




【シャルレ】

（アトスの過去については待とう……。ずっと一緒にいる覚悟はあるんだから）




そう思って、ベッドに腰掛けた時だ。扉のノック音がした。




【シャルレ】

「誰？」




【アトス】

「俺だ」




扉を開けると、アトスが真剣な表情で立っていた。




【アトス】

「あれから考えた、お前とのこと……」




私もずっと考えていた。けれども、つい先刻、待とうと決めたばかりだ。




【アトス】

「お前とずっと生きていきたいから、聞いてほしい。俺やロシュフォールに何があったのか」




人生とは不思議なものだと思う。待つと決めた瞬間に、物事が進むこともあるのだ。




【シャルレ】

「うん、入って。お茶淹れるね」




私はサイドテーブルにあったポットから、プランシェが用意してくれていたハーブティーを淹れる。




【シャルレ】

「はい」




【アトス】

「……ありがとう」




二人でベッドに腰掛けると、アトスはぽつりぽつりと語りだした。




【アトス】

「俺の家は貴族だったが、血や家柄至上主義の厳格な父親と元来馬が合わなかった……」




アトスの父はアトスの人間性を見ようとせず、貴族のレールを押し付けようとしていたという。




【アトス】

「ロシュフォールとも貴族同士で知り合いだったが、あいつはもともと剣の天才だった」




【シャルレ】

（やっぱり……あれは修行で得た腕というには、強すぎる）




私もロシュフォール程の使い手とは出会ったことがなかった。父上も強かったが、天才というわけではない。




【アトス】

「だが、冷たい部分のあるあいつに対して、俺は嫉妬とあまり良くない感情を持っていた」




そんなある日のことだ。アトスとロシュフォールの間に一人の貴族の女性が現れたらしい。




【アトス】

「俺の初恋の相手だ。十代の若い盛りだった」




【シャルレ】

（アトスの十代の頃……どんなだったんだろう）




今よりは線が細く、快活な少年だったのかもしれない。




【アトス】

「俺は彼女に片思いをしていたが、彼女はロシュフォールを好きだという一方通行の関係だった」




【シャルレ】

「どんな人だったの？」




単純な興味で聞いてみる。




【アトス】

「そうだな、彼女はおしとやかで女性らしい、シャルレと対極のタイプだった」




あっさりとそう言われると、お前は好みではないと言われているようで、少々複雑だ。




【アトス】

「お前みたいな人間に惹かれたのは初めてだからな」




【シャルレ】

（そんな風に言われると照れる……）




私がコメントに迷っていると、アトスは再び口を開いた。




【アトス】

「剣の天才だったロシュフォールは、強い者と戦いたい、という欲のみが行動理念だった」




【シャルレ】

「今もそれは変わっていなさそうだよね」




【アトス】

「ああ、そして自分より弱いながらも、俺の事は才能があると言ってきた」




それからは、しばしば見込んだアトスと戦う事を楽しんでいたらしい。毎回アトスは敗戦を強いられていたが、確実に少しずつ、ロシュフォールに届く剣の数が増えていた。




【アトス】

「そんな時、俺が彼女に片思いをし、また彼女の気持ちが自分に向いていることをあいつが知ってしまった」




ロシュフォールは、アトスの闘志を自分に向けさせるためこれを利用しようと考えたという。




【シャルレ】

「利用……？」




【アトス】

「ああ、あいつは戦いをいかに充実させるかしか考えていない」




アトスは憎々しげに吐き捨てる。




【アトス】

「彼女の気持ちを弄んで捨てたんだ。俺は、怒り狂ってロシュフォールと決闘した」




アトスはその決闘の結果は口にしなかったが、推し量れる。




【シャルレ】

（アトスはまだ一度もロシュフォールには勝てたことがないって言ってた……）




【アトス】

「打ち砕かれた彼女は自害しようとした……けれど家の者が見つけて失敗、その後の行方は分からない」




アトスはうつむき、口を閉じた。




【シャルレ】

「ありがとう……」




私はアトスにゆっくりと呟いた。




【シャルレ】

「私、アトスが話してくれるのをずっと待とうと思ってた。ずっと一緒にいるのだから、いつか話してくれるって」




私の言葉に、アトスははっと顔をあげた。




【アトス】

「ずっと……」




【シャルレ】

「うん、私もアトスと同じ気持ちだった。ずっと一緒に生きていたいから」




正直に真摯に語ってくれたアトスへ、私も精一杯応えたいと思った。




【アトス】

「ああ、ずっと共に生きていこう」




アトスは微笑むと、私の髪を撫でて、頬に触れた。自然なことのように思えて、私は瞳を閉じる。すると、温かい唇が触れた。




【シャルレ】

（愛しいって気持ち、初めて家族以外に抱いたけれど……こんなに幸せなんだ……）




アトスに抱きしめられながら、しばらく互いの体温だけを感じていたところ、ふと思い出したことがあった。




【シャルレ】

「ねえ、そういえば、ミレディとの因縁は何なの？」




そのことについては、まだ一言も触れられていない。




【アトス】

「えっ、ミレディ……!?」




【シャルレ】

（聞いただけでアトスがこんなに動揺するんだもの）




何か相当なことがあったはずなのだ。




【アトス】

「それについては……い、いつか必ず話す」




【シャルレ】

「ええっ？」




落ち込んだ苦い顔をして、視線を泳がせるアトス。




【シャルレ】

（この反応からして、ロシュフォールとのことよりは深刻ではなさそうだけど……）




【アトス】

「もう少し待っててくれないか。そ、そうだ、代わりに何かして欲しいことがあれば何でもしよう」




アトスがあまりにばたばたと必死なので、少し笑ってしまう。




【シャルレ】

「じゃあ……」




【シャルレ】

「まぶたにキスをして」




私が楽しむと、アトスはきょとんとした。




【アトス】

「そんなこと簡単だが……何故まぶたなんだ？」




【シャルレ】

「喧嘩して仲直りした時、よく父上がしてくれたの」




【アトス】

「隊長が……!?　そこは俺にはなかったな……」




アトスが意外な顔を見せる。




【シャルレ】

「それはやってたらびっくりするよ」




【アトス】

「それもそうだ」




私たちは、額をくっつけて笑いあった。




私とアトスがそうして想いを確かめ合っている頃、陰謀は動こうとしていた。




【ミレディ】

「それで、どうする？　猊下。あの女の暗殺は一度の失敗で警護が固くなってるから、次は難しいよ」




ロシュフォールは静かにレイピアを磨いているだけだ。




【リシュリュー】

「雌ブタの件を教訓に、元銃士隊どもの牽制も視野にいれねばな……」




【ミレディ】

「まあ、王殺しのベルトランの娘を犯人に仕立て上げるのは、これ以上ない最高のシナリオだよね」




ミレディがにやりと笑うと、ロシュフォールが微かに反応した。




【ロシュフォール】

「ならば、先にさらっておくべきだな」




【リシュリュー】

「ロシュフォール、その件はお前に任せよう」




【ロシュフォール】

「ああ」




【ミレディ】

「大丈夫かい？　キミが実行犯で」




【ロシュフォール】

「何が言いたい？」




【ミレディ】

「別に。ただ、どうせ最後には葬るんだから、あんまり入れ込むなよ」




【ロシュフォール】

「そんなつもりはない……しかし、あの男の目の前で奪うのも面白い」




ロシュフォールは不敵に笑うと、コートを翻してその場を後にした。




ギン、と金属がぶつかりあう音が響く。陽の光が剣に反射して、ハーブ畑へと降り注ぐのは綺麗だ。今日は皆で剣の稽古をしようと、庭で順番に手合わせをしていた。




【プランシェ】

「お疲れ様、シャルレ。はい、水」




【シャルレ】

「ありがとう、プランシェ」




私はポルトスとの手合わせを終わらせて、少し休憩に入る。 今はアトスとアラミスがつばぜり合いをしていた。




【アラミス】

「お前、動きが大振りすぎるぞ」




【アトス】

「お前こそ、速いだけで威力が足りてないんじゃないか。親父にも注意されていただろ」




【アラミス】

「それならば、お前の雑すぎるフェイントもどうにかしろ。引っ掛かるわけもないし目障りだ」




いつもの他愛のない口論だが、ふと、今もアトスが、父上の事を親父と呼んだことに気づく。




【シャルレ】

（アトスが時々父上の事を親父って呼ぶのは、やっぱり相当親しかったからかな……？）




【ポルトス】

「熱いね、ずっと見つめちゃって」




ポルトスが汗を拭きながら、私の隣に座った。そこでようやく、自分がずっとアトスを目で追っていたと自覚する。




【シャルレ】

「えっ、ちょっと考え事をしていて」




別に言い訳をしたかったわけではないが、まるで言い訳のようになってしまった。ポルトスは笑いながら聞き返す。




【ポルトス】

「考え事？」




【シャルレ】

「アトスって時々、父上の事を隊長じゃなくて、親父って呼ぶなって……」




【ポルトス】

「ああ……」




ポルトスは少し困った笑顔で語り出す。




【ポルトス】

「昔ね、銃士隊で初めて会ったアトスは取り返しがつかない程荒れていたんだ」




【シャルレ】

「アトスが？」




驚いて聞き返すものの、もしかしてあの女性が失踪した後なのかもしれない、と思い当たる。




【ポルトス】

「そう、それで隊長が辛抱強く、アトスを導いた。毎日一緒に過ごして、手合わせをして」




【シャルレ】

「父上がそんなこと……」




【ポルトス】

「うん、隊長は優しくも厳しいからね。アトスが自棄になって振るっていた剣を正して、義を説いて……気づいた時には、二人は実の親子のような絆で結ばれていたよ」




【シャルレ】

「……父上はずっと、そういう人だった。優しさと強さで、誰をも光の方向へ導くの」




私はそんな父を自分と同じように愛してくれていたアトスを嬉しく思った。




【シャルレ】

（父上が、アトスと私を育ててくれたんだ……）




【ポルトス】

「……俺も隊長には本当に世話になった。あの人は隊士みんなの誇りだったよ」




ポルトスも懐かしそうに笑顔で呟き、アトスとアラミスの手合わせを見つめていた。




アトスとアラミスの稽古も毎度の口論の中終わって、昼食の準備をする。




【シャルレ】

「あれ？　アトスのカップがない」




【アトス】

「ああ、昨日落として割っちまったんだ。今日は別のを使おう」




【シャルレ】

「じゃあ、後で買い出しに出かけるから買ってくるね」




何気なくそう言うと、アトスはしばらく黙った。




【シャルレ】

「どうしたの？」




【アトス】

「ついでにお前のも買ってきたらいい、あいつのも」




【シャルレ】

「私とプランシェの？」




【アトス】

「ああ、お前達ももうここの一員だ。ずっと客用でなくていいだろう」




ぶっきらぼうに聞こえるのは照れ隠しだろうか。




【シャルレ】

「ありがとう。……じゃあ、アトスのも私たちのとお揃いにしてもいい？」




【アトス】

「お揃いって、どんなのにする気だ？」




【シャルレ】

「幾何学模様のカップがいい」




【アトス】

「別に俺はそれでもいいが……お前が欲しいものにしろよ。案外花柄とかのほうが好きだろう？」




【シャルレ】

「えっ、知ってたの」




【アトス】

「お前が市でよく見ているものくらいちゃんと知っている」




アトスに即答されて、嬉しくなる。




【シャルレ】

「そういえば、アトスも父上に育てられたのなら、私たち兄妹みたいなものだね」




私が言うと、アトスは渋い顔をした。




【アトス】

「それはちょっと困るな……」




【シャルレ】

「どうして？」




父上のことを好いてくれているのだから、当然喜ぶかと思ったのに、と首を傾げる。




【アトス】

「どうしてって、そりゃあ……」




【シャルレ】

「ん」




突然、軽く唇が触れてびっくりする。




【アトス】

「こういうことができないだろう？」




さらりと言われて私は頬が火照るのを感じた。




【シャルレ】

「じゃあ出かけてくるから」




【プランシェ】

「西の空の雲行きが怪しいから、雨が降る前に帰ってくるんだぞ」




【シャルレ】

「分かった」




プランシュの忠告どおりに食糧や衣類、カップを買って急ぎ戻ろうとしたものの、思ったより風が強い。




【シャルレ】

「このままじゃ雲に追いつかれる……」




案の定、もう少しというところで急に降り出した雨に、森の木陰へ逃げることになった。




【シャルレ】

「これじゃあしばらくは、木陰から出られないかも……」




明らかに雷の鳴りそうな、どんよりとした雲だ。




【シャルレ】

「せっかく買ったカップ……は大丈夫だろうけれど、クロスが濡れるのは困るな……」




もぞもぞと荷物を守りながら雨宿りしていると、少し向こうに同じく雨宿りをしている人物が見えた。




【シャルレ】

（あれは……ロシュフォール……！）




何とそれは、濡れたまま立ちつくしているロシュフォールだった。とっさに身を隠し窺っていると、雨に打たれるロシュフォールが何か呟いた。




【ロシュフォール】

「私はどうしたというのだ……わからぬ」




ロシュフォールは、前髪から雫を落とし、項垂れる。怜悧れいりな瞳は混沌の空のように迷いの色を映し、髪をつたい落ちる雫はまるで彼の涙のように思えた。




【シャルレ】

（どうしたんだろう……何だかいつもと違う）




戸惑いに一歩後ずさった瞬間、まだ乾いていたらしい小枝を踏んでしまった。




【シャルレ】

（まずい……！）




そう思った時には遅く、ロシュフォールは私を見た。ロシュフォールは一瞬、逡巡したような表情を見せたように思えたが、気のせいだったのだろう。




【シャルレ】

（速い……！）




私がレイピアに手をかける暇もなかった。眼前に迫ったロシュフォールに、既に私の手首は捕えられていた。




【シャルレ】

「くっ……！」




【ロシュフォール】

「丁度良い。獲物のことを考えているだけで、それが飛び込んできてくれるとは」




【シャルレ】

「えっ……？」




そう迫られて、困惑する。




【シャルレ】

（……さっきの様子は、私のことを考えてたって事なの？）




ロシュフォールは私の腕を引き寄せ、顔を覗き込む。




【ロシュフォール】

「貴殿には私と共に来てもらおう」




雨で体温を奪われたからではない、別の悪寒が背筋を走る。




【シャルレ】

（ロシュフォールに敵うとは思えない……けれど、またかつての女性のようにアトスを追い詰めるための道具になるわけにはいかない）




刺し違えても、アトスにそんな思いはさせたくなかった。私がどうにかロシュフォールを振り払おうとした時だ。




【アトス】

「ロシュフォール!!」




雨の中からアトスの怒声が響いた。アトスはおそらく雨に降られた私を心配して探しに来ていたのだろう。私とロシュフォールの姿を見つけるなり、持っていた傘を二本とも放り出し、腰の剣を抜いた。




【アトス】

「シャルレを離せ！」




雨の中、濡れた剣同士が鈍い音を立ててこすれ合う。アトスに応戦するために、放り出された私も急いで剣を抜く。




【シャルレ】

「アトス引こう……！」




前回の負傷を思うと、二人だけでロシュフォールとやり合うのはリスクが高い。




【シャルレ】

（私も助太刀して隙を作ったその間に……！）




【アトス】

「いや、大丈夫だ……シャルレは下がっていろ」




しかし、アトスは思った以上に冷静な声音でそう言った。確かに今までとまとう剣気の違うアトスに、私は息を呑む。




【アトス】

「俺はお前を守るためなら何だってできる」




【シャルレ】

「アトス……」




アトスが地を蹴るのと、ロシュフォールが体を下げるのが同時だった。




【シャルレ】

（今までの自棄にも見える豪胆な振りじゃない）




アトスがロシュフォールのレイピアを顔の横で避ける。冷静にロシュフォールの剣の動きを追っている。




【シャルレ】

（アトスが本能で戦っていた部分を、今は意識して動きを押さえている。どこか、アラミスの動きにも似ているかも……あんなに口喧嘩していたけど、ちゃんと相手の良い点は取り入れていたんだ）




戦闘はロシュフォール優勢ながらも、アトスの動きは、確実に変化していた。




【ロシュフォール】

「これは……！　面白い。さすが、今回の餌は一味違ったようだ」




ロシュフォールがちらりと私を見た。




【アトス】

「餌だと……？」




【ロシュフォール】

「前の女はつまらなかったな……。貴様も使えないやつになっただけだった」




アトスが、カッとするのが分かった。




【シャルレ】

（まずい……アトス……！）




けれども、アトスの怒りは零下に落ちたようだった。アトスの初めて見る顔だ。




【シャルレ】

（こんな……深い眼をできるんだ。真っ直ぐなだけじゃない。清濁併せ持った……）




【アトス】

「そうか、お前にはその程度にしか相手を把握できないんだな」




アトスの怒りは、呆れへと流れた。いっそ哀れんでいるような眼差しだ。




【アトス】

「剣だけを求め、そうしたら飢えを満たせると思ってる。きっと本当に欲しいものが何かも気づかないままなんだろう」




【ロシュフォール】

「何だと……？」




【アトス】

「俺はもう、お前の下らない煽りに心を乱されたりしない」




【ロシュフォール】

「ククッ、別に何でも構わん……お前が私を楽しませてくれるならな」




アトスはロシュフォールとの会話を諦めた様子で、深く剣を構えた。




【ロシュフォール】

「ほう、その構え……ベルトランのものか」




【アトス】

「はあっ」




二人のレイピアが交差する。ぎぎ、と嫌な音が響いたと思うと、アトスの剣が軋んで後ろへ弾かれた。




【アトス】

「ぐっ……！」




赤いものが飛び散り、アトスがうめく。




【シャルレ】

「アトス……！」




私は慌てて、剣を手に走り寄ろうとする。けれども、アトスはそのままバランスを崩した姿勢で、レイピアを突き出した。




【ロシュフォール】

「……！」




アトスの軌道が読み切れなかったためだろう。ロシュフォールの髪が散り、その肩が朱く染まった。




【シャルレ】

（まさか……！）




ロシュフォールに初めてアトスの剣が届いたのだ。




【アトス】

「……う、はあっ」




片膝をついたのは、アトスの方だ。けれども、明らかに衝撃を受けているのはロシュフォールだった。




【ロシュフォール】

「……貴様に何があった」




傷のことなど気にした様子はない。ただ、アトスの剣の変化にだけ興味があるという激しい形相だ。




【アトス】

「……俺にはこいつがいる。守るべきものをみつけた、それだけだ」




アトスは私をじっと見つめて告げた。




【ロシュフォール】

「なるほど……」




ロシュフォールは心底楽しそうに笑んで、呟いた。雨がロシュフォールの剣や、アトスの傷口を洗い流していく。小さく赤黒く落ちた染みは、ゆっくりと地面に吸い込まれていった。













空に星はあるものの、たまに雲がそれを隠し、少し湿気のある夜だった。その日は、ポルトスが知人に葡萄酒をもらったと、夕飯の後に持ち出してきた。




ポルトス

「シャルレも飲むだろう？」




【シャルレ】

「ありがとう」




ポルトスにグラスをもらって、プランシェが用意したおつまみも一つ頂く。そこでふと、アトスが一人、窓際で手酌をしていることに気づいた。




【シャルレ】

「良かったらこれ、食べたら？　プランシェの作ったフランスパンのディップ。美味しいんだよ」




私が近寄っていくと、アトスは無言で私のグラスに持っていた瓶の中身を注いだ。




【シャルレ】

「ありがとう」




アトスが既に空になっていた私のグラスに気づいて、そんな行動をとるとは思っていなかった。しかし、一口飲んで違和感に気づいた。




【シャルレ】

「これ、ただの葡萄ジュース？」




アトス

「ああ、俺は酒は飲まない」




【シャルレ】

（そういえば、以前ポルトスが『ある時までは飲んでた』って言ってたような……）

「どうして飲まないの？飲めないわけではないんでしょ？」




素直な感想を口にすると、アトスは特に何を答えるでもなく、葡萄水を口に含んだ。口が悪く何かとうるさい男だが、稀にこうして寡黙になる。私の質問に答えるかどうか、しばし迷ったようだった。




アトス

「昔、俺の知人が……、初恋の女性をある男に弄ばれてな」




【シャルレ】

「……うん」




アトス

「彼女は傷心から行方不明になったんだ」




【シャルレ】

「行方不明……？」




アトス

「ああ、いくら探しても見つからなかった。それからそいつは、荒れた日々を過ごすようになった」




アトスの目は、窓の外よりもずっと遠くを見ている。ガラス越しに映るその表情はとても悲痛で、いつも嫌味な彼とは違っていた。私は彼の話を、艶めく甘い水を供に聞くことにした。




ソフィー

（あっ、ごめんなさい）




青年がただ日がな、無為な時間をつぶすために入り浸っていたバーだ。いつもと変わらず、そこで無駄に年数だけを重ねたワインを口に含んでいた時、とん、とぶつかった女性がいた。




ソフィー

（赤ワインが跳ねてしまったわ。どこか汚れていらっしゃらない？）




淡い桃色のドレスを着た、可愛らしい女性だった。しかし、今の青年には興味を惹かれるようなものでもない。




ラ・フェール

（いや、跳ねてはいない。第一跳ねていたとしても、そんなこと、どうでもいい）




煙たげにあしらうものの、その女性は親身に青年を覗き込む。




ソフィー

（あら、やっぱり。袖に赤い染みができてしまっているわ。どうぞ弁償させて下さらないかしら）




ラ・フェール

（いいと言っているだろう。そんなところの染みくらい）




青年が邪険に追い払おうとするものの、女性は困ったように笑った。




ソフィー

（だめです、そんなところの染みだからこそ）




柔らかい口調なのに、凛とした意思を感じさせる物言いの女性だ。




ソフィー

（生きていれば消せない染みなんて、たくさんできるんです。なら、消せる染みくらい丁寧にとってあげないと）




そっと手元の染みに触れる手には、白い手袋がはめられていて、少しだけ彼女の手袋を赤く染めた。まるで、その染みを吸い取ってくれるように。




【シャルレ】

「素敵な話。その出会いから、彼は救われたのね」




私の反応にアトスは苦い顔になる。良い話だと思ったのに何故だろう。




アトス

「……ああ。だがな……」




やがて青年は、家宝の指輪を手にプロポーズした。




ソフィー

（綺麗な赤い石……。嬉しい。そういえば私とアナタの出会いも、赤い染みからだったわね）




ラ・フェール

（ああ、俺の心の中に落ちていた染みをこうして宝石にしてくれたのがお前だ）




ソフィー

「私と貴方の結婚前夜。やっぱりそんな夜には、これで乾杯しましょう？」




ソフィーはそっと青年のグラスにワインを注ぐ。あの時と同じ銘柄の、紅色のワインだ。




ラ・フェール

（お前も飲むだろう？）




ソフィー

（ええ、頂くわ。アナタと一緒に）




触れる手を引き寄せて二人の影は一つになる。からんと倒れたワインのボトルは、絨毯に紅色の染みを作った。




ラ・フェール

「ん…………」




ふと、何か気配を感じて起きる。明け方前か、カーテンの向こうには、うっすらと朝の霧が広がる。




ラ・フェール

（ソフィー？）




彼は隣にいるであろう、彼女を見つめ……。そして驚愕した。




ラ・フェール

（お、お前…………!!）




見つめる先に愛しい人の姿はなく、そこにいたのは─。




結婚を誓い、指輪を贈った。そんな幸せな夜だったはずだ。




ラ・フェール

（どういうことだ……!?）




しかし彼が目覚めた朝、隣にいたのは……まぎれもなく、男だった。胸のない女性とは言い訳のできない、しっかりとした筋肉のついた身体だ。




ミレディ

（見てのとおりだよ）




ラ・フェール

（な……っ）




ミレディ

（金髪の美女と思っていた最愛の彼女が、男だったと知って蒼白ってところ？　それともまだ信じられない？）




ミレディは、子供が手品の種明かしをした時のように、楽しそうに続ける。




ミレディ

（見事なものだろう？　オレの変装は）




ミレディはウィッグをはずし、化粧を落とす。そこにいたのは、黒髪と、薄い唇に嘲笑をたたえた男だった。




ラ・フェール

（ばかな……！）




ミレディ

（純粋に信じちゃってバカだね。これだからおめでたい貴族は騙し甲斐があるよ）




けらけらと笑いながら変装道具と荷物をさっとまとめるミレディを、ラ・フェールは呆然と見るしかない。




ミレディ

（ま、一時でも夢を見れて、幸せだっただろ？）




そう言って、男の姿でも妖艶に笑って見せる。




ミレディ

（じゃ、この指輪は餞別にもらっておくよ。それなりの金になりそうだ）




固まったままのラ・フェールを残して、ミレディは窓から姿を消したのだった。




【シャルレ】

「何てこと……」




アトスの話に、私も呆然とするしかない。男と気づかれずに結婚直前まで行かせるなんて、どんな手練れだろう。




アトス

「ヤツは初めから財産目的だったんだ。他にも騙された者がいたらしい……」




アトスは重々しく語る。




アトス

「俺はそいつの二の舞を踏まない為にも、それを教訓に酒を断ったんだ。以来そのまま習慣になってな」




【シャルレ】

「そうだったの……その人、今は？」




何となく気になって尋ねる。




【シャルレ】

（立ち直ってくれていればいいんだけど……）




アトス

「さあな……、相当荒れたらしいが……ちょっと外の風に当たってくる」




彼らのその後が聞きたかったものの、アトスは席を外してしまう。




【シャルレ】

（どうしたのかな……？）




私がきょとんとしていると、おもむろにやってきたポルトスが隣に座った。酔っているというほどではないが、少々ふわふわしているように見えた。




ポルトス

「何だい、シャルレもアトスと同じ葡萄ジュースか」




【シャルレ】

「うん、アトスが飲まないのが意外だった」




ポルトス

「俺も見たことがないなあ」




長い付き合いのポルトスがそう言うのなら、本当にずっと禁酒しているのだろう。




【シャルレ】

（そんなに知人のショックがはかり知れなかったんだ……）




彼のことを知らないながらも、心配になる。




【シャルレ】

「それで今、アトスがお酒を絶った理由を聞いていたんだけど……」




ポルトス

「ああ、あいつ何かあったみたいだな……。俺と出会った時にはかなりやさぐれてたんだ。原因は分からないけどな……」




そう、ポルトスが意味深な発言をする。




【シャルレ】

「ん？」

（あれ……？　どういうこと？）




背中に汗をかくような疑問が湧く。




【シャルレ】

「ねえ、もしかして」




私がポルトスに話しかけた時、突然向こうでワイン瓶の割れる音がした。




プランシェ

「こらあおまえ、俺の勧める酒が飲めないっていうのかあ？」




アラミス

「いや……」




プランシェ

「このつまみもー！　料理もー！　俺が全部用意したっていうのにい」




アラミス

「……そうですね」




酔ったプランシェが暴れ出したらしい。あのアラミスでさえ、勢いに押されているように見える。




【シャルレ】

「そうだ、プランシェはお酒弱いんだった」




ポルトス

「仕方ない、止めてこよう」




ポルトスはそう言って、席へ戻ってしまう。騒ぐ皆に一人残された私は考えた。




【シャルレ】

（アトスが飲まなくなった原因って……まさか今の話って……）




けれど、脳内に浮かんだ衝撃的すぎる仮想を慌てて打ち消す。




【シャルレ】

（まさか、知り合いの話だって言ってたし！人には色々な過去が……うん、これ以上考えるのはやめよう……）




私は思考を切り替え、皆の輪に戻ることにしたのだった……。













第９章　思いの形




激しい雨の中、膝をつくアトスとロシュフォールの剣を雫が絶えず落ちていく。雨が体温を奪う。




【ロシュフォール】

「続きは今度だ。最高の舞台でな……」




不意に剣を収め、ロシュフォールが妖しく笑い去る。私は呆然と見送るしかできない。




【シャルレ】

「どういうこと……？」




【アトス】

「さあな……ただ、俺の剣があいつに届いたことで、気が変わったんだろう。あいつの行動原理は昔から、強い者と戦うことだけだ……」




【シャルレ】

「じゃあ……最高の舞台って」




つまり、また何かけしかけてくるということだ。




【アトス】

「とりあえず帰ろう……濡れたままだと風邪を引く」




アトスが傷を負いながらも、幸い致命傷はなかったことを確認してほっとする。




【シャルレ】

（……アトス、命がけで私を守ろうとしてくれた……）




寒さを和らげるために寄り添い歩く。




【アトス】

「シャルレ、気をつけろ。恐らく、俺が変わるきっかけとなったお前への興味が増した」




【シャルレ】

「餌とか言ってたけど」




【アトス】

「ああ、お前を使って何かしてくるだろう。だが……絶対お前のことは守ってみせる。決して二の舞を踏んだりはしない」




雨が伝う力強い横顔が、雨の向こうをしっかりと見つめていた。




アトスと私がびしょ濡れで帰った数日後、ルイ十三世の生誕祭を翌日に控えた。




【ポルトス】

「生誕祭は国を挙げての行事だ、こういう時こそ狙われやすい」




【アラミス】

「四人の警備の配置を考えよう。この機会を枢機卿側が放っておくとは思えない」




私と三銃士で重要と思えるポイントを地図上へ描く。




【アトス】

「ただ、シャルレを前面に出すのは避けたい。ロシュフォールは何かしらに利用する気だ」




【シャルレ】

「でも人手を減らすわけにはいかないでしょ。どう狙ってくるか分からないんだし」




【シャルレ】

（ん？　プランシェ……？）




普段の会話なら、ここでいつもプランシェも発言してきているはずなのに、先程から黙り込んだままだ。




【シャルレ】

（どうしたんだろう、元気がない……？）




【アトス】

「シャルレは、できるだけ目立たないようにしろ」




【シャルレ】

「うん、分かった……プランシェ？　大丈夫？」




アトスに返事しながらも、プランシェに声をかけると、はっと顔をあげた。




【プランシェ】

「ん？　何だ？　シャルレ」




【シャルレ】

「元気がないみたいだけど」




【プランシェ】

「ああ、俺は剣のことは分からないだけだから、何でもないぞ」




プランシェはけろっと笑うと、皆の分のお茶を注いだ。私はそのプランシェの様子に、どこか胸騒ぎを覚えた。




結局、私はアトスと共に警備につくことになった。街はお祭りムードで露店が立ち並びにぎわっている。




【シャルレ】

「パリはいつでもお祭りみたいに人が多いって思っていたけど、今日は格段にすごいね」




私が思わずそうこぼすと、アトスが苦笑した。




【アトス】

「あんまりきょろきょろしていると、警備というよりも単なるおのぼりさんだと思われるぞ」




【シャルレ】

「……どうせ田舎者だって言いたいんでしょ」




【アトス】

「ほら、前見ていないとはぐれるぞ」




すっとアトスが私の腕を引き寄せる。どきりとしてしまい、周りを見ると、幸せそうに腕を組む恋人たちがたくさんだった。




【シャルレ】

（私には任務があるって分かってるけど……）




楽しそうに祭りを満喫する恋人たちを無意識に目で追ってしまう。




【アトス】

「おい、どうした？　怪しい奴がいたか？」




【シャルレ】

「あ、ううん！　そうじゃなくて」




アトスに問われて、気を引き締めなくては、と思い直す。けれども次の瞬間、私の手にそっと触れるものがあった。




【シャルレ】

「えっ」




アトスの手だ。他の手を繋ぐ恋人たちと同じように、アトスも私の手を包み込んでいる。




【アトス】

「……こういう雰囲気なら、こうしていた方が目立たないだろう」




ぶっきらぼうな言い方だけれど、柔らかい声と、優しい手が、ちゃんと想いを伝えてくれる。




【シャルレ】

（アトスも同じ気持ちだったんだ……）




そうして私たちは、しばらく露店の間をゆっくりと歩いた。




【アトス】

「何か欲しいものとかないのか？」




【シャルレ】

「あ、そろそろお昼だから、バゲットサンドとか売ってるかな……」




繋いだ手に気を取られていて、空腹をすっかり忘れていた。




【アトス】

「いや、そういうんじゃなくてだな……」




【シャルレ】

「ジャガイモのバター和えも美味しいよね」




花売りの荷車の向こうにいる、湯気を上げるお店を指さす。




【アトス】

「その手前のものは気にならないのが、ある意味お前らしいかな……」




アトスの呟きに、呆れが滲んでいた。




【アトス】

「まあいい、買ってくるから待ってろ」




アトスが露店に声をかける。可愛く包まれたバゲットサンドの包みを二つ持ってきて片方を私にくれた。




【シャルレ】

（こんな……普通の恋人同士みたいなことができるなんて、思ってもなかった）




アトスと共に、賑わう広場に出た。そこでは、思い思いに着飾った若者たちが、音楽に合わせて楽しそうにステップを踏んでいる。




【シャルレ】

「アコーディオンの音？」




【アトス】

「ああ、風船を配りながら演奏に来ているんだろう。舞踏会より、こういう気楽な方が良いな」




【シャルレ】

「えっ」




アトスが私の手を引っ張り、数歩よろめいたところを、くるりと回す。




【アトス】

「これならお前も踊れるだろう？」




舞踏会の時に見せた品のある落ち着いた笑みとは違う、少し無邪気な笑顔だ。




【シャルレ】

「うん、子供の頃を思い出す。懐かしい」




私も楽しくなって、円の中に入る。子供たちによって花が撒かれて、風に舞う。赤に黄色に白に紫に、色とりどりの花が私たちの間を舞って、フラワーシャワーのようだ。




【アトス】

「あんまり口を開けて笑っていると、花を食べるぞ」




笑いながら、アトスが私の頬についている花びらを拾う。




【シャルレ】

「ほら、アトスこそ」




触れた指先にどきりとしながら、アトスの頭に乗った赤い花を、私も背伸びして取る。祝福されているような気分で、私たちはじゃれあった。

フラワーシャワーの後、しばらく見廻りを続けていると、ふとアトスが立ち止まる。




【シャルレ】

「どうしたの？　アトス」




【アトス】

「髪、乱れてるぞ」




アトスが私の髪に触れて言う。




【シャルレ】

「あ、さっきの花びらを落とした時かな」




【アトス】

「ほら、じっとしていろ、直してやる」




アトスが私の髪をなでるように整えるせいで、鼓動が大きくなる。




【シャルレ】

（プランシェにもよく髪を直してはもらっていたけど……）




やはりアトスだと意識してしまうらしい。




【シャルレ】

（アトス……何だか真剣な目……）




アトスが長い間私の髪に触れているので、もしかして相当髪がこんがらがっていたのかと心配になる。
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【シャルレ】

「そんなに私、おかしなことになっていた？」




【アトス】

「いや、おかしくはない……よく似合っている」




【シャルレ】

「えっ、くしゃくしゃが似合ってるの？」




何だかアトスの様子がおかしい気がして、頭に触れようとすると、その手をさっと握られた。




【シャルレ】

「えっ」




【アトス】

「ちゃんと直したから、ほら向こうの広場行くぞ。道化師が来ているみたいだ」




何故か少し顔の赤いアトスが、視線で通りの向こうを示す。




【シャルレ】

「そうだね。ショーを見ている時はスリも増えるから、見廻っておかないと」




私はいつまでも浮かれているわけにはいかないと気をひきしめた。

西の広場で始まった道化師の玉乗りを見ている間も、繋がれた手の上にゆっくりと花びらが降り積もる。くすぐったいけれど、嬉しい。




【アトス】

「明らかに警備をしている様子だと、ひったくりも避けるからな。あくまでショーを見ているふりをしろ」




【シャルレ】

「うん、分かってる」




私が視線だけで左右を見張っていると、アトスが苦笑いを浮かべる。




【アトス】

「そんな険しい顔をしていても不自然だろ。普通に、気配だけ探ってちゃんとお前も曲芸を楽しめばいい」




とん、と、アトスが私を見やすいようにと前に出してくれる。ちょうどウサギの着ぐるみが玉に乗った瞬間だ。




【シャルレ】

「あんな格好なのに、すごいバランス感覚だよね……ああやって修行したら、剣の返しもうまくなるかな」




【アトス】

「普通に可愛いっていう選択肢はないのか……？」




【シャルレ】

「えっ……女らしくないってこと？」




【アトス】

「いや」




私が半眼になると、アトスが笑って繋いだ手をぎゅっと握りしめた。




【アトス】

「女らしいとか関係なく、お前らしければいい」




そんな風に言われると照れてしまう。夕日が顔を照らして、赤くなっていることを分からなくしてくれていることに感謝した。







同じくパリの町を巡回していたアラミス、ポルトスと合流し帰宅すると、プランシェが不在だった。




【シャルレ】

「夕飯の買い出し、遅くなってるのかな」




町は祭りでごった返しだ。ついでにいろいろ見ているのかもしれない。




【シャルレ】

（家事をまかせっきりにしてしまったから、ずっとプランシェは家にいたんだもんね。たまのお祭りを楽しんでいるならいいな）




私は、剣を置いて髪を解こうと鏡の前に立つ。




【シャルレ】

（あれ……？）




髪には小さな花でできた髪飾りがついている。




【シャルレ】

「いつの間に……？　あ…」

（そっか……あの時つけてくれたんだ……）




私はそっと小さな花に触れて、私の髪に触れていた時のアトスの真剣な顔を思い出す。




【シャルレ】

（お礼、言わないと）




アトスの不器用な優しさに胸が詰まる。私は慌てて、リビングへ戻った。




【シャルレ】

「アトス……これ……！」




私が髪飾りに触れながら駆け込むと、アトスがはっとしてから、決まり悪そうに言った。




【アトス】

「……お前に似合うと思って」




アトスは赤くなった顔を背ける。つい私の顔もかあと、熱くなった気がした。




【シャルレ】

（ずっと一緒にいたのに、いつ買っていてくれたんだろう……）

「もしかしてアトスの手作りなの？」




降ってきていた花に似ているので、思わず聞いてしまった。




【アトス】

「な……っ、いくら俺でも料理はともかく、そんなことまではできないぞ」




アトスが赤い顏のまま慌てて否定する。




【アトス】

「あの降り積もった花が、お前に似合っていたから……似ているのにしたんだ」




【シャルレ】

「……ありがとう」




アトスの気持ちが嬉しくて、つい頬が緩んでしまう。




【ポルトス】

「へえ、アトスがそれを？　宝石でも指輪でもなく、そんな可愛い髪飾りを……選んでいるところを見てみたかった」




【アトス】

「なっ……」




ポルトスに冷やかされ、アトスが声をあげる。




【アラミス】

「耳まで赤いな」




【アトス】

「……余計なお世話だ」




アラミスに言われると、アトスはじろりと睨む。お祭りの雰囲気のまま賑やかなリビングだ。けれどもその輪に、プランシェがいないことに気づく。




【シャルレ】

「ねえ、プランシェ、遅くないかな……」




外を見るとすっかり空は暗くなっている。




【アトス】

「ん？　ああ……そういえば、祭りで遊びほうけているというタイプでもないしな」




【アラミス】

「アトスのように色ぼけているわけでもないだろうし……」




【アトス】

「誰が色ぼけだ……！」




アトスがアラミスの胸ぐらをつかんだまま言う。




【ポルトス】

「確かに少し遅いね。探しに行こうか」




【シャルレ】

「うん、私も行く」




ポルトスも、椅子から立ち上がった。




【シャルレ】

（最近、プランシェの様子がおかしかった……それが気になる）




不思議な胸騒ぎを覚えながら、もう一度レイピアを腰に置いた時、どさっと玄関から大きな物音がした。




【シャルレ】

「何……？」




【アトス】

「誰だ……！」




大きな物音に皆で駆けつける。すると──




【シャルレ】

「……え………」




そこには、瀕死のプランシェが……。扉に寄りかかって、プランシェが倒れ込む。




【シャルレ】

「プランシェ……!!」




息を呑んで私はプランシェを抱き起こした。ぬるりという感触が手に伝わる。




【シャルレ】

「プランシェ!?　何があったの……！」




【アトス】

「お前、誰にやられた……！」




【ポルトス】

「酷い傷だ、急いで手当しないと」




ポルトスが急いで、水を汲んでくる。




【プランシェ】

「敵の密書を…………」




赤い色に染まった手を震わせながら、プランシェが何か手紙のようなものを差し出した。




【アトス】

「密書だと？」




皆の顔色がさっと変わる。




【プランシェ】

「それ……夕飯の買い物をした帰りに……俺……」




切れ切れの息で語り出すプランシェ。




【シャルレ】

「プランシェ、待って、傷が開く……！」




私が制止すると、プランシェは力なく首を振った。




【プランシェ】

「いい……聞いて……くれ……」




プランシェに渡された密書をぎゅっと握る。




【プランシェ】

（夕飯の買い物をした帰り、怪しげな男二人が森で話しているのを目撃したんだ……）




祭りの日だというのに、黒いフードをかぶってこそこそと動き回っているなんて、おかしい。プランシェは気になってそっと耳をそばだてたらしい。




【密偵Ａ】

（リシュリュー卿じきじきのご命令だ。後は頼んだぞ）




【密偵Ｂ】

（ああ。任せろ……）




【プランシェ】

（リシュリュー卿……だって？　つまりあいつらは、枢機卿の密偵!?）




プランシェは彼らが密書を託し別れたところで飛び出すことにしたという。




【シャルレ】

「どうしてそんな無茶を……」




私が問い詰めると、プランシェは苦しそうに声を絞り出した。




【プランシェ】

「俺は……いつもお前や、皆の役には立てないから。身の回りの世話くらいしかしかできない……」




【シャルレ】

「そんなこと……！」




私が否定しようとしても、プランシェは首を振る。




【プランシェ】

「俺はずっと歯がゆくて仕方がなかった……。結局そいつに斬りつけられながらも、密書を奪って逃げる事しかできなかった……」




プランシェが苦しそうに咳込む。




【シャルレ】

「プランシェ……！」




プランシェは私を見つめて、頬に手を伸ばす。




【プランシェ】

「やっとお前の役に立てた……」




そう、苦しげにも、笑顔を向ける。




【シャルレ】

「ばか！　そんな事しなくてもあなたは大切な家族よ」




私の言葉に、プランシェが少し悲しそうな顔をした。すると、アトスがそっとプランシェの肩に手を置く。




【アトス】

「……後は任せろ」




アトスの低く真剣な声音に、プランシェは安心したように意識を失った。

プランシェを急いで運んだのは、銃士たちに馴染みの、信頼できる医者の元だった。

今は手術中だ。傷は酷いが、命に係わる場所には届いていないらしく、先生はこれなら何とかなるだろうと言っていた。私はその診療所の一室で、祈るように待っている。




【シャルレ】

（どうか……プランシェが助かりますように……！）




これ以上家族を失いたくはない。父上に続き、プランシェもだなんて。祈りに震える手に、アトスがそっと手を重ねた。




【アトス】

「大丈夫だ。ここの医者には俺も何度も助けてもらった。腕は確かだ」




【ポルトス】

「アトスが一番怪我をするからね。無茶はやめろといつも言ってるのに」




ポルトスが私を励ますように、明るく言ってくれる。アトスの体温が伝わって、少しずつ指先にも熱が戻ってくる。




【シャルレ】

「ありがとう……アトス。さっきのことも……」




私が礼を言うと、アトスが少しきょとんとした。




【アトス】

「さっき？」




【シャルレ】

「プランシェが話していた時。私の言葉じゃ、プランシェを安心させてあげられなかった」




私が何を言い募っても悲しそうな顔をしたプランシェを思い出す。最後にアトスの言葉でやっと眠ってくれたのだ。




【シャルレ】

（ずっと私はプランシェと一緒に過ごして来たのに……不甲斐ない）




【アトス】

「あれはまあ、男同士にしか分からないことだ」




アトスが言葉を濁して説明する。




【シャルレ】

「羨ましいな」




私はぽつりとこぼす。




【アトス】

「え？」




【シャルレ】

「私も、昔は何度か思ったんだ。男に生まれたかったって。そうしたら、もっと強くなれたかもしれない、もっと父上の役にも立てたかもって」




【アトス】

「馬鹿なこと言うな。お前は今でも十分やっている。すさんでいた俺たちがここまで立ち直れたのも、お前のお蔭だって忘れるな」




アトスが重ねた手を、優しく握ってくれた。

あまり診療所に長居するわけにもいかない。私たちはプランシェを置いて、一度アジトに戻った。




【ポルトス】

「プランシェの容態は安定したらしい。連絡があった」




【アラミス】

「重症だから、しばらくは入院が必要だろう」




二人の言葉に、私もほっとする。




【シャルレ】

「良かった……。でもプランシェをこんな目に遭わせるなんて……！」




枢機卿への怒りが募る。いつもプランシェとは喧嘩ばかりのアトスも、握った拳を震わせていた。




【アトス】

「許さねえ……！　枢機卿のアジトに乗り込んでやる」




【ポルトス】

「待て、アトス。気持ちは同じだが、まず手紙の内容を確認しよう」




ポルトスが手紙を開くのを皆で見下ろす。密書の内容は、明日の生誕祭での混乱に乗じてルイ十三世国王陛下を暗殺するというものだった。




【シャルレ】

「リシュリューが……枢機卿が国王の座に就こうと企んでいるの……!?」




【アトス】

「しかも、暗殺の罪をシャルレになすりつけようとしている……！」




【アラミス】

「なるほど。ダルタニアン士爵の娘が復讐に狂って……という筋書きなら面白いということか……」




アラミスが忌々しげに言う。しかし、ポルトスは手紙の先を読んで震えた声を出した。




【ポルトス】

「ちょっと待て。これは……」




そこには、地下牢に幽閉中のダルタニアンを最後の舞台で利用すべきかどうか、という内容があった。




【アトス】

「親父が……生きている……!?」




【シャルレ】

「父上……！」




ポルトスもアラミスも驚きに目を見張り、何度もそこの行を目で確認した。




【アラミス】

「処刑されたという噂も、銃士隊を解散させ、士気をそぐ作戦だったのか……」




【ポルトス】

「隊長が……生きている……？　それなら、一日も早く助け出さないと」




【アトス】

「ああ、当然だ」




私も視界が涙で滲むのが分かった。













第10章　明日への枷




生誕祭の前夜、まだ町には明かりがいつもより多く灯り、人々の陽気な笑い声も聞こえてくる。




【シャルレ】

（こんなお祭りの中、プランシェがそんなに思い詰めていたなんて）




私たちは一通の手紙を囲み、作戦を練っていた。




【シャルレ】

「プランシェが命がけで手に入れてくれた密書に書かれていたことは……概ねは予想どおりだったね……」




【ポルトス】

「アンヌ皇后陛下の暗殺未遂から、枢機卿が国家転覆を狙っているだろうとは思っていたが」




【シャルレ】

「政権強奪が狙いなのね」




【アラミス】

「ああ、この手紙で確信できた。これを利用して敵を一掃するしかない」




プランシェの手柄だ。




【シャルレ】

（プランシェの想い、無駄にはしない……！）




【アトス】

「そして必ず……親父も救出してみせる」




湧き立つ面々に、私も強く頷いた。




明日の決戦を控え、気持ちが昂っているのは自覚できた。




【シャルレ】

（眠れない……）




そういえば、小さい頃も父上と出かける前の日は、眠れなかった。




【シャルレ】

（今はそんなわくわくした気持ちというわけじゃないけど）




私はベッドから抜け出すと、上着を羽織って階下へ向かう。台所のいつも綺麗に飾ってあったハーブが、今は萎れていた。




【シャルレ】

「いつもプランシェが水を換えてくれていたんだ……」




私は、そっと花瓶を持って外へ出る。庭には、プランシェが手入れして、綺麗に咲いた色とりどりのハーブの花が揺れていた。




【シャルレ】

「いくつかもらうね、プランシェ」




ずっと私達の力になりたいと言っていたプランシェ。せめて香りだけでも連れていこうと思って、一つ押し花にしようと思った。部屋に戻り、前にアトスに読んでもらった本の間に挟む。朝までには平らにはなるだろう。




【シャルレ】

（あれ……？）




そこで、ほろりと静かに涙が流れた。




【シャルレ】

（何で泣いているんだろう）




プランシェが無事だと分かって、父上の無事の希望に安心したのだろうか。それとも明日起こるであろう戦いへの緊張だろうか。




【シャルレ】

（ごちゃまぜになって分からない……）




こんこん、と小さく扉を叩く音がする。




【アトス】

「シャルレ、起きてるか」




【シャルレ】

「アトス……？　ごめん、起こしちゃった？」




私の顔を見たアトスが一瞬驚いた顔をして、頬に触れた。




【アトス】

「泣いていたのか」




【シャルレ】

「あっ」




涙を拭うのを忘れて出てしまったことを思い出す。




【シャルレ】

「何でもない、そもそも何で泣いているのか分からなくて」




私が言うと、アトスはそっと私の頬の雫を唇ですくった。




【アトス】

「ん……」




強く抱きしめられて、私もその温もりに身を委ねた。




【シャルレ】

「アトスも眠れないの？」




ベッドに寝転んでも、私を抱きしめたままのアトスに尋ねる。




【アトス】

「ああ、プランシェのことは怒りが募るし……親父のことは嬉しい……」




アトスもそれらが混ざってよく分からないのかもしれない。




【アトス】

「だが、全ては明日の俺たちの動き次第だ」




【シャルレ】

「私達だけで、陛下を守れるかな……？　枢機卿の陰謀を阻止することも……」




弱音を吐きたくはなかったけれど、アトスも同じかと思うと、つい漏れてしまう。




【アトス】

「俺たちだけじゃない……親父がいる」




アトスがそう私に言い聞かせる。




【アトス】

「親父の口癖だっただろう。一人は皆のために、皆は一人のために」




私は頷く。




【シャルレ】

「耳に蛸ができてたけど、嫌じゃなかった」




【アトス】

「離れていても、親父もきっと俺たちと同じ気持ちでいてくれるはずだ」




アトスの励ましに、私はいつの間にか涙が止まっていることに気づいた。




【シャルレ】

「アトスは今まで、何か大きな任務の前に緊張したことはなかったの？」




【アトス】

「緊張か……いつも気を張り詰めてはいたが……そうだな、ポルトスの軽口を聞いたり、アラミスと口論していたな」




それで皆、お互いに気を紛らわせていたのだ。




【シャルレ】

「何だ、やっぱり仲良しなんだね」




【アトス】

「……あと親父がそこに、パリの町には正義が燃えているとか無駄に生真面目あふれる言葉を掲げてな」




【シャルレ】

「父上らしい」




ふふ、と私が笑うと、アトスがゆっくりと考え込む。




【アトス】

「こんなに落ち着いた決戦前夜は、今までで初めてかもしれないな」




【シャルレ】

「そうなの？」




【アトス】

「きっとお前がそばにいるからだ」




【シャルレ】

「アトス……」




私はアトスの首もとに顔を埋めた。何となく照れくさくなったのかもしれない。







[image: ]







【シャルレ】

「アトスは何度も決闘をしたことあるの？」




昔の女性のことを思い出させてしまうだろうか。それでも知りたかった、アトスのことをたくさん。




【アトス】

「そうだな……どれもこれもろくな思い出ではないが。貴族としてのレールに乗せられた人生より充実はしていたか」




【シャルレ】

「家は……アトスの居場所じゃなかったんだね」




【アトス】

「厳しいだけなら良かったんだが、俺は別に俺でなくて良かったことが嫌だった」




アトスが遠い目をする。




【アトス】

「跡継ぎとしての存在価値しか求められなかった俺は、拗ねたように飛び出した。若かったんだ」




アトスの声音は静かで、喜怒哀楽を読み解れない。呟くように尋ねた。




【シャルレ】

「……後悔してる？」




【アトス】

「いや、それは全くないな。お前も、剣士を志したことに後悔なんてないだろう」




【シャルレ】

「もちろん」




私が即答すると、アトスはふわりと笑んだ。通じ合っている安心感がある。




【アトス】

「シャルレはどうだった」




【シャルレ】

「えっ、私はそんな決闘とかをしたことは……」




記憶を辿る。そういえばと思い出したことがあった。




【シャルレ】

「父上に本気で戦って欲しいって斬りかかったこととか」




【アトス】

「それは俺もある」




アトスは苦笑した。




【アトス】

「親父は容赦ないだろう」




【シャルレ】

「うん、私もすぐにやられた」




笑い合って思い出す。




【シャルレ】

「父上を助け出したら、もう一度勝負してもらいたい」




【アトス】

「ああ、そうだな」




ぽつりぽつりと思い出を語り合う内に、二人の体温も呼吸も次第に一緒になってくる。アトスが瞼にキスをしてきたので、私もそっとキスを返した。




散文的に語り合う思い出を、ベッドの中に二人で降り積もらせていく。




【アトス】

「さっきの話、詳しく聞かせてくれ」




【シャルレ】

「さっきの？」




【アトス】

「プランシェを守った話」




アトスがプランシェのことを聞きたがるなんてどういうことだろう。




【シャルレ】

「急にどうしたの？」




不思議に思いながら尋ねると、アトスは目を伏せた。




【アトス】

「あいつがずっと命がけで守ってきたお前を託されたんだ。あいつのことも、ちゃんと知っておきたい……」




アトスが私の腰を引き寄せる。そして、唇を塞いで長いキスをした。




【アトス】

「お前のこれからをもらうなら、今までをちゃんと知っておいてやりたいんだ」




アトスの真剣な目に、怪我をしたプランシェの姿を思い出しているのが分かった。あの時、男同士交わした約束なのだろう。




【シャルレ】

（何から話したらいいだろう）




ふと、アトスの過去は色々聞いたけれど、私のことはそれ程話していないことを思い出す。そもそも、アトスのように事情のある過去などない。よくも悪くも、平和な田舎暮らしだったのだ。




【シャルレ】

「……私とプランシェは生まれた時から一緒だったの。プランシェの方が年上だから、小さい頃は私の手を引いて、いろんなところへ連れていってくれた」




田舎だったので、虫取りとか魚釣りとか、木登りとかができたけれど、それらを率先してするのは私だった。いわゆる、お転婆だったのだ。




【シャルレ】

「ハーブのこととか、食べられるキノコとか、色々教えてくれたのはプランシェだったな……料理も裁縫も得意だったから、剣の稽古でほつれた服を繕ってくれたりした」




父上は私に可愛い人形をくれたりもしたけれど、父上に稽古をつけてもらうことの方が楽しかったのだ。だから、チェストの上に座っている人形達の手入れをしていたのはプランシェだったと思う。いつも気づいたら、洋服が変わっていたから。




【シャルレ】

「ただ、そんな趣味を馬鹿にしてくる子達もいて……男のくせにって」




思い返してみれば、プランシェは私と逆のことを言われていたのだ。




【アトス】

「ある意味似た者同士だな」




アトスも同じことを思ったのだろう。胸元に抱え込んだ私の頭を撫でる。




【シャルレ】

「アトスとプランシェも似た者同士と思っていたけど」




【アトス】

「すると、三人とも似たように意地っ張りで負けん気が強いってことになるが」




プランシェもあれでいて結構頑固だ。私が、小さい子の飛ばした風船を取ろうとして木から落ちた時も、二度と無茶はするなと怒られて喧嘩した。あの時は反省するまで二週間口を利いてくれなかった。




【シャルレ】

「案外皆、父上の元での兄弟だったのかも」




【アトス】

「それは……こういうことをしてはいけないから困るな」




突然、アトスが私の首筋に甘いキスをする。




【シャルレ】

「ぁ……っ」




くすりと、悪戯した後のように笑むアトス。私は赤くなる頬をごまかすように言う。




【シャルレ】

「私の思い出の中には、プランシェだらけだね」




【アトス】

「ああ、あいつがずっと大切にしてきたお前だ。これからは……ちゃんと俺が大事にする」




どさりと、私を枕の上に置いてアトスが見下ろしてきた。




【アトス】

「正直はじめは生意気な女だと思った……でも、絶望的な状況にも関わらず、ただひたむきにまっすぐなシャルレに目が離せなくなっていた」




【シャルレ】

「アトス……」




【アトス】

「いつしかおまえを支えてやりたい……悲しみや苦しみ、ありとあらゆる痛みから守りたいと思った」




見つめる瞳は誠実で─、その言葉にいつのまにか涙が私の頬を伝う。アトスは唇で優しく雫をすくうと、額をくっつけて苦笑を漏らした。




【アトス】

「実際は俺がシャルレに支えられていたがな」




【シャルレ】

「……私もアトスと同じだよ」




しばらく見つめ合うと、どちらからともなく口づけた。額にかかった私の髪を、そっとアトスが横に流す。そうして額にもキスをした。




【アトス】

「お前のこれからを、俺にくれないか」




【シャルレ】

「……うん」




腰を、足を、絡めるように触れ合う。




【アトス】

「ん……苦しくはないか？」




アトスが私を押しつぶさないようにと尋ねてくる。




【シャルレ】

「ううん、平気」




それよりも、もっと触れたかった。触れて欲しかった。




【アトス】

「ん、力を抜いていろ……」




【シャルレ】

「んん……っ」




アトスが触れるところが全て発熱していくようだ。くすぐったいのか何なのか分からない感覚が背筋を走り抜けていく。




【シャルレ】

「アトス……私、熱い」




私がアトスの耳元で言うと、アトスは小さく笑った。




【アトス】

「俺もだ」




二人熱い息を交わして、互いの手を固く握る。明日がついに、決戦だ。




朝目覚めると、アトスはかつて銃士隊で正装時に使用していた隊服に身を通していた。階下では、ポルトスとアラミスも凛と身なりを整えている。




【アトス】

「揃ったな」




【アラミス】

「ああ」




【ポルトス】

「久しぶりだね、こうして戦地へ向かうの」




【アラミス】

「そうかもしれないな」




彼らの瞳はとても活き活きとして見えた。いわれのない罪で解散した銃士の中で、唯一残った３人。彼らがいなければ、このパリで、私は何一つ出来なかったにちがいない。




【シャルレ】

「あの、みんな」




ここで出会えた奇跡に感謝するとともに、私は深く頭を下げた。




【シャルレ】

「ありがとう。私や父上のこと、プランシェのこと、振り返ると感謝してもしきれない」




私の言葉に３人は互いに顔を見合わせ、微笑んだ。




【ポルトス】

「お礼を言うのはこっちだよ」




【アラミス】

「目指す光を見失っていた私たちを、導いてくれたのは他でもない、シャルレだ」




２人の温かい眼差しに目頭が熱くなってゆく……。視界が滲んできた時、隣にいたアトスがぽすっと私の頭に手を置いた。




【アトス】

「……たく、まだ泣くには早いだろ」




【シャルレ】

「……アトス」




【アトス】

「シャルレも、ここにいないプランシェもおまえたちは俺たちの大切な仲間であり、立派な銃士だ」




彼の言葉が背中を大きく押してくれている気がした。アトスはレイピアを抜いて前へと差し出す。それに続くように皆もレイピアを抜き、剣先を合わせた。




【アトス】

「一人は」




【ポルトス】

「皆のために」




【アラミス】

「皆は」




【シャルレ】

「一人のために」




硬い絆を胸に、決戦の地へと向かった。




国中お祭り騒ぎの中、私たちはサンジェルマンアンレー城に向かう。




【シャルレ】

「これから、陛下のスピーチが始まるんだよね」




【アトス】

「ああ。陛下が皆の前に姿を現す、この時が一番危ない」




私達は四方へ視線を散らせる。私は東を、アトスは北を、アラミスが南を、ポルトスは西を。




【ポルトス】

「枢機卿側の衛兵たちの警備は当てにならない……むしろ、全て敵と思って動くべきだ」




【アラミス】

「彼らが妙な行動を始めたら要注意だ。定間隔警備ではなく、彼らが集まり出したり、逆に一部不自然に手薄になり始めたら声をかけろ」




青空の下、城の最上階のテラスから陛下が姿を現した。広場全体に盛大な拍手が起こる。




【ルイ】

『今日は生誕祭に集まってくれてありがとう。みなも今日を存分に楽しんでほしい』




【シャルレ】

（陛下……初めてこんなに近くで拝見するけれど、ずいぶんお若い……）




アンヌ皇后陛下に入れあげて、政治は枢機卿の手の中という噂もある。それならばわざわざ暗殺をもくろまずとも、操り人形のままにできるのではないだろうか。




【シャルレ】

（枢機卿の狙いは他にもあるのかな……）




考えるだけでは分からない。




【アトス】

「ポルトス、お前の方にサインを受け取っている輩はいないか。こっちで妙な身振りをしている奴がいる」




【ポルトス】

「待て、今探して……いた！　陛下の隣の塔だ」




枢機卿の送り込んだ実行犯を探すべく駆け出す。

城内は広く、探すのは容易くはない。




【アトス】

「手分けしよう」




【シャルレ】

「私は北へ行く」




私がそう言うと、アトスが制止した。




【アトス】

「待て、北は狭い通路が多い。フェイクな動きを得意とするポルトスの方が向いている。お前の戦い方なら南がいいだろう」




アトスが戦いの向き不向きを考え、一人の剣士として認めてくれたことが嬉しかった。

それぞれ四方へと散る。




【ルイ】

『この国もパリの町も美しく繁栄した。これも一重に……』




陛下のスピーチはまだ続いていた。




【シャルレ】

（あれは……！）




ふと、スピーチ会場からは死角となる中庭に向かう、フードを目深に被った男がいることに気づく。




【シャルレ】

（こんな晴れの日に、あの格好はやっぱりおかしいよね……）




私は身を低くして近づく。




【シャルレ】

（腰あたりに……硬質なものが見える。剣ではない……もしかして銃!?）




もっと近づいて確認したいが、迂闊なことをして気づかれ、逃げられては意味がない。




【シャルレ】

（慎重に……）




今日のために着飾ったのだろう、ひらひらとレースの揺れるドレスの娘たちが行き交う。広場にはいろんな面々が集まって、皆陛下のお言葉に耳を澄ませている。




【ルイ】

「ここに集うみなの平和と幸福を願って、今日はみなで乾杯をしよう」




人々の間をゆっくりとすり抜けて、男への距離を詰めていく。




【シャルレ】

（プランシェの想いを無駄にしないためにも、ここで失敗するわけにはいかない）




抜き足差し足で近づき、私が背後から忍び寄ろうとした時、子供が足元にぶつかってきた。




【シャルレ】

「あっ、大丈夫？　お嬢ちゃん」




私にぶつかった拍子に転んだ女の子を助け起こす。その時男が、はっとこちらを振り返ったのが分かった。




【シャルレ】

（しまった、感づかれた……!?）




男は私を認めるなり、腰から銃を取り出すと、陛下へと掲げる。きっと必ずここで撃てとの指示があったのだろう。




【シャルレ】

「まずい……！」




私の前には、陛下のスピーチを聞きに来た人々で溢れていて、間に合わない。




【シャルレ】

（陛下が撃たれてしまう……！）




【アトス】

「やめろ！」




その時、逆方向から忍び寄っていたらしいアトスが飛びついた。




【シャルレ】

「アトス！」




私は息を呑む。




【シャルレ】

（陛下は……!?）




慌てて視線で確認する。銃弾は逸れ、陛下のすぐ近くに撃たれた。陛下は青ざめ、周囲が騒いでいる。広場も大混乱だ。




【シャルレ】

「アトス、ごめん……私間に合わなかった」




私は逃げる人々の群れをかきわけて逆流し、アトスに駆け寄る。アトスが腕をひねり上げて相手から銃を奪ったところだ。




【アトス】

「いや、お前が見つけて声をかけたから、俺が気づかれずに動けた」「よくやった」




急いでスナイパーの両腕を縄で縛る。




【シャルレ】

（陛下はどこに）




スナイパーを捕らえ、慌てて陛下の御体を見上げる。ロシュフォールたちは計画の失敗を悟ったのだろう。ちょうど、安全な所へ陛下を案内するようなそぶりを見せていた。




【シャルレ】

「アトス！　陛下がロシュフォール達に連れ去られる！」




【アトス】

「ああ、きっと直接手を下す気だ！」




晴天だった空はまるで不吉な予兆を示すように、暗雲が立ちこめはじめる。




【シャルレ】

（ロシュフォールと一緒にいる奴等がどんな顔か、ここからは分からない……）




司祭服を着ている神父と、着飾っている女性がいたように思う。女性は、おそらくミレディだ。




【シャルレ】

（また変装されたら見つけられなくなる……！）




【ポルトス】

「今発砲した奴は！捕らえたか……!?」




ポルトスとアラミスも、人混みをかきわけ合流してきた。




【シャルレ】

「うん、アトスが」




【アトス】

「おい、お前！誰の指示だ！言え、枢機卿だな!?」




アトスがスナイパーを問い詰めるが、何も答えない。




【アラミス】

「そいつを引き渡して、すぐにロシュフォール達を追いかけたほうが早い」




【ポルトス】

「何より、陛下が心配だ」




確かに、今の間にも、私に責任をなすりつけて陛下を暗殺するなんて簡単だ。




【シャルレ】

（思いどおりにはさせない……！）

「急ごう、宮殿の方向へと消えたのが見えた」




捕えたスナイパーを衛兵たちへ引き渡し、私達は急いで陛下たちの後を追うことにした。




【シャルレ】

（陛下、どうかご無事で……！）




【ルイ】

「リシュリュー！　どういうことだ？　ボクを狙ったやつはどこの誰！」




ルイはロシュフォール達に連れられて、宮殿への道を歩かされていた。発砲されてとっさのこととはいえ、お付きの者が司祭と剣士と、女性というだけでは心もとないゆえか。早口でまくしたて続けている。




【ルイ】

「早くとらえてくれ。せっかくの祭りが台無しだ！　ボクのスピーチも途中だったのに」




【シャルロット】

「うるさいな。そろそろ黙って下さいな。ボンクラ陛下」




美しい顏に笑みを浮かべて、ミレディが冷たく言う。




【ルイ】

「な……っ!?」




【ロシュフォール】

「ミレディ、口を慎め。いくらボンクラとは言え、気づくぞ」




【シャルロット】

「もういいんじゃないの？どうせ、ここでこいつも終わりなんだし」




ロシュフォールとミレディの会話にルイは立ち止まり、慄く。




【ルイ】

「どういうことだ、おい、リシュリュー！　こいつらは」




【リシュリュー】

「私の部下ですよ、ボンクラ陛下」




・ルイ「お前達は……！　まさか」




【リシュリュー】

「ええ、残念ながら陛下、あなたにはここで消えてもらおうと思いまして」




にっこりと笑うリシュリューを見て、ルイが数歩後ずさる。そのまま宮殿の一室へと追い込まれ、リシュリューの手が銃の引き金にかけられた。




【シャルレ】

「ロシュフォール達はどっち……!?」




スナイパーを引き渡している間に、随分と逃げられてしまったはずだ。急いた心地で、左右を見回す。




【アトス】

「シャルレ、落ち着け。あっちの廊下の奥だ、明かりが漏れている」




焦る私に、アトスが力強い声で言う。はっと、アトスの指し示した方を見ると、上がる息も気にならないほどに、張り詰めた空気があった。




【ポルトス】

「急げ！」




【リシュリュー】

「それでは陛下、あの世への良い旅を」




【アトス】

「待て!!　枢機卿！」




聞こえた台詞と同時に、アトスが部屋へ飛び入る。




【シャルレ】

（今の声……!?）




廊下に響いた声が聞き覚えのあるもので、私は一瞬、足が遅れた。




【シャルレ】

（そんな、まさか……）




信じられない思いで、部屋の中を見る。聞き間違えるはずはない。パリに来て、初めて安らいで話せる人を見つけたと思ったのだ。




【シャルレ】

（何でも困ったことがあれば、来なさいって……）




父上が亡くなったと思って泣いた時も、自分の力不足に落ち込んだ時も……その優しい声に、親身な言葉に、何度も助けてもらった。




【シャルレ】

「し……神父さま……？」




そこには、司祭服を身につけた神父さまがいたのだ。




私が恐る恐る尋ねると、神父さまは陛下に銃を向けたまま、笑顔で返事をした。パリの町で最初に出会った時も、教会でも、いつもその優しい笑顔を見せてくれていた。




【リシュリュー】

「おや、三銃士の皆さん、思ったより早かったですね」




【アトス】

「そこまでだ、枢機卿……！」




アトスが声を上げるものの、神父さまはそれを無視して、私へと語りかけてきた。




【リシュリュー】

「そして、そちらの……シャルレ、お久しぶりです」




【シャルレ】

「そんな、神父さまが……枢機卿……!?」




衝撃の事実に震える。ずっと私を騙していたのだろうか。もしそうならば、私はずっと内情を敵に漏らしていたことになるのだ。よりによって、父上を罠にはめた張本人に。




【シャルレ】

（そんな……そんな）




立ち尽くす私を一瞥だけして、ロシュフォールは、アトス達を嘲笑った。




【ロシュフォール】

「フ……群がるハエのようにどこにでも現れる」




【ミレディ】

「ほんと、払っても払っても、邪魔だね」




シャルロットもニヒルな笑みを漏らすと、手品のようにひらりとその姿を変える。




【アトス】

「ミレディ、貴様……！」




奥歯を噛んでロシュフォール達を睨み付けるアトス。




【ルイ】

「ど、どういうことだ、これは……!?　誰か説明しろ！」




陛下は腰を抜かした状態で動けないらしい。混乱し、叫んでいる。ただ、混乱しているのは私も同じだった。




【シャルレ】

「どうして神父さまが陛下を……！」




【アトス】

「シャルレ……？　枢機卿を知っていたのか？」




動揺する私をアトスが支えるように、隣に立つ。アトスの問いに私は何と答えるべきか迷った。秘密にしてきたつもりはなかったけれども、言いづらくて、神父さまに相談していることは話していなかった。




【シャルレ】

「ごめんなさい……！」




謝る事しかできない。




【アトス】

「何があった、シャルレ」




【シャルレ】

「私、知らずにずっと神父さまに皆の事を話していた……パリの町に来てからのこと、相談に乗ってもらっていたの。内情を全部ばらしてしまっていたんだわ」




懺悔する私をアトスがぎゅっと抱きしめる。




【アトス】

「落ち着け、そんなことお前のせいじゃない。騙したのは全部、枢機卿だろう」




リシュリューは、アトスを見て口を開いた。




【リシュリュー】

「彼女からはあなたの話も色々と聞きましたよ……見かけによらず料理がお上手なようで、あとは何やら過去に秘密があるようで、何も話してくれないと彼女も悩んでいましたが……その様子ですと、わだかまりは消えたようですね」




リシュリューはわざと私を小馬鹿にするように、神父の口調で言う。




【アトス】

「黙れ、このエセ神父！」




私の怒りを代弁するように、アトスはレイピアを抜いて、リシュリューへと斬りかかった。




【リシュリュー】

「まったく、口も手も悪いな」




リシュリューがアトスの剣を避けると、ロシュフォールへと何か指示を出した。すると、ロシュフォールは陛下の腕を乱暴に掴んで引き上げる。




【ロシュフォール】

「立って歩け、ボンクラ」




混乱した様子の陛下はロシュフォールに引きずられるようにして、連れ去られる。ミレディ、リシュリューもこの場を離れようと踵きびすを返した。




【シャルレ】

「陛下！」




【アトス】

「待て、ロシュフォール!!」




ロシュフォールの後を追ったアトスに続いて、私も駆け出す。ポルトスはリシュリューを、アラミスはミレディを追いかけたのが、視界の端で見えた。













第11章　交差する剣




ロシュフォールを追いかけて、屋根の上へ出る。屋上には激しく雨が叩きつけ、今に雷も鳴り出しそうだ。不穏な空気が、私とアトスの髪を撫でる。




【ロシュフォール】

「ついにこの時が来たな……随分と待ちわびた」




【ルイ】

「離せ……！　この、裏切り者！愚民めが!?」




ロシュフォールに首元を掴まれた状態で、雨ざらしになっている陛下が叫ぶ。




【ロシュフォール】

「黙れ。私の楽しみの邪魔をするな、ボンクラ」




ロシュフォールはアトスを見て笑むと、陛下に素手で一撃を入れて気絶させた。




【アトス】

「陛下を離せ！」




【ロシュフォール】

「ああ、こんなものに興味はない。全ては貴様と最高の舞台で戦うため……」




ロシュフォールは剣を抜くと同時に、陛下を放り投げた。




【シャルレ】

「危ない……！」




私は慌てて、陛下が壁に激突する前に抱きとめる。一緒に倒れ込む形にはなったが、陛下に怪我はなさそうだ。




【シャルレ】

（息もある……気絶しているだけだ、良かった）




ほっとしたのもつかの間、アトスとロシュフォールの剣が交わる音が響く。




【アトス】

「お前の狙いは政権強奪だったのか」




【ロシュフォール】

「笑止。本気でそんなことを聞いているわけではあるまい？」




アトスが踏み込むと、ロシュフォールは楽しそうにその剣を、柄で受け止める。




【ロシュフォール】

「私の望みはこうして、新しく力をつけていく輩と戦うことだけだ」




その時、雷が一筋、東の塔に落ちた。その光を背に、雨に濡れ恍惚とした表情を見せるロシュフォールが、より得体のしれないものに見えた。




雷鳴がとどろく中、それを切り裂くように、二人の剣がぶつかる。
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【ロシュフォール】

「あの時感じた手ごたえは、幻でなかったようだな」




ぎりぎりと、押し合う剣は純粋な力勝負だけではない。レイピアは細い剣だ。力のかけ方ひとつで脆いものになる。




【シャルレ】

（二人とも、ちゃんと自分の剣を知っている……）




青く火花を散らすつばぜり合いだ。少し気を抜けば、どちらかの剣が折れることが分かっているのだろう。絶妙に力を受け流しては、再びぶつかる。




【アトス】

「くっ……！」




アトスが歯を食いしばって押し返す。ロシュフォールは余裕気に笑みを浮かべてはいるが、互角に見えた。




【ロシュフォール】

「その程度か、アトス」




【アトス】

「ほざいてろ！」




アトスが、大きくロシュフォールの剣をはじき上げた。がら空きになるロシュフォールの脇に剣を翻して打ち込もうとする。




【シャルレ】

（だめ！）




さすがロシュフォールだ、跳ね上げられた剣の戻しが速い。




【ロシュフォール】

「遅いな」




アトスの左肩に、ロシュフォールの剣が食い込む方が速かった。




【アトス】

「ぐ……っ」




アトスが肩を庇って、後ろへ飛ぶ。互角に近いが、やはりロシュフォールに少し及ばず、アトスは負傷してしまう。




【シャルレ】

「アトス……！」




片膝をついたアトスに代わって、私がロシュフォールに斬りかかる。




【アトス】

「やめろ！　シャルレ」




【シャルレ】

「私にも、剣士として戦わせて！」




あのままではロシュフォールが更にアトスに追い討ちをかけそうだった。




【シャルレ】

（ロシュフォールに適わない事ぐらい分かってるけど……少しでもアトスが回復する時間稼ぎになればいい）




私はレイピアを真っ直ぐに構えた。




【ロシュフォール】

「……っフ、いいだろう。手合わせくらいはしてやろう」




【シャルレ】

「はっ！」




全力でレイピアを振るう。私のスピードでロシュフォールを捉えられるわけはないが、足場の悪い今なら、少しの隙は生まれるかもしれない。




【シャルレ】

（足場の悪い山の中の戦いなら何度も経験がある……！）




田舎育ちの利点が多少はあったと思いたい。大雨で濡れた足元が、踏み込みと同時に大きくすべる。




【ロシュフォール】

「ほう……」




その勢いを利用してロシュフォールの手首を狙った。




【ロシュフォール】

「だが、つめが甘いな」




確かに、私のレイピアはロシュフォールの手首を叩いた。しかし、ロシュフォールは鉄の腕輪で器用にそれを受け止めると、私のレイピアを弾く。




【シャルレ】

「痛……っ」




レイピアを落とした私の腕を掴むと、ロシュフォールが、突然抱き寄せた。




【シャルレ】

「離して！　またこんな……私を利用してアトスを煽っても無駄よ」




【ロシュフォール】

「そうとは思えんな。貴殿を手にしてから、アトスは確実に強くなった……」




ロシュフォールは、ククッと笑うと私の唇を奪う。




【シャルレ】

「ん……！」




アトスが反応する暇もなかった。強引に、隙間なく重なる唇……。




【シャルレ】

「っ！」




私が唇を噛んで抵抗すると、ロシュフォールは楽しそうに口の端を舐めた。




【アトス】

「ロシュフォール！」




アトスがレイピアを振り上げてロシュフォールへ向ける。だが、ロシュフォールが私を放さない以上、本気で斬りかかることはできない。




【ロシュフォール】

「無様だな……愛した女の前で二度も醜態を晒すとは」




ロシュフォールが分かりやすくアトスを煽る。




【アトス】

「俺を挑発しても無駄だ。あの時とは違う。お前は何も変わらないがな……」




アトスが忌々しげに言う。




【シャルレ】

「アトスと戦いたいのなら、私を人質にするのは意味がないんじゃない？」




私が足手まといになるわけにはいかない。何とかこの状況を脱しようと、私もロシュフォールに挑む。




【ロシュフォール】

「いや、アトスをここまで強くした女が、いったい何を持っているのかは興味深い……」




【シャルレ】

「え……っ？」




思いがけない返答に、私は戸惑った。




【ロシュフォール】

「言え、貴殿は何を持っている……？」




【シャルレ】

「私が持っているのは剣士の誇り、それだけよ」




特別なものなど何もない。かつてのアトスとロシュフォールの間にいた女性のように、淑やかでもなければ儚げでもない。




【シャルレ】

「父上にもらったそれを、どんな苦境でも決して忘れることはない」




ロシュフォールに捕らえられている今でも、決して折れる気はなかった。




【アトス】

「シャルレ……」




アトスと目が合う。アトスも同じだ。最後まで諦めない。信頼しあった、揺るがない意思を交わす。




【ロシュフォール】

「下らん……」




ロシュフォールはつまらなそうに私を解放すると、アトスへと剣を向けた。




【シャルレ】

「アトス！　避けて！」




後ろに放り投げられ、私が倒れこむと同時に、アトスへ斬りかかったロシュフォール。




【アトス】

「……っ！」




ロシュフォールの剣を受け止めて、アトスの先ほど負傷した肩が再び赤く染まる。




【シャルレ】

「アトス、無茶しないで……！」




【ロシュフォール】

「所詮、貴様はその程度か……なら、冥途の土産くらいはやろう」




【アトス】

「土産だと……？」




肩の痛みをこらえながら立ち上がり、アトスが尋ねる。




【ロシュフォール】

「そもそも、この作戦は茶番だ。貴様らの手に渡った密書は罠……そうとも知らずに貴様らはのこのことやってきたわけだ」




【シャルレ】

「な……！」




信じられない思いで声をあげた。プランシェが命がけで奪ってきた密書が、罠だったなんて。口が裂けてもプランシェには言えない。




【ロシュフォール】

「猊下は日頃から神父として城下に出、貴様たちの動向を探っていたからな」




【シャルレ】

「プランシェが毎夕にあのあたりを買い出しに行く事も、把握していたというの……？」




私が恐る恐る言う。




【アトス】

「……最も弱いあいつに的を絞ったっていうのか」




アトスも、声が怒りに震えていた。




【ロシュフォール】

「ああ、力量に合わせた末端の手下に手紙を持たせて接触させた。あのお人好しの隊長やボンクラ陛下の件で貴様達をおびき出し、一気に叩こうという単純な罠だ」




【シャルレ】

「よくもプランシェを……！」




アトスと剣を交えるロシュフォールへ、私もレイピアを振り上げた。プランシェの真摯な想いも利用されたと知って、体中の血が沸騰しそうだ。




【ロシュフォール】

「そもそも情報をくれたのは、シャルレだぞ？」




悔しさに、奥歯を噛んだ。




【アトス】

「黙れ、ロシュフォール！」




アトスと私の剣で、ロシュフォールのレイピアを弾いた。




【アトス】

「お前たちは、いつでもそうやって人を利用してあざ笑っているわりに満たされた様子がないな」




アトスが、怒りのままにロシュフォールを評した。




【ロシュフォール】

「負け犬の遠吠えは見苦しいぞ、アトス」




【アトス】

「しかし、そうだな……シャルレを俺達に出会うように仕向けてくれたことには感謝する」




アトスが突然、そんなことを言い出した。




【シャルレ】

「アトス……？」




【アトス】

「パリの町でお前たちと争っていた時、飛び込んできたのがシャルレで良かった。おかげで、俺は無くしていた想いも、情熱も取り戻すことができた。強さもだ」




アトスが、ロシュフォールにというよりも、私へと言い聞かせるように語りだす。




【シャルレ】

（アトス……私を励まそうとしてくれている……？）




そうだ、決して利用されただけではない。私たちはその中で逆に得たものがある。銃士達との絆と、アトスへの想いだ。




【ロシュフォール】

「どちらにしろ、今頃猊下とミレディが他の二人を倒しているはずだ。貴様らに勝ち目はない」




そんな話を信じるわけはないが、ひとつ気がかりなことがあった。




【シャルレ】

「父上はどこ……！　ここで、生きているんでしょ？」




【ロシュフォール】

「あのお人よしか、あれも騙し易かったな」




ロシュフォールが嘲笑いながら、父上のレイピアを掲げた。私のレイピアと同じ紋章の刻まれた一振りだ。




【ロシュフォール】

「無駄な正義感と仲間意識の象徴のような男だった。便利に使ってやった。今は隣の塔に幽閉されているがな」




【シャルレ】

「よくも父上を……！」




私は渾身の力でロシュフォールを突き飛ばし、父親のレイピアを奪いとった。




【シャルレ】

「あなたなんかに、父上の剣を振るう資格はない！」




雨の中、雷鳴を背に私は宣言した。




【ロシュフォール】

「勇ましいな……嫌いじゃない。やはりシャルレは、他の有象無象とは違う女らしい」




ロシュフォールが愉しそうに口元に笑みを浮かべる。




【アトス】

「親父は、お前のことも仲間と信じていた。隊員として目をかけていたんだ。それを……！」




【ロシュフォール】

「それが愚かだと言っただろう」




アトスがロシュフォールの横を掠めて、レイピアを突き出した。




【シャルレ】

（今のは私も見えなかった……！）




アトスが自分の袖を引きちぎって、肩に巻きつける。立ち上がったアトスの瞳は、再び獅子の輝きを取り戻していた。アトスが決戦前に語ってくれたことを思い出す。ロシュフォールとアトスの間にいた女性のことだ。彼女がロシュフォールに惹かれた理由は何だったのかと、アトスは考えることがあったという。




【シャルレ】

（私には分からない……。ただ、ロシュフォールは強い。そして─最良の相手と戦うことを生きがいとしているように思えた）




【ロシュフォール】

「いい目だ、アトス。今度こそ私を楽しませてもらおうか」




アトスがロシュフォールを翻弄するように、大振りに動く。




【アトス】

「そんな口利いている暇もなくしてやる」




【シャルレ】

（……アトスと戦っている時のロシュフォールの顔はすごく生き生きしている）




私は、彼女の気持ちに思いを馳せる。もし、ロシュフォールのそんなところに惹かれたのならば、執着の相手となるアトスに嫉妬したかもしれない。




【シャルレ】

（すると、やっぱりアトスの想いが叶うことはなかったんだ……）




【ロシュフォール】

「息があがっているぞ。これしきの雨で体力を落とすか」




【アトス】

「お前こそ、反応速度が落ちているぞ」




アトスとロシュフォールが一秒もあけずに、剣を交わす。ロシュフォールは私にも手を出しては来るけれど、さっき言っていた通り、アトスを煽るためだ。アトスを変えたという私に興味を持っただけだろう。




【シャルレ】

（現に、もう二人の戦いに私の入る余地はない）




宿敵というものの大きさを思い知る瞬間だった。




雨脚がますます強まる中、アトスとロシュフォールの一騎打ちを見守る。




【シャルレ】

（陛下は大丈夫かな……）




気を失ったままの陛下の肩へ、念のため私は外套（がいとう）をかけた。風邪をひかないよう今は祈るしかない。




【アトス】

「お前とは古くから、貴族同士で知り合いだったが……」




【ロシュフォール】

「何だ、戦いのさなかに昔話とは余裕だな」




ロシュフォールはそう揶揄したが、アトスの頬を伝う雨水も、冷たいままに見えた。激情に駆られているわけではないようだ。




【シャルレ】

（本当に、アトスは落ち着いてる……。宿命の戦いだっていうのに）




【アトス】

「……剣の天才で冷酷なお前を、俺はずっと憎んでいた。そして──嫉妬もしていた」




アトスの独白は続く。




【ロシュフォール】

「愛した女も私が奪ったからな」




【アトス】

「ああ、お前が利己的な欲望のために彼女の気持ちを弄び利用した……彼女は一生消えない傷を負って行方不明になった。そして、シャルレまでも俺から奪おうとした。憎んで当然だろう」




【ロシュフォール】

「その憎しみで、私を楽しませてくれるかと思ったが……期待はずれだったな」




ギン、とアトスのレイピアに剣をぶつけ、ロシュフォールが言う。




【アトス】

「そうだ。憎しみだけじゃ、何も手に入れられないことを学ばせてもらった」




アトスはロシュフォールの剣を受け止めたまま答えた。




【ロシュフォール】

「傷を負いつつもようやく立ち直りかけたところを、再び散々な目にあわされたようだが？」




剣を交えながら、会話を続ける二人の間を稲光だけが激しく落ちる。




【アトス】

「……知っての通りだ。ようやく目が覚めたか、黙って家督を継げと、勝手な縁談を進められてな。ほとほと嫌気が差した俺は家と断絶した」




【ロシュフォール】

「それでいい。そのまま貴族社会でなまってしまうには惜しい腕だ」




ロシュフォールが、愉しそうにアトスの頬に剣を走らせた。一筋入った傷にもアトスは気にせず続けた。まるで、今までの人生を清算するように。




【アトス】

「打ち砕かれ人生の目的が見つからなくなった俺は、自堕落な生活を送っていた……」




【ロシュフォール】

「ケンカをしている所にあのお人好しが来て仲裁し、貴様を半ば強引に銃士隊に誘ったのだったか」




【アトス】

「やさぐれていた俺を気にかけ、立ち直らせようとする親父に……俺は家族にもらえなかった愛情をもらったんだ」




人間的にも剣の腕でも尊敬できる父上をいつしか親父と呼び慕うようになった、とアトスに昨晩聞いた。




【シャルレ】

（そこでポルトスとアラミスとも出会い、信頼関係を築いていったんだ……）




私はアトスの人生を救ってくれた父上に感謝した。遠征から帰ってきたロシュフォールが隊長である父上に挨拶に来た時に、アトスはまた血が上ったという。その時もまた、力の差は歴然で完敗だったと……。




【アトス】

「俺の心の傷にお前が関わっていると察した親父は、その心持ちでは永久に勝てないと諭してくれた。自分の剣は間違っていたと気づいた俺は、心身ともに一から鍛え直したつもりだった」




アトスは頬をぬぐうと、右足を大きく踏み出し、素早くロシュフォールの腕へとレイピアを繰り出した。蛇が、小鳥を狙うときのような勢いだ。ロシュフールの右腕の布が切れ、少しだけ赤く滲む。




【ロシュフォール】

「当時は足元にも及ばぬほど弱かったというのに……今の動きは、私の技を奪ったな？　面白い」




【アトス】

「お人よし呼ばわりか……その後だな。前陛下暗殺事件が起きたのは」




アトスが現場に駆けつけると、そこには事切れた前国王と父上、そして剣を手に佇むロシュフォールがいたという。




【アトス】

「世間では当然、親父が犯人とされた。ただ、唯一の目撃者で親父やお前の人間性を知っていた俺には、お前が犯人だとしか思えなかった」




【ロシュフォール】

「当然だ。貴様を炊きつけるための策だったのだから、その程度は推察してもらわねば困る」




それから、銃士隊は解散し、アトスはポルトスやアラミスと共同生活を送るようになった。そこへ転がり込んだのが私とプランシェだったのだ。




【シャルレ】

（全ては仕組まれていた……でも、それだけじゃない）




私は、周到に張り巡らされたロシュフォールの執着とも言える策に慄いた。




【アトス】

「更に今ときたら、密書とプランシェを使ってまで俺達をここにおびき寄せて……随分と暇で手の込んだことだな」




【ロシュフォール】

「巧妙と言って欲しい」




【シャルレ】

（ロシュフォールの戦いへの執念は狂気じみてる……）




それに目をつけられたアトスは、見事に半生を翻弄されてきてしまった。恨んでも恨みきれないが、もはや、謎の絆とも言える因縁さえ生まれている。




【シャルレ】

（これが剣の恐ろしさなのかもしれない……）




小さいころ、父上は私へ言い聞かせてくれた。剣は守るためにあると。力の誇示のために振るうと、その先にあるのは狂気と破滅だと。




【アトス】

「お前はいつも俺の先を行っていた……今までずっと何故勝てないのかが分からなかった」




【ロシュフォール】

「ほう？」




押し合うアトスの剣がロシュフォールのレイピアに小さくひびを入れた。




【シャルレ】

（まさか……）




深手を負い、技では及ばないものの、想いの力で覚醒したアトスが優勢になり始めている。アトスの獅子のように雄雄しく、ロシュフォールの動きを真似て繰り出す素早い攻撃との波状攻めは有効のようだ。




【ロシュフォール】

「ク……っ」




アトスが徐々に屋根の縁へと、ロシュフォールを追い詰めていく。初めて、ロシュフォールの顔に焦りが走ったように見えた。




【アトス】

「お前は強い。だが今は違う……お前と俺の決定的な違いは何だか分かるか？」




【ロシュフォール】

「さあな……」




あくまでニヒルに答えないロシュフォールに代わって私が叫んだ。




【シャルレ】

「弱さよ」




私がそう言うと、ロシュフォールは怪訝な顔をした。




【アトス】

「そうだ、俺は自分が弱い人間だと知っている。だからこそ、親父や仲間……そして、シャルレが力を貸してくれる。信じあえる─それが、力になった」




アトスが渾身の力で、レイピアを振り上げた。下からの無理な力を受けたロシュフォールの剣のひびは広がり、破片を飛び散らせて折れる。




【アトス】

「く……っ」




破片はアトスの額もかすめたが、アトスは構わずに、ロシュフォールへ剣を突き立てた。




【ロシュフォール】

「ククッ……！　そうか……これがその力か……！」




ぐらりと揺れて、ロシュフォールの身体は屋根から転落する。




【シャルレ】

「…………っ!!」




姿が見えなくなるその瞬間まで、ロシュフォールは愉しげに笑っていた。













第12章　パリの夜明け




いつの間にか雨も上がり、美しい夕焼けが辺りを包む。アトスは、へたり込む私をそっと抱きしめた。




【シャルレ】

「アトス、大丈夫……？怪我は」




【アトス】

「これくらいは何とも無い」




アトスはびしょぬれになっていた私の顔を拭いた。




【シャルレ】

「くすぐったい」




【アトス】

「ちゃんと拭かないと冷えるだろう」




そして、私はふらりと屋根の端まで歩く。ロシュフォールが落ちた先を見下ろすが、そこには木々が広がるだけで何も見えない。




【シャルレ】

「ロシュフォールは……？」




【アトス】

「さあ……だが、俺との決着はこれでついたはずだ」




【シャルレ】

「やっと終わったんだね……」




アトスの半生をかけた戦いだった。私は、アトスの手を握る。




【アトス】

「……親父を助けに行こう」




アトスは優しい笑顔で、私の手を握り返した。




【ルイ】

「ん……？　ここは……そうだ！　リシュリューは!?　裏切りものどもは！」




陛下も無事目を覚まし、あたりを見回す。




【シャルレ】

「大丈夫です、陛下。ロシュフォールは今アトスが倒しました」




【アトス】

「あとの二人も、必ず俺達の仲間が倒しているはずです」




アトスが断言すれば、私も疑う余地は無い。銃士の誇りと絆にかけて。




私とアトスは陛下と共に階下に向かう。




【ルイ】

「こちらのはずだ」




陛下を先頭に私たちは続く。




【シャルレ】

（父上、どうかご無事でありますように……）




祈る思いで進む。




【ルイ】

「そなた達には迷惑をかけた。助けてくれたこと、礼を言う」




陛下が前を歩きながら、私たちへと声をかける。




【シャルレ】

「そんな、とんでもございません。銃士として当然のことをしたまでです。と言ってもまだ、私は銃士ではないのですが……」




【アトス】

「そもそも銃士隊はなくなっているしな」




【ルイ】

「ベルトランを解放したら、銃士隊も復活させよう。リシュリューら愚民達に騙されて馬鹿なことをした」




陛下はぷりぷりと怒ると、そう宣言してくれた。銃士を志してパリへ来たものの、本当に色々あった。




【ルイ】

「アンヌを守ってくれたのもそなただったのだな」




【シャルレ】

「あの時は……取り逃がしてしまいました」




【ルイ】

「いや、ボクからも感謝する。ボクの周りは裏切り者と野心のある者ばかりだもの。そんな中、命を賭して正義を行う者がいてくれることは誇らしい」




【シャルレ】

「有難うございます」




陛下のお言葉に、やっと父上の意志も報われたようで、私は視界が潤んだ。




陛下に導かれるまま隣の塔に足を踏み入れた。雨の後だからか、雫の音が聴こえる。建物が良いので、雨漏りや水が染みた場所はないが、随分と冷える気はした。




【ルイ】

「この奥だ」




言われるなり、失礼を承知で私は陛下の横をすり抜けて、走った。




【シャルレ】

「父上……！　私です、シャルレです……！」




声を張り上げると、右奥から微かに何かが聞こえた。




【シャルレ】

「父上!?」




声のする方に駆け寄って扉を開ける。そこには、少しやつれはしたが、変わらず意思の強い瞳をした父上の姿があった。




【ベルトラン】

「シャルレ……！　無事だったか」




その胸に飛び込んで、強く手を握る。懐かしい大きな父上の手だ。きっと私がパリに来たこと、枢機卿たちに利用されていたことを聞かされていたのだろう。彼らがしそうなことだ。




【アトス】

「親父……！」




アトスも感極まった声でそう呼ぶと、父上の元に駆け寄った。




【シャルレ】

「父上……！　ずっと、お会いしたかった……！」




【ベルトラン】

「ああ、シャルレ、すっかり濡れて……こんなに傷も」




【シャルレ】

「このくらいはなんともないよ。私も父上に育てられた剣士だから」




【ベルトラン】

「大きくなったな、シャルレ。見ないうちに立派な顔つきになった」




涙の再会をする私たちに、アトスも泣きそうな顔で親父、と呟いて、三人で固く抱き合った。父上の手が私の頬の涙を拭う。そして、アトスの頭をわしゃわしゃと撫でる。そうされることが嬉しくて、私たちは笑いあった。




【ベルトラン】

「ポルトスとアラミスは……」




父上が左右を見回す。




【アトス】

「無事のはずだ。あいつらが、負けるとは思わない」




アトスが言い切ると、父上も頷いた。そこへ、石の階段を上がる足音が複数響いた。




【シャルレ】

「これ、父上のレイピアです。ロシュフォールに奪われたままにはできなくて」




【ベルトラン】

「これは……ロシュフォールから取り戻したのか。お前が？」




【シャルレ】

「いいえ、私だけでは到底無理でした。アトスや、皆が共に戦ってくれたからです」




私は急いで父上にレイピアを返すと、自分の剣も抜いた。アトスもレイピアを構えるが、すぐにその足音の正体が見知った二人と気づくと、声をあげた。




【アトス】

「お前達……！」




ポルトスとアラミスだ。




【ポルトス】

「隊長……！」




【アラミス】

「……ご無事で」




駆け寄る二人を、父上は同じく強く抱きしめた。ついで、異変を聞きつけた衛兵たちも到着し出した。




【ルイ】

「リシュリュー一味を探し、引き捕えろ！　あいつら、ボクを暗殺しようとした！」




陛下の声が響き、衛兵たちに動揺が走る中、私達もリシュリュー達の行方を探す。

私たちは、ロシュフォールが落下したあたりの茂みを、くまなく探した。




【アトス】

「ロシュフォールの跡はあった……。だが、どこにも姿が見当たらない」




【シャルレ】

「うん……」




【アトス】

「あいつがこのくらいのことでいなくなるとは思えないが……」




アトスが神妙な顔で言う。アトスもまた、嫌悪という感情だけでは片づけられないようだった。




陛下は私たちの労をねぎらって、早く帰って休むように言ってくれた。私はロシュフォールの最後に見た顔を思い出す。落ちる瞬間まで愉しそうで、やっと満たされたという恍惚の表情。




【シャルレ】

（あれが望みだったんだ……彼は）




そう考えると、恐ろしくもあり、悲しくも思えた。アトスも同じことを感じたのだろう。二人寄り添って、沈みゆく夕日を眺める。そこへ、同じく戦いの後を確認しに行ったポルトスとアラミスも戻ってきた。




【アラミス】

「やはり、見つからないな……」




アラミスがつぶやくと、ポルトスも一瞬だけ、俯いた。




【ポルトス】

「アトス、シャルレ、アジトへ帰ろう。プランシェにも報告しなければね」




【アトス】

「……ああ、そうだな」




【シャルレ】

（そうだ、どんな罠であれ、プランシェのお陰で陛下も父上も助けることができた……）




プランシェにも父上を早く会わせてあげたい。何より、私も抱きしめてあげたい。




【アトス】

「行こう、シャルレ」




夕焼けに照らされた道を、私たちは皆で帰還した。オレンジ色の世界が、とても暖かかった。




待ちに待った任命式の日。







これより先はいずれかの選択肢を選んだ際に表示される文章になります。

選択肢をタップせずにページをめくると、現在読んでいるストーリーと関係のない文章が表示されますのでご注意ください。







●選択肢




退院したプランシェと会話をしながら、アトスたちと同じ正装用の隊服に袖を通し。




アトスがくれた花飾りを懐にしまい、緊張しながらもアジトを出て。




胸が熱くなりこぼれてしまった涙を、アトスは優しく拭ってくれて。













町の方からは、既に数発花火が上がっているのは聞こえた。軽やかな音楽もかすかに流れてきている。




【プランシェ】

「ああ、緊張してきた」




【シャルレ】

「どうしてあなたが緊張するの」




【プランシェ】

「だって、やっとシャルレの夢が叶うんだろう？」




あれから数々の悪行が明るみになり、陛下の信頼を失ったリシュリューは失脚、枢機卿一味は壊滅した。そして、ついに皆にとって待ちに待った日がやってきた。それは……。




【アトス】

「おい、夢は銃士隊に入ることで終わりじゃないだろう？」




【シャルレ】

「もちろん、ここがスタートだよ」




いつの間にか私の部屋の前に来ていたアトスに笑顔で答える。アトスのまっすぐで精悍だった顔つきは、あの事件から深みを増した気がする。哀愁を知った顔と言えば語弊が出そうだが、落ち着きを得たのだろう。




【シャルレ】

「でも、本当に良かった。プランシェの退院がこの日に間に合って」




【プランシェ】

「どんな状態だろうと、絶対にかけつけるよ。シャルレの晴れ舞台を見ないわけにいかないからね」




【シャルレ】

「もう、いつもはプランシェが私に無茶をするなって言うのに」




私は苦笑しながら、アトスたちと同じ正装用の隊服に袖を通し、レイピアを腰へと装着する。




【アトス】

「似合うじゃないか」




【シャルレ】

「あ……ありがとう」




私も、多少緊張してきた。




【アトス】

「さあ、任命式へ向かうぞ」




川には、幾槽も花を積んだ船が行きかい、若い男女が笑顔でそれらを手にしている。




【シャルレ】

「生誕祭より、すごく賑わっている気がする」




風に乗って甘い香りが運ばれる町に、心が弾んだ。




【アトス】

「あの騒ぎで、生誕祭は中断になったからな。改めて今日の任命式と合わせて、やり直すことにしたらしい」




喝采の中、トランペットが鳴り響き、華々しく任命式は始まる。




【シャルレ】

「陛下もご無事で良かった」




命の恩人である三銃士たちを称え、陛下は銃士隊を復活させてくれた。活躍が認められた私も特例で入隊が決まったのだ。




【アトス】

「さあ、行ってこい」




アトスが指し示した壇上には、陛下が立っている。主君が両肩を剣で叩いて騎士を叙任するのが習慣だ。




【シャルレ】

（小さい頃、プランシェと騎士叙任の式の真似事をしたことはあったけど……）




実現できるなんて、夢のようだ。私は背筋を伸ばして、赤い絨毯の上を歩む。




【ルイ】

「彼の者が、教会、寡婦、孤児、あるいは異教徒の暴虐に逆らい神に奉仕するすべての者の保護者、かつ守護者となるように」




陛下が祭壇に安置された剣を祝別して言う。




【ルイ】

「まさに騎士になろうとする者に、真理を守るべし、公教会、孤児と寡婦、祈りかつ働く人々すべてを守護すべし」




儀式者が剣を吊した帯を付けてくれるのを待って、私は三度剣を引き抜いて、また鞘に収めた。




【ルイ】

「シャルレ、ここへ」




【シャルレ】

「はい」




跪いて頭を垂れる私の肩を、陛下が長剣の平で叩く。




【ルイ】

「ここに銃士の初号を与える」




その瞬間、拍手が起こった。広場を埋め尽くす人々の歓声も聞こえる。




【シャルレ】

（これで晴れて私も銃士……）




感慨が満ちて、顔を上げた。傍らではアトス、ポルトスとアラミスや父上も笑顔で私を見つめてくれている。




【ポルトス】

「ようやく、国民の笑いものだった銃士隊は名誉を取り戻したと言えるね」




【アトス】

「ああ」




皆で喜びを分かち合う。その時だ─。通りの角から、悲鳴があがった。




【町の人】

「馬だ！　馬が暴れだした、逃げろ！」




【プランシェ】

「何だって!?」




馬の甲高い鳴き声が響いた。見ると、小麦を載せた荷台を引く馬が、大きく足を持ち上げている。




【アトス】

「花火に驚いたのかもしれない」




駆け出したアトスに続く。賑やかな祭りに、小麦を売りに来ていた行商人なのだろう。暴れる自分の馬をどうにもできないようで、必死に荷台から荷物が落ちないようにしがみついていた。




【ポルトス】

「皆、落ち着いて。騒ぐと余計に馬が興奮する」




【アラミス】

「我々が誘導する。こちらへ、落ち着いて避難を」




二人が指示している間に、アトスは城を囲う塀を駆け上がっていた。




【シャルレ】

「アトス！　どうするつもり？」




【アトス】

「俺がどうにか飛び移って、馬を抑える」




【シャルレ】

「そんな、危険だよ！」




【アトス】

「だがこれ以上、暴走させるわけにはいかないだろう。この先には子供達が合唱の準備をしていたはずだ」




確かに、馬に広場へ駆けこまれたら大惨事だ。




【シャルレ】

「分かった、私も手伝う」




アトスを追って、私も城下へと駆け出していた。




父上は、人々の混乱をおさめるべく、隊長として前に立っている。今、動くのは私たちの役目だ。




【シャルレ】

「ほら、こっち！」




私は荷台にあった麦の穂を両腕で抱えると、大きく馬に向かってふる。せめて私が囮になって、アトスが飛び移りやすい一本道まで誘導したい。




【アトス】

「シャルレ、無茶するな！　蹴られたらひとたまりもないぞ！」




【シャルレ】

「まかせて、伊達に田舎で育たなかったもの」




それより、アトスこそ危ない。




【シャルレ】

（失敗して落ちたところを蹴られたら……！）




そうならないために、私がせめて引きつけておきたい。




【アトス】

「待て、シャルレ！　ったく……！」




アトスが屋根伝いに走る。ちょうどこの先は狭い一本道だ。




【シャルレ】

「ほら、おいで！」




そう言った瞬間だ。馬が大きく前足を上げて、こちらへ飛びかかってきた。




【シャルレ】

（しまった……！）




私はとっさに通路へと穂を投げる。そして頭を守らなければと、両腕で頭部を抱え込んで転がる。




【アトス】

「シャルレ！」




私がぎりぎり身を避けた場所に馬の前足は降り、そのまま通路へと突っ込んだ。




【シャルレ】

「アトス、今よ！」




私は砂にまみれながら、起き上がる間もなく叫んだ。




【アトス】

「はあっ！」




アトスが屋根から飛び下りる。




【シャルレ】

「あっ！」




アトスがしがみついたのは、馬のたてがみだ。




【アトス】

「くっ……!!」




【シャルレ】

「アトス……！」




しっかりと上に乗らないと、不安定さにますます馬は暴れる。いななき、反り上がる馬の背で、ぶらさがる格好になるアトス。




【シャルレ】

「どうか落ち着いて……！」




馬に言葉が通じないと分かっていても叫ばずにいられない。今の路地で首から振り落とされたら、壁に激突して確実に無事ではいられない。




【シャルレ】

「アトス……！」




【アトス】

「大丈夫……だっ！　心配するな……！」




アトスがそう振り回されながらも、どうにか馬の腹を足で捕えた。




【アトス】

「はああっ！」




アトスが思いっきり足を締め、手綱を引く。すると、暴れていた馬の目の色が変わった。激しく繰り出されていた足はゆったりと落ち着いていき、広場に抜ける頃にはすっかり大人しくなっていた。




【シャルレ】

「すごい……」




銃士は歩兵として徒歩で、また竜騎兵として馬に乗って戦うが、近衛としては剣を使うことが多かった。けれどもこの腕前ならば、剣士としてだけでなく、竜騎兵としても筆頭に活躍できるのではないかと思う。




【シャルレ】

（貴族として教え込まれていたことの一つなのかな……）（見事な手綱さばき、騎馬術だった）




完全に馬の足が止まった時、大きな歓声が上がった。見ていた町の人たち皆が、アトスと私へ拍手を送っている。




【プランシェ】

「すごいじゃないか、アトスもシャルレも！　息ぴったりの連携だ！」




プランシェも、興奮した様子で駆け寄ってきた。




【プランシェ】

「でも、シャルレ、暴れ馬の前に飛び出すなんて。あれ程無茶はするなって言ったのに……」




プランシェが説教を始めた時だ。




【シャルレ】

「あ、アトス……!?」




馬から颯爽と私の前に降りたアトスが、思いっきり私を抱きしめた。




【アトス】

「馬鹿か！　あんな命知らずなことをして……！」




怒鳴りながらも、私を抱きしめる腕は少し震えていて動揺する。




【シャルレ】

「アトス……ごめんなさい、私……」




あのアトスが震えるなんて。そんなに心配をかけていたことに、申し訳なさと、胸に熱いものが募る。私は謝りながら、アトスをぎゅっと抱きしめ返した。




【ベルトラン】

「シャルレ」




父上も厳しい表情で、抱き合う私達へと口を開いた。




【ベルトラン】

「一番言いたいことは、アトスがシャルレに伝えたから良しとしよう」




【シャルレ】

「父上……いえ隊長」




いくら父親とは言え、この場は銃士の一人として敬意をもって接する。




【ベルトラン】

「次からはこんな無謀なことはしないと誓約しなさい」




【シャルレ】

「はい、申し訳ありませんでした」




父上の元についての最初の任務の結果だ、しっかりと受け止めなければならない。




【ベルトラン】

「そして、アトスと共に勇敢に町の皆を守った行動は評価する」




父上の言葉に、私ははっと顔を上げる。




【ベルトラン】

「よくやった、シャルレ、アトス」




【シャルレ】

「隊長……、ありがとうございます」




私は、もう一度深々と頭を下げる。




【ポルトス】

「じゃあ、せっかくのカーニバルだ。皆も楽しもう」




【アトス】

「そうだな。久々にワインをたらふく飲みたい気分だ」




【アラミス】

「だが、羽目を外し過ぎて単細胞とはいえ、公衆の面前で抱き合うのはやめた方がいい」




【アトス】

「なんだと!?　いちいち一言多いんだ、お前は」




銃士隊に和んだ笑いが広がった。




こうして、父上が再び隊長として返り咲き、プランシェも無事に全快した。にぎやかで楽しい日常が戻る喜びを、私はしっかりとかみしめていた。




【アトス】

「やはり、正式に言っておくべきだと思う」




【プランシェ】

「とっくにばればれだけどね。あんな町中で抱き合ってたし」




プランシェの突っ込みはアトスが流して話を続けた。




【アトス】

「ちゃんと親父には知っていてもらいたい」




【シャルレ】

「うん、私も」




アトスが、父上に私との関係を報告すると言いだしたのは、任命式から三日後の事だった。




【アトス】

「まあ筒抜けだとは思うが……こういうのはちゃんとけじめをつけておきたいんだ。お前と共に生きていくことを」




【シャルレ】

「アトス……」




【アトス】

「本当は早く、シャルレの花嫁姿も見たいけどな」




【シャルレ】

「えっ」




さらりとそう言われて、一瞬呆けた顔をしてしまった。




【アトス】

「何だ、その反応。もしかして考えてもみなかったのか？」




【シャルレ】

「そ、そういうわけじゃないけど……」




正直、考えたことがなかったのかもしれない。アトスと共に生きていくことは当然考えていたけれど、自分の花嫁姿なんて。




【シャルレ】

「あんな白くてふわふわの可愛いドレスが似合うとは思えないし……」




【アトス】

「似合うに決まってる」




【プランシェ】

「似合うよ！」




二人が同時に言い切って、私はびっくりする。




【シャルレ】

「そうかな……？」




【アトス】

「舞踏会でも着こなしていただろう。何より、俺が選んだ女が似合わないはずがない」




アトスが私の髪にそっと触れて言う。恋人になってからというもの、度々こんなことを堂々と言うようになったので、こちらの心臓が持たない。




【シャルレ】

「皇后陛下になりかわっていた時とは勝手が違うよ。あれは皇后陛下らしく、と思っていたからできただけで……私自身は、普段は隊服が一番動きやすくて好きだもの」




【プランシェ】

「シャルレはすぐそういうことを言う。自覚がないんだよ。意識改革しないとな」




【アトス】

「なら、俺がこれから時間をかけて、お前の魅力を教えてやろう。ドレスも着たいと思わせてやる」




アトスが突然私の腰を引き寄せたかと思うと、優しく瞼に口づけをした。




【プランシェ】

「なっ、お前！」




私も照れるが、プランシェがそれ以上に真っ赤になっている。




【アトス】

「プランシェだって、シャルレのドレス姿を見たいんだろう？　ならいいじゃないか」




【プランシェ】

「そういう問題じゃない！まったくお前はどうしてところかまわずそういう……！」




また始まった相変わらずの二人の喧嘩に、私は苦笑した。




私とアトスは、二人で深呼吸をして、今、父上の前に立っている。居間にいた父上に、二人揃って話があると持ちかけた。




【アトス】

「親父……、いや、隊長。俺とシャルレは愛し合っている」




そう宣言されると、どうしても心臓が跳ねるが、同時にじわりと幸せな気持ちが広がる。




【ベルトラン】

「……そうか」




父上だって気づいてはいただろうが、アトスの改まった態度に、相槌以上は打たない。




【シャルレ】

「父上が処刑された事を聞いた時、私は打ちひしがれた。それでも、父上の意志を継ごうと立ち上がろうとした時、力をくれたのがアトスだったの」




【アトス】

「俺は、隊長が言っていた通り、ずっとロシュフォールに勝てなかった……過去を切り捨てたつもりだっただけで、何も前に進んでいなかったんだ。その俺を動かし、前に進む力をくれたのが【シャルレ】だった」




【ベルトラン】

「つまり、何が言いたい？」




父上は、アトスを射るような目で見た。こんな父上の顔は、初めて見る。




【シャルレ】

（歴戦の剣士の眼光だ）




幼い頃、私が全力で戦って欲しいと頼んだ時も、結局本気は出してくれなかったのだとこんなところで痛感するとは思わなかった。




【アトス】

「俺たちが共に生きていくことを認めて欲しい」




【ベルトラン】

「……認めるも何も、既にともに立っているだろう」




父上の迫力に怯むことはないアトスの言葉に、父上はため息を一つだけついた。




【ベルトラン】

「ただ、娘のことになると頑固になるのは、父親として仕方あるまい？」




【アトス】

「親父？」




どういう意味か分からず、私とアトスは顔を見合わせる。




【ベルトラン】

「愛し合っていることは認めよう。だが、私に勝つまで結婚は許さん」




【シャルレ】

「父上、そんな……！」




父上の腕前は言うまでもない。銃士隊の長に立つということは、陛下をお守りする最も強い者という証明だ。無茶な条件を出す父上に、私が身を乗り出すと、アトスはすっと腕で止めた。




【アトス】

「俺はシャルレを誰にも渡すつもりはない。絶対に俺がもらう」




【ベルトラン】

「いいだろう」




アトスの宣戦布告のような物言いにも、父上は堂々請け負う。




【アトス】

「なら早速、久々に手合わせしてくれ。以前の俺とは違うことを証明しよう」




アトスがレイピアを抜き放つ。




【シャルレ】

「ちょっと待って、アトス！」




【ベルトラン】

「言うようになったな。シャルレと共に得た力とやら、見せてもらおう」




父上も剣を抜き、アトスの剣と重ねあわせた。




【シャルレ】

「父上まで……！」




アトスはやる気満々というように、自信に満ちた眼差しで父上を見やる。




【アトス】

「牢屋で体が鈍って動かなくなってたりしないでくれよ」




【ベルトラン】

「そんな軽口、すぐに叩けなくなるぞ？」




私は慌てるものの、アトスも父上も楽しそうに、庭へと出てしまう。




【ポルトス】

「気にしなくていい、シャルレ」




【アラミス】

「アトスと隊長は昔からあんなものだ」




【ポルトス】

「隊長が戻ってきて久々に稽古できるのも嬉しいんだろう」




遠目に眺めて、お茶を飲んでいた二人が呑気に言う。




【シャルレ】

「そうなの……？」




言われてみると、庭で剣を交える二人は休日の親子のじゃれ合いそのものだ。




【プランシェ】

「確かに、ダルタニアン士爵のあんな楽しそうな顔初めて見たかも」




プランシェも呟く。私は何だか拍子抜けしたものの、父上とアトスの無邪気な笑顔に、頬が緩んだ。こんな生活も幸せの形かもしれない。




プランシェが茹でたジャガイモの上に、ぱらぱらとハーブを散らす。香りづけにもなるし、肌にも良いらしい。プランシェは自分が怪我をしてから、どんどんハーブや薬草の知識を学んでいるようだ。




【プランシェ】

「怪我に効くものも、もっと育てたいんだ。無茶をして皆に迷惑をかけたからね。自分の得意分野で、シャルレ達の力になりたい」




そう言って、私にお皿を渡してくれる。




【シャルレ】

「美味しそう。これ皆のところに運ぶね」




皆の分のお皿を運んでいると、ふいに、ぐいと体を引っ張られた。
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【シャルレ】

「もう、アトス！　また」




振り返らなくても、私に腕を回しているのが誰かなんてすぐ分かる。この力強くて温かい腕。




【アトス】

「嫌がらなくてもいいだろ。ほら」




ついでに後ろから耳に、軽くキスをされて、びくりとした。重なるお皿が揺れる。




【シャルレ】

（もちろん、嫌なわけじゃないんだけど）




こう不意打ちをされては、お皿を落としてしまう。




【プランシェ】

「アトス！　何でそうお前はいつもシャルレにべたべたと！」




【ベルトラン】

「アトス！　そういうことも私に勝ってからだ！」




それにこうして、プランシェがこちらを指さして怒るし、父上も固まっている。こんな騒がしい日々がきっとこれからも続いていくんだろうと思うと、楽しみではある。

今日も、パリの町の空は高い。エピローグ＜シュガームーン＞




朝焼けが綺麗な朝だ。爽やかな空気を吸って、私が深呼吸をしていると、庭から空気を裂く音が聞こえた。




【アトス】

「は…！」




アトスだ。レイピアを前に突き出し、次に右足を前に出す。それを軸足にして左足で蹴りを繰り出し、相手のバランスを崩させる。

そしてレイピアを跳ね上げて、という一連の攻撃の稽古がアトスらしい豪胆さだ。




【シャルレ】

「おはよう、アトス。朝から精が出るね」




窓から声をかける。アトスはもちろんわたしに気づいていたようで、剣を止めた。




【アトス】

「ああ、今日も枢機卿の残党狩りだしな。国外逃亡される前に片づける」




【シャルレ】

「国外へ？」




【アトス】

「ああ、ドイツへ逃げようとしている一派がいると噂を聞いた」




【シャルレ】

「ドイツ……。私、フランスを出たことがないから、まったくどんなところか想像もつかないな」




馬車で数日かかる距離だ。そう気軽に行けるわけでもない。




【アトス】

「フランスより、お堅い印象だな……。建造物も、優美というよりは堅硬なものが多い」




【シャルレ】

「アトス、行ったことあるの？」




【アトス】

「昔、親父に連れられて色々面倒くさいパーティーやらにな。まあ、行って見るのが一番分かる。百聞は一見にしかずと言うしな。新婚旅行はドイツでもいいな」




【シャルレ】

「新婚旅行って…」




さり気なく提案されて、頬が熱くなる。




【プランシェ】

「おい」




そこに機嫌の悪そうな声が割って入る。見ると、井戸のところにはいつの間にかプランシェが水を汲みに来ていた。




【プランシェ】

「仲が良いのはいいけど、そういう会話はここではなく、部屋でしろ！」




プランシェの言葉にアトスは笑い、私はますます気恥ずかしくなった。




昼間でも建物に挟まれて暗い路地を、息をひそめて駆け抜ける。




【アトス】

「シャルレ！　奴ら、そっちへ行ったぞ！」




【シャルレ】

「任せて！」




路地の向こうのアトスの声に、私はレイピアを抜き放つ。




【残党】

「なんだ、女か！」




路地に逃げ込んだ残党があざけるのを聞き流す。




【シャルレ】

「はっ！」




残党の剣を、背中を後ろにそらせて避けると、私は相手の腹部に膝を蹴りいれ、次いでレイピアを喉元に突き付けた。




【残党】

「ぐっ!!」




喉を捕えられ、腹を抱えてうずくまる残党を、手早く縄で縛る。




【アラミス】

「よくやった。シャルレ」




【ポルトス】

「アトスとのコンビネーションもすっかり板についたね」




【シャルレ】

「ありがとう」




任命式の頃よりも剣の腕が上がった自覚はある。アトスが相手を取り逃がしたと見せかけ、私の方へと誘導し、女だと油断させたところを叩く。そんな手法を任せてもらえるのも、上達を認められた証だ。




【隊士】

「お前、なかなかやるな。さすが初の女性隊員だ」




ただ、こうして皆から喝采を受けるのは少々照れてしまう。




【シャルレ】

「まだまだアトス達には及ばないんだけど」




【隊士】

「そうだ。今度、俺とも手合わせしてくれ」




【シャルレ】

「うん、いい…」




【アトス】

「だめだ」




隊士たちに囲まれていると、向こうからアトスが戻ってきた。




【アトス】

「おい、お前ら。そいつは俺のだって言ってるだろ」




半眼で隊士たちを睨んで、私をぐっと抱き寄せる。




【シャルレ】

「ちょっと、アトス…！　こんなところで！」




さすがに、捕獲した残党たちの前で抱き合うのは、気が進まない。真っ赤になりながら抵抗するものの、アトスはどこ吹く風で、私の腰を離そうとしない。




【ベルトラン】

「確かに、シャルレもアトスもよくやった…」




そこへ隊長である父上からも言葉をもらう。ありがとうございます、と返事をしようとすると…。私に構わず父上はアトスの頭にゲンコツを落とした。




【ベルトラン】

「しかし、まだ早いと言っておるだろう！　アトス！。まったく…真っ昼間からこんなところで娘を抱き寄せるとは…！」




そうして始まるお説教も、隊員たちの笑い声も、実は日常茶飯事だ。




【シャルレ】

（もう、アトスってば…）




それでも離してはくれないアトスのたくましい腕が、嫌いではないのが一番の悩みの種かもしれない。幸せな、悩みの種だ。




その頃──。

イギリスのホリールード僧院では、新しい近衛兵団長たちの任命式が行われていた。英国王ジェームズ１世が前に立って、荘厳な式が始まる。




【バッキンガム】

「マクシム、ここに貴殿を近衛兵団副総長に任命する」




【マクシム】

「お役目、謹んでお受けします」




差し込む光に照らされ、黒い軍服の男が１人。さらりと黒髪を揺らしながら英国王の前で静かに跪く。




【ジェームズ１世】

「顔をあげよ」




静寂の中、伏せられた瞳が徐々に開けられる。男は不敵に微笑み顔を上げた。

それがいったい何を意味しているのか…。この時の私は知る由もなかった──。




─ＥＮＤ─













前の選択肢に戻る







※注意

これより先は何らかの選択肢を選んだ際に表示される文章になります。

１つ前か、ページ一覧から選択肢画面に戻り、いずれかタップしてください。













第13章　パリの夜明け２




その後、数々の悪行が明るみになり陛下の信頼を失ったリシュリューは失脚、枢機卿一味は壊滅した。そして、ついに皆にとって待ちに待った日がやってきた。

それは……。




【アトス】

「シャルレ。早くしろ、そろそろ出ないと間に合わないぞ」




アトスが私の部屋の扉をこんこんと叩く。町の方からは、既に数発花火が上がっているのが聞こえた。軽やかな音楽もかすかに流れてきている。




【シャルレ】

「待って。今すぐ行く」




迷ったが、頭にはアトスにもらった花の髪飾りはつけなかった。今日は正式に剣士として出向くのだ。




【シャルレ】

（嬉しいことだけど、浮かれるわけにはいかないしね）




その代わり、そっと懐にしまう。




【シャルレ】

「ごめん、お待たせ」




【アトス】

「ああ、行くぞ」




アトスのまっすぐで精悍だった顔つきは、あれから深みを増した気がする。哀愁を知った顔といえば語弊が出そうだが、落ち着きを得たのだろう。




【アトス】

「似合うじゃないか」




【シャルレ】

「ありがとう」




私も今日は髪もしっかりと整えている。多少緊張もしてきた。何といっても、この隊士服は陛下が急遽用意してくださったものなのだ。




【シャルレ】

（アトス達と同じ、この服を着れる日が来るなんて）




感慨深さに、背筋も自然と伸びる。階下に向かうと、父上、退院したプランシェ、ポルトス、アラミスが既に用意を終えていた。




【シャルレ】

「プランシェ、良かった。あなたの退院がこの日に間に合って」




【プランシェ】

「当然。シャルレの晴れ舞台だからね。何があったって治してみせるよ」




プランシェが笑って言う。




【アトス】

「ただのもやしかと思っていたが、意外と丈夫じゃねえか」




【プランシェ】

「誰がもやしだ！　いい加減にしろよ原始人！」




いつもの２人の口喧嘩に、やれやれと苦笑する父上とポルトス。またかと呆れながらもどこか楽しそうなアラミス。私はそんな光景に、今こうして共に笑い合える喜びを噛み締めていた─。

川には、幾槽も花を積んだ船が行きかっている。舞う花弁は風に乗って、町を彩る。




【シャルレ】

「すごい、先日のお祭りより賑やかかも」




【アトス】

「あの騒ぎで生誕祭は中断になったからな。改めて今日の任命式と合わせて、やり直すことにしたらしい」




最近採れた野菜を、盛りだくさんに詰めた荷台も往来にいる。祭りに合わせて商売に来たのだろう。よく熟れた瓜たちにまかれたリボンも可愛らしい。




【ポルトス】

「アトス、シャルレ。つい見て回りたくなる気持ちもわかるけど。デートは後でゆっくりね」




ポルトスにからかわれて、私たちはぱっと離れた。




【シャルレ】

（いけない、つい私も浮かれてちゃった）




無意識に手が触れ合っていたらしい。それを、プランシェがじとっとした目で見ていた。




【プランシェ】

「場もわきまえられないような奴に、俺の大切な家族を渡したくはないな」




プランシェもポルトスに乗るように、アトスに嫌味を言ってくる。




【アトス】

「何だと……！　別に今は何もしていないだろう」




【プランシェ】

「今は!?　じゃあ、いつもは何かしてるっていうのか！」




プランシェが赤くなってアトスに突っかかる。そんなじゃれ合いをする日々も、やっと戻ってきたのだと嬉しくなって、私は笑った。







喝采の中、華々しく任命式が行われる。命の恩人である三銃士たちを称えた陛下は銃士隊を復活させた。




【シャルレ】

「これが銃士隊……！」




ずっとこの目で見たかった、ずらりと横に並ぶ立派な銃士たちの姿に、私も感嘆の声を漏らす。銃士隊の解散で散りぢりになっていた隊士たちも戻ってきてくれたのだ。




【アトス】

「名誉回復はもちろんながら、親父の人望も大きな要因だろうな」




【シャルレ】

「うん」




銃士たちに囲まれる父上を見ているのは誇らしかった。




【アトス】

「さあ、お前もちゃんと背筋を伸ばせ。これから任命式だ」




そう、活躍が認められた私も特例で入隊が決まり、晴れて憧れの剣士になれることになったのだ。




【シャルレ】

「やっと……夢が叶う」




【アトス】

「おい、銃士になることで夢が終わったらだめだろう」




アトスが茶化す。




【シャルレ】

「もちろん、銃士になって父上と一緒に、この国を守ってこそ」




私がそう答えると、アトスは満足げに頷いた。




【アトス】

「ただ、親父だけでなく、俺も共にだろう？」




【シャルレ】

「もしかして……やきもち？」




茶化された仕返しに、私も言い返す。すると、アトスが赤くなって私を引き寄せた。




【アトス】

「緊張がほぐれたようで、良かったな」




高らかにラッパが鳴り響き、任命式が始まった。

壇上には、陛下が立っている。主君が両肩を剣で叩いて騎士を叙任するのが習慣だ。




【シャルレ】

（憧れて、騎士ごっこをしたこともあったけど……）




当然ながら、本物は迫力が違う。陛下が祭壇に安置された剣を祝別して言う。




【ルイ】

「彼の者が、教会、寡婦、孤児、あるいは異教徒の暴虐に逆らい神に奉仕するすべての者の保護者、かつ守護者となるように」




次に、銃士になる若者が祝別される言葉が来る。




【ルイ】

「まさに騎士になろうとする者に、真理を守るべし、公教会、孤児と寡婦、祈りかつ働く人々すべてを守護すべし」




司祭が祭壇の剣を取り、私に渡す。剣はいちど鞘に収めなければならない。儀式者が剣を吊した帯を付けてくれるのを待って、私は三度剣を引き抜いて、また鞘に収めた。




【ルイ】

「シャルレ、ここへ」




【シャルレ】

「はい」




跪いて頭を垂れる私の肩を、陛下が長剣の平で叩く。その瞬間、拍手が起こった。広場では紙風船が舞い、花火の音も響く。傍らではアトス、ポルトスとアラミスや父上も笑顔で私を見つめてくれている。




【アトス】

「晴れて、これでお前も俺たちの仲間だ」




【ポルトス】

「とっくに仲間だと思っていたけどね」




【アラミス】

「今更だな。単細胞なアトスはそれ以上と思っているようだが？」




軽口をたたき合い、祝いあう。国民の笑いものだった銃士隊は名誉を取り戻し、皆で喜びを分かち合えることになったのだ。







父上は再び隊長として返り咲き、私は正式な銃士となり新たな日々が始まった。




【プランシェ】

「だーかーら！　そのハーブの効用は寒気じゃないって言っただろ！」




【アトス】

「ん？　喉の痛みだったか？」




【プランシェ】

「違う、熱さましだ。まったく食材のことは覚えるくせに、何でこれはダメなんだ」




【アトス】

「花のことはよく知らん」




【プランシェ】

「昔は貴族の女性たちに花でも送りつけていたんじゃないのかよ」




【アトス】

「薔薇さえ贈っておけばどうにかなったからな」




プランシェのふっかける喧嘩にも、アトスは飄々とかわす。任命式後も、しばらくは通院していたプランシェも先日無事に全快し、にぎやかで楽しい日常が戻ってきた。




【シャルレ】

「プランシェ、アトス、ちょっと私見廻りに行ってくるけど、何かいるものある？」




階段の上から私が声をかけると、アトスがびくりとした。




【アトス】

「今の会話、聞いていたのか」




【シャルレ】

「聞いてたよ」




アトスは私には適当に薔薇を贈ったりはしなかった。ちゃんと不器用にも選んでくれたハーブだ。だから、気になどしていないのだが、少々ばつが悪いらしい。




【アトス】

「……見廻りなら俺も行く」




【プランシェ】

「あっこら、せっかくハーブのこと説明してやってるのに」




プランシュの訴えを無視して、アトスは私の手を取った。




パリの町を銃士として制服で歩く事にも、歩く度に子供やご老人に声をかけてもらうことにも慣れてきた。




【シャルレ】

「こうして気軽に道を聞かれたり、困った時に声をかけてもらえるようになって嬉しい」




【アトス】

「そうだな、この間まではこそこそと警備するしかなかったことを思うと……」




アトスも感慨深げに町を見回す。枢機卿の陰謀も立ち消え、町全体からも不穏な空気が消えた気がする。




【シャルレ】

「皆の装いも、華やかになったもんね。こういうのは気持ちに左右されるのかな」




季節柄ふわふわとした、レースの多い服の子たちが増えてきた。




【シャルレ】

「見ているだけでも楽しい」




スカートを揺らす女の子たちを眺めて私が微笑むと、アトスは少し視線を斜め上に泳がせた。




【アトス】

「なあ……」




【シャルレ】

「何？」




【アトス】

「シャルレ、その制服姿もいいが……お前もああいう服を着たいとは思わないのか？」




【シャルレ】

「えっ、ああいうふわふわしたのは似合わないよ」




【シャルレ】

（皇后陛下の身代わりの時のようにしっかりと化粧もウィッグもつけてならともかく。あんな可愛らしいお嬢さんみたいな）




慌てて否定する私に、アトスは真剣な顔で続けた。




【アトス】

「俺は……シャルレの花嫁としての姿も見たい。俺の妻になってくれ」




アトスの言葉に、しばらく何も考えられず、茫然とする。




【シャルレ】

「え……」




今プロポーズされたのだと気づくのに数秒を要した。




【アトス】

「シャルレ？」




【シャルレ】

「私が……アトスの花嫁に？」




往来で立ち尽くして聞き返していると、私とアトスの間を子供たちが追いかけっこをして通り過ぎた。




【アトス】

「あー……」




アトスが急にしまったという顔で後ろ頭をかき出す。




【アトス】

「こんな町中で言うつもりはなかったんだが……」




プロポーズの時は特に赤くなっていなかった顔が、今は真っ赤だ。そこでやっと私が噴き出せた。




【シャルレ】

「何だか、これも私たちらしいんじゃないかな。ありがとう、アトス。嬉しい」




見事な薔薇の花ではなくて、可愛らしいハーブで告白だってされたのだ。プロポーズもこういう暖かい場所の方が良い。




【アトス】

「シャルレ……」




アトスが私を抱き寄せる。そして数秒見つめ合うと、口づけを交わした。先程走り抜けていった子ども達と、その母親たちが驚いた様子でこちらを見る。そして、結婚かい？　それはおめでたい、と、拍手が起こる。子ども達は持っていたキャンディーを、私たちの回りに花の代わりに投げてくれた。




【アトス】

「ほら、こっちだ」




【シャルレ】

「わっ」




アトスが私をぐい、と横に抱き上げる。膝の上にころころと、色とりどりのキャンディーが降り積もる。




【シャルレ】

（甘いキャンディーに囲まれて、もう十分に幸せだよ……）




アトスの額にキスをすると、アトスは私の頬に口づけ、微笑みあった。




結婚を承諾したものの、問題は山積みだった。まずは、どう父上に報告するか。




【アトス】

「親父……許可してくれるだろうか。いや、そもそも親父呼びをやめろと言われる可能性もあるな」




アトスが珍しく呻きながら言うものだから、可笑しくて仕方がない。




【シャルレ】

「そんなに気構えなくてもいいと思うけど」




【アトス】

「いや、シャルレだって知っているだろう。親父は厳しい時は鬼のように頑固だ」




そういえば、と思い出す。幼い頃、プランシェを守るために小さな猪と戦った後は、こっぴどく叱られたものだ。




【シャルレ】

（私も意地を張って、正しいことをしたんだから！って謝らなかったら、お互い三日間口をきかなかったっけ）




結局、危ないことをしてごめんなさい、と謝ったわけだが、譲らないところは父上似だった。




【シャルレ】

「でも、ちゃんと真剣だって伝えれば、きっと」




【アトス】

「ああ、何としても俺を認めてもらう」




そう宣言するアトスと、手を繋いで私は言った。




【シャルレ】

「違うでしょ、私たち二人で認めてもらわないと」




頑張るのはアトスだけじゃない。二人で切り開いていく道のはずだ。




【アトス】

「シャルレ……そうだな。二人で」




そう言って、アトスが私を抱きしめた。




【ベルトラン】

「何だって？」




私とアトスが父上の前に並んで、婚約を報告する。プランシェは心配そうな顔をして奥で見ているし、ポルトスとアラミスは、ちらちらと面白そうに様子を伺っていた。




【アトス】

「親父、シャルレとの結婚を認めて欲しい」




アトスが、父上の前に背筋を伸ばして立つ。父上は、最初こそ驚いた顔をしたものの、今はじっとアトスの目を見ている。




【ベルトラン】

「ロシュフォールとの因縁も、過去のしがらみも、乗り越えたのだな？」




父上の射るような視線を見るのは初めてだ。私と手合わせする時にも見せてはくれなかった。




【アトス】

「ああ、それに……」




アトスは、隣に立つ私を見やる。




【アトス】

「シャルレと一緒ならば、これから何が起きても、俺は強くなれる。それは、ロシュフォールの前で確信した。俺には、シャルレが必要だ」




【ベルトラン】

「……アトス、お前に我が娘が必要でも、もし、シャルレが不幸であれば意味はない」




【シャルレ】

「そんな……！　そんなことはないよ」




私は身を乗り出して言い募る。




【シャルレ】

「父上が亡くなったと聞いて、傷心だった私を叱咤激励して、支えてくれたのはアトスだった」




【ベルトラン】

「……シャルレ」




【シャルレ】

「田舎者と言われて喧嘩もしたし、とても不器用ではあったけど。父上と同じ優しさで私を包んでくれた。それは父上が息子のように愛してくれたアトスだったからでしょ？」




私が父上に訴えると、アトスは私と繋いだ手に、力をこめた。




【アトス】

「親父が俺にくれた正しい心と強さを、ちゃんとシャルレと育てていきたい」




私とアトスが一通り訴えると、父上は、突然立ち上がった。




【シャルレ】

「父上？」




【ベルトラン】

「……まったく、牢から出られたと思えば、また大切なものを奪われるとは」




【アトス】

「親父……」




【ベルトラン】

「いいだろう。アトス。お前になら、私の一番の宝を渡そう」




【アトス】

「親父……！」




【シャルレ】

「父上……！ありがとう」




私が父上に抱きつくと、父上はアトスごと私を抱きしめた。




【ベルトラン】

「大事な娘と息子が、幸せになるんだ。こんなに喜ばしいことはない」




父上の言葉に、私も嬉しくてつい視界が涙で歪んだ。

無事、結婚を認められた私たちではあるけれど……。アジトで皆と生活している分には、特に変わらない。




【シャルレ】

「良かった、父上が祝福してくれて」




【アトス】

「……一年以内に、親父より強くなるってことを約束させられたけどな」




アトスが、眉間に皺を寄せて言う。




【シャルレ】

「私もそれまでには、父上から一本取りたい」




【アトス】

「二人で修行するしかないか」




アトスとベッドで寄り添ってそんな会話をしていると、プランシェがいらいらとほうきを持って入ってきた。




【プランシェ】

「修行するなら、そんなにべたべたしている場合じゃないだろう」




【アトス】

「何だ、今日も機嫌が悪いな。気分の落ち着くハーブとやらも育てているんじゃなかったか？」




【プランシェ】

「どこであろうとそうやって、シャルレにべたべた触るお前を見ていると効き目も負ける」




確かに、こうして家にいようと、町に行こうと、見せびらかすようにアトスが私に触れてくるようになった。




【シャルレ】

（普通の恋人のように触れ合えるのは嬉しいけど、アトスってば……）




私も多少は気恥ずかしくなる。ただ、それ以上に幸せで、つい指摘はできないのだ。




【プランシェ】

「昨日なんて、シャルレを起こしに行ってみれば、お前が一緒に眠っていただろう！」




昨日はそのおかげで、プランシュの悲鳴で起きることになってしまった。




【アトス】

「夫婦になるんだ、当然だろ」




しれっとアトスが言うために、余計にプランシェの怒りの火に油を注いだ。




【プランシェ】

「共同生活の良識を考えろと俺は言ってるんだ！　それくらい分かれ、原始人！」




そんな応酬が続く、賑やかな毎日が私は嫌いではない。笑顔でプランシェとアトスを眺めていると、アトスが急に私の腰を抱き寄せた。




【プランシェ】

「ああっ、言うそばから！人の話を聞けー！」




【アトス】

「こういう生活も悪くないが、二人きりになれないのは、やっぱつまんねーな。式を挙げたら二人だけで暮らそう」




耳元で囁かれて、頬が熱くなる。きっとそうなると、こうして毎日アトスの腕の中で目覚める朝が来るのだろう。それは、温かくて幸せな日々だ。




【シャルレ】

「うん」




【アトス】

「絶対はなさないからな。覚悟しとけよ」




私が頷くと、アトスがプランシェの前で、私にそっとキスをする。プランシェの叫び声と共に、白いハトたちが私たちを祝福するように飛び立った。




─ＥＮＤ─













前の選択肢に戻る
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第13章　輝かしい日常




数々の悪行が明るみになり陛下の信頼を失ったリシュリューは失脚、枢機卿一味は壊滅した。そして、ついに皆にとって待ちに待った日がやってきた。

それは……。




【ルイ】

「元銃士たちによる、身を挺しての活躍は本当に見事だった。その忠義ぶりを称え、ここに銃士隊の復活を宣言する──！」




どこまでも澄みきった青空に、陛下の凛々しい声が響き渡る。




【シャルレ】

（ようやく、この日を迎えることができたんだ……）




陛下の前に、青い隊服を纏った銃士たちが整然と並んでいる。先頭に立つのは、隊長を務める父上だ。銃士隊の一員として、その広い背中を見つめている現実に、胸が熱くなってくる。




【アトス】

「何、泣いてんだよ。これから皆の前に立って任命されるんだぞ。胸張って堂々としてろ」




【シャルレ】

「……うん」




言いながら、それでも止まらずに頬を伝う涙を、アトスの手が拭う。




【ポルトス】

「こらこら、こんなときまでイチャつかないの」




【アトス】

「馬鹿、そんなんじゃねえよ」




【アラミス】

「シャルレの涙は純粋なものだが、それを慰めるのは不純な動機からだろう。誉れ高い銃士隊に自分が相応しいか、今一度考えてみるんだな」




【アトス】

「偏見に満ちた、そのひね曲がった性格のほうが銃士には向いてねえよ」




【シャルレ】

「もう……何でこんな日くらい、仲良く出来ないの？」




あまりにもいつもと変わらないやり取りに、思わず笑みがこぼれてしまった。




【ルイ】

「また、今回は特例として、女性の銃士を任命する。シャルレ・カステルモール、前へ」




今まで前例のない、女性銃士。生誕祭での働きを認めてもらっての結果だった。




【シャルレ】

「はい……！」




できるだけ張り上げて答えたつもりだけど、少し上ずってしまった。恥ずかしくて身体を強張らせると……とん、と背中を押す三本の手があった。




【アトス】

「ちゃんと見ててやるから、安心して行って来い」




【ポルトス】

「そ、俺たちがついてるよ」




【アラミス】

「見守っているから、落ち着いて行ってくるんだ」




【シャルレ】

（皆と一緒なら、きっと大丈夫）




頼もしい仲間の存在に勇気づけられて、私は力強く地面を踏んだ。




正式に任命され、晴れて銃士として任務に就くようになって数日が経った。まだ新人の私は、アトスとペアを組んで見廻りに出ることが多い。




【アトス】

「今日はお手柄だったな。逃げ出そうとした強盗を止めた剣さばき、見事だった」




【シャルレ】

「アトスが稽古つけてくれたお陰だよ」




【アトス】

「いや……」




フッと真っ直ぐな視線を向けられて、胸の奥が跳ねる。




【シャルレ】

「どうしたの？」




【アトス】

「ん……お前、綺麗になったなって思って」




【シャルレ】

「え……っ」




【アトス】

「前みたいな無謀さがなくなった代わりに、凛々しさと自信が備わって。うん……やっぱりお前、綺麗になったよ」




突然のストレートなセリフに、耳まで真っ赤になってしまう。




【シャルレ】

「いきなりどうしたの……任務終わったんだし父上に報告しないと……」




いたたまれなくて、顔を背けて玄関のドアノブに手を掛けると、肩を掴まれる。そして振り向かされたと同時に、唇が塞がれた。




【シャルレ】

「ん…っ……アト…ス……こんなところで……」




【アトス】

「家に入ったら、もっとできないだろ。だから、ちょっとだけ」




【シャルレ】

「も、もう」




唐突だったけれど、アトスの言いたい事もよくわかる。父上のいる今のアジトで、堂々と触れ合うわけにはいかない。だから、ほんの束の間、一瞬だけなら……そんな風に流されていると、突然、物音がした。




【プランシェ】

「お、おまえら……！　こんなところで何してるんだ!!」




【シャルレ】

「え、嘘……プランシェ!?」




【アトス】

「お前……どうしたんだ！」




動揺する私たちを、眼鏡の奥の瞳が鋭く見つめる。




【プランシェ】

「シャルレの晴れの舞台を見るのも諦めて、治療に専念して……ようやく……ようやく、退院できたっていうのに……お前ら、俺のことなんて忘れてたんだろ!!」




【アトス】

「いや、そんなことはない。いつお前が帰ってくるか気になって仕方なかったぞ！　お前がいないと部屋は散らかるばかりだし、飯も味気ないし」




【プランシェ】

「それ、俺の心配じゃなく自分の心配だろ」




【アトス】

「あ」




本音が漏れた。と言わんばかりのアトスを睨むプランシェ。その様子は、元気な彼そのものだった。




【シャルレ】

「プランシェ、帰ってきたんだね……よかった」




喜びを噛みしめながら呟くと、厳しかった眼差しがフッと柔らかくなった。




【プランシェ】

「任命式の日に間に合わなくてごめんな」




【シャルレ】

「ううん。それより、無事に退院することのほうが大事だもの。お帰りなさい、プランシェ」




【プランシェ】

「……ただいま」




その日の夜、リビングに美味しそうな匂いが立ち込めた。そこには、微かにハーブの香りが混じっている。




【ポルトス】

「無事に退院できてよかったね」




【アラミス】

「また、お前の料理が食べられるのは嬉しいが、あまり無理はしないほうがいい」




【プランシェ】

「ああ、ありがとう」




【ベルトラン】

「枢機卿の一件で身体を張って活躍したことは皆から聞いている。私がこうして無事に帰ってこれたのも、プランシェのお陰だな」




【プランシェ】

「そんな……俺はただ、自分でも何かできないかって必死だっただけで。ともかく、ご無事で何よりです。カステルモール士爵」




【アトス】

「よし、今日はとっておきのワインを開けるか。こんな日の為に用意しておいたやつがあるからな」




アトスがいて、アラミスやポルトスと並んで父上とプランシェがいる。戻ってきた日常は、以前よりもずっと輝いていた。皆で心からの笑顔を浮かべながら……乾杯した。




【シャルレ】

「ふふ、皆戻ってきてよかったね」




快気祝いは深夜になってようやくお開きとなった。




【アトス】

「……て、おい、いくら何でも浮かれすぎじゃないか？　足元がおぼつかなくまで飲むなんて」




【シャルレ】

「だって、嬉しくて……」




床が、ふわふわと揺れている。不安定な中を、それでもしっかりと歩けているのは支えてくれるアトスのお陰だ。




【アトス】

「まあ……仲間、ていうか家族みたいなもんだからな。全員が揃って嬉しいって気持ちは俺も同じだ。けど……」




【シャルレ】

「？」




私の部屋の前へと辿り着いて、アトスが妙に真剣な顔を見せる。




【アトス】

「俺としては早く、お前と本物の家族に……」




【プランシェ】

「あああっ……！」




【シャルレ】

「!?」




突然の階下からの悲鳴に、ビクッとしてしまう。




【プランシェ】

「俺のシーツが破れてる！　アラミス、お前の仕業だろ……!!」




【アラミス】

「退院が近いと聞いていたから、洗っておいた」




会話が聞こえて、いつものやり取りか……と、心配しながら苦笑いしてしまった。




【アトス】

「戻ってきたのはいいが、相変わらず騒がしい奴らだな。ハァ……今日はもう寝るか」




【シャルレ】

「さっき、何を言いかけたの？」




【アトス】

「……また今度にする。じゃ、おやすみ」




軽く手を上げて、アトスは自室へと戻っていった。




【シャルレ】

「何だったんだろ……？」




気になりつつも、襲ってきた眠気に勝てず私も部屋へと入る。まだ続いている、プランシェとアラミスのやり取りを遠くに聞きながら……夜の静けさに意識を溶かしていった。




迎えた次の日、シャルレとアトスは休みで、代わりにアラミスとポルトスが任務についていた。




【シャルレ】

「父上、アトス、私、プランシェの買い物の手伝いしてくるね」




【ベルトラン】

「ああ、行ってくるといい」




その姿を見送り、アトスがレイピアを構える。




【アトス】

「今日は他に誰もいないし、存分に相手してもらうぞ、親父」




【ベルトラン】

「銃士隊の復活から慌ただしい日が続いて、手合せできなかったからな……お前がどれ程強くなったのか、見せてもらおう」




意気揚々としたアトスを見て、ベルトランも嬉しそうに剣を構えた。




【ベルトラン】

「さあ、どこからでもかかってくるといい」




【アトス】

「行くぞ！」




地面を蹴り、鋭い一撃を振るう。




【ベルトラン】

「相変わらず、真っ直ぐすぎる剣だな」




【アトス】

「がっかりするのは早いぜ」




ギン、ガン……ッ！　と、激しい音が響き渡る。何度もぶつかり合っているうちに、ベルトランの顔に焦りが浮かんだ。




【アトス】

「もらった」




一瞬の隙を逃さず、手薄になった脇腹へと鋭く切り込む。




【ベルトラン】

「む……！」




慌てて反応するものの、ベルトランの剣より早く、アトスの刃がわき腹に触れていた……。




【アトス】

「捕まってる間になまったみたいだな……」




アトスは見事に一本を取ったのに、喜ぶより先に驚いていた。今まで、こんなにあっさりと勝てたことなどなかったから。呆然とする彼を見つめて、ベルトランは微笑んだ。




【ベルトラン】

「いや、今の勝敗を分けたのは……お前が成長を遂げたからだ」




【アトス】

「え……」




【ベルトラン】

「事件の中でロシュフォールと対峙し、過去の自分とけじめを付けたとは聞いていたが。強くなったな、アトス」




ポン、と分厚い手が肩に置かれる。




【アトス】

「親父……」




その瞬間、アトスの内側に熱いものが込みあがって来た。師として、父親のような存在として見ていた相手から認められたのだ。




【ベルトラン】

「今のお前になら任せられるな。銃士隊の未来も娘のことも」




【アトス】

「え……なっ、何でそのこと……!?　誰から聞いたんだ……」




折を見て自ら話そうと思っていた、シャルレとの関係。先に切り出されてしまい、アトスの慌てぶりは相当なものだった。




【ベルトラン】

「お前らを見ていて気付かぬはずがないだろう。私はお前たちの父親なのだから」




優しく笑いかけられ、アトスは先ほどとはまた違う、温かな感情を抱いた……。




【プランシェ】

「必要なものは揃ったかな」




【シャルレ】

「結構買ったね」




袋の中にはアラミスによって破かれたシーツや欠けたお皿、割れてしまった洗濯板の代わりが入っている。




【プランシェ】

「荷物重くないか？俺が持つよ」




【シャルレ】

「ううん。これから食材も買いに行くんだから、私が持ってるよ」




退院したばかりの身だ。無理はさせたくない。




【プランシェ】

「ありがと。それじゃ、次は市場の方へ……」




そこへ、足音が近づいてきた。




【アトス】

「シャルレ！」




【シャルレ】

「え……」




振り返ると、鮮やかな赤やピンクの薔薇が視界一面を覆う。




【シャルレ】

「な、なに？　どうしたの？　父上に稽古つけてもらってたんじゃ……」




【アトス】

「それより、大事な用ができたんだよ」




【シャルレ】

「大事な用……？」




【アトス】

「俺が剣を振るうのは、守りたいもんがあるからだ。だったら、剣より大事なものなんてひとつしかないだろ」




【シャルレ】

「それって……」




濃厚な香りに包まれながら、そっと上を向く。そこには、私を見つめる恋人の顔があった……。




【アトス】

「今まで、女に花を贈るときは取りあえず薔薇を選んどけば喜ぶだろう……て、安易に考えてた。だから、前にお前に贈ったものはストレートに気持ちを表したくて、ハーブにしたんだ」




【シャルレ】

「それじゃどうして、今回は薔薇を持ってきたの……？」




問いかけると、アトスは私の前で膝をついた。見上げる高さにあった顔が、今度は見下ろす位置にある。ジッと見上げてくる熱のある視線に、胸がドキッと跳ねてしまう。




【アトス】

「今度はあえて、この花束を選んだ。ピンクの薔薇は恋する可愛い人へ、という意味。そして、赤は……あなたを愛する、って気持ちを込めたんだよ」




【シャルレ】

「……」




真摯に語り掛けてくる声に、鼓動が早まっていく。ドキドキと鳴る心臓の音をかきわけ、耳に飛び込んできた言葉は……。




【アトス】

「俺と結婚してくれ、シャルレ」




華やかな花束より、素朴だけど気持ちの伝わってくるハーブの花束のほうが嬉しい。そう思っていたけれど……。凛と花を開かせる目の前の薔薇を見ていると、あのときよりも感動しているのが分かった。何故ならここには、アトスの、ありったけの私への想いが込められているから。




【シャルレ】

「ありがとう、嬉しい……」




差し出された花束に手を伸ばすと……そのままグイ、と引かれて抱きしめられた。




【アトス】

「それは、俺の申し出を受けるってことだな？」




【シャルレ】

「…………うん」




涙が込みあがってくるのをこらえながら頷くと、アトスがよし！　と声をあげ……。




【プランシェ】

「く……おめでとう……！」




それをきっかけに、通りすがった街の人たちも足を止めて拍手を送ってくれた。




情熱的なプロポーズを受けてから、数週間が経ち……結婚式当日を迎えた。




【プランシェ】

「シャルレが花嫁か。幼なじみとして、盛大に祝ってやらないと！」




妙に張り切ったプランシェが、庭の畑から持ってきたハーブの花で盛大なブーケをつくっていた。

ヒソップ、ラムズイヤー、マレイン、マロウ、クラリーセージ……その中に、ピンクと赤の薔薇も混じっている。




【シャルレ】

「ほどほどにしてね。あんまり大きすぎると持てないから」




【プランシェ】

「駄目だ！ちゃんとこだわりぬいて作らないと。なんたって、一生に一度の晴れ舞台だからな」




【シャルレ】

「銃士隊の任命式も、そんな心意気だったけど……」




【プランシェ】

「あのとき俺は入院してて何も出来なかったから。今度こそ、ちゃんとその雄姿を目に焼き付けておいてやる！」




【ポルトス】

「雄姿って……結婚式は決闘の場じゃないんだから」




【シャルレ】

「あ、ポルトス……父上」




部屋に入ってきた二人に向かって立ち上がると、柔らかな笑顔に迎えられる。




【ベルトラン】

「綺麗だ。いつかはこの日が来るとは思っていたが……実際に迎えてみると何とも言えん気持ちだ」




【シャルレ】

「父上……」




目元をうっすらと赤らめる。そんな姿を見て、私の視界も歪んでしまう。




【ベルトラン】

「お転婆だった少女が、こんなにも立派な女性に育ってくれた。それだけで私は幸せだ。お前はお前で、自分の幸せをしっかりと掴むんだぞ」




【シャルレ】

「……はい」




【プランシェ】

「あいつに何かされたらすぐに……言えよ？　助けて、やるから」




【ポルトス】

「泣かされたときは、俺の胸を貸してあげるから、いつでも頼って」




【プランシェ】

「て、何言って……」




【アトス】

「おい、聞こえたぞ！　ポルトスはすぐにそいつから離れ……」




支度を終えたのであろうアトスが、ノックも忘れて飛び込んできたかと思うと、その場に立ち尽くす。




【シャルレ】

「アトス……その姿、すごくかっこいい。似合ってるね」




逞しい身体に、真っ白な衣装が映える。勇ましく凛々しい顔が、今日はより一層、引き締まって見えた。




【アトス】

「お前こそ……似合ってる。ドレスが、シャルレが持ってる美しさを際立たせてるな」




【シャルレ】

「ありがと……」




サラッと褒め言葉を口にしてしまうところが、さすが貴族といったところか。




【ポルトス】

「ここは二人きりにして、外で待っていましょうか」




【ベルトラン】

「ああ」




退出していく三人の姿を横目で見つつ、そっと視線を戻した。改めてみる花婿は、太陽みたいに明るい光を放っているように見えた。これからこの人と結婚するんだと思うと、途端に心臓がドキドキしてくる。




【シャルレ】

「緊張してきた……」




【アトス】

「安心しろ。俺もだから」




【シャルレ】

「そうなの？」




【アトス】

「そりゃ、こんな経験するの初めてだから。まあ、これから体験すること全部、初めてだけど……お前と一緒なら、やっていける。だから行くぞ」




真っ直ぐに差し伸べられた手。




【シャルレ】

「……うん」




そこに自分の手を重ねて、しっかりと握った。二人一緒に歩いていけば、どんなことがあっても怖くない。そんな心強さを感じながら……私たちは建物を出て、明るい陽射しの元へと踏み出した。

アトスがひとり、先を行く。私は待っていた父上の腕を取って、青々とした芝生の上に引かれた真っ赤な絨毯の上を歩き出した。

そしてたどり着いた祭壇には……金髪の司祭様がいる。




【アラミス】

「ではこれより、アトス、シャルレの結婚式を始める。まずは、誓いを立ててもらおう」




読み上げられた誓約文の問いかけに、アトスと私は誓うことを約束する。そして、互いの指に指輪をはめると……。




【アラミス】

「では、誓いのキスを」




【シャルレ】

（う……）




祭壇の前で向き合うと、さらに緊張が高まって来る。




【アトス】

「何て顔してんだ。恥ずかしかったら目を閉じてろ」




【シャルレ】

「う、うん……」




アドバイスに従って、そっと瞼を閉じると……アトスの感触が唇に重なった。軽く、触れるか触れないかくらいのキスだったけれど、その瞬間、盛大な拍手と歓声が聞こえてきた。

パッと目を開ければ、上からいくつものカラフルな花びらが舞い落ちてくる。




【プランシェ】

「おめ、おめで……とうっ！　おめでとう、シャルレ……！」




【市民１】

「おめでとう！　アトス、シャルレさん!!」




【市民２】

「いやぁ、綺麗な花嫁さんだこと」




アジトの皆だけじゃなく、いつも見廻りで挨拶を交わす市井の人たちも祝福に駆け付けてくれていた。あまりにもたくさんの人々の笑顔に囲まれて、私の中の幸福感が高まっていく。




【アラミス】

「ここに、両名の結婚が成立した。新たな道を歩み始める夫婦に、さらなる祝福を」




高らかな宣言に、拍手の音はさらに大きくなった。
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【プランシェ】

「すっごく……綺麗だった……ぞ！　シャルレ!!」




結婚式を終えると、参列してくれた皆と共に街中の酒場へとやって来た。ここのオーナーも式に駆け付けてくれて、パーティーのためにと快く貸し切らせてくれたのだ。




【ポルトス】

「確かに、見惚れちゃうほど綺麗だったね」




【アラミス】

「その隣に並んでいたのがお前だと思うと……」




【アトス】

「なんだそのため息は！」




【市民１】

「ハハハ、お前が所帯持ちになるとはな！めでたいぜ。ほら飲め」




【市民２】

「くそぅ、俺より先に幸せになりやがって」




【アトス】

「あ、こら……お前ら、いてえっての……!!」




ビールを片手に集まってきた人たちが、アトスを囲む。皆の顔には、心から幸せを喜んでくれる笑顔が浮かんでいた。




【ベルトラン】

「アトスは、本当に多くの人たちから慕われているな……」




騒ぎの中心から少し離れたテーブルで、私は父上と二人でお酒を飲んでいる。




【シャルレ】

「よく皆に絡まれることが多いんだけど……特に、アラミスやプランシェとかね。互いにムキになって言い合ったりして、喧嘩してるようにしか見えないのに。実は息ぴったりだったりして……本当は気が合ってるんだろうなって感じるんだよね。なんか、不思議」




【ベルトラン】

「男というものは、プライドが高いからな。つい張り合いたくなる生き物なんだ。温かな目で見守ってやるといい」




穏やかな表情で、ビールを口に含む。そのさり気ない一言が、これから新生活を送る私へ向けたエールなのだと、そう思えた。




【シャルレ】

「うん」




【ベルトラン】

「だが、どうにも手におえないと感じたらすぐに相談するんだぞ。嫁に行ったとはいえ、お前が私の娘であることは変わらないのだから」




【シャルレ】

「……うん。……ありがとう、父上」




式を終えるまでに、何度も涙ぐんでしまったというのに……それでも、まだ瞳が濡れてしまう。俯いた私の肩に大きな手が乗せられる。暖かくて、頼もしいその感触をしっかりと受け止めた。




【アトス】

「シャルレ、皆が呼んでる。親父もこっち来てくれよ。俺ひとりじゃあいつらの相手するの大変なんだよ」




【ベルトラン】

「む……仕方ないな」




そっと父上が立ちあがったあと、アトスが私の方を見つめる。




【アトス】

「ほら、お前も来い。涙を拭いてからな……」




【シャルレ】

「うん」




アトスの背中に隠れてそっと目尻を拭って、立ち上がる。そこからパーティはさらに盛り上がりを見せた。




夜も更け、日付が変わる頃にはぽつぽつと人が帰り始めた。そこで、パーティはお開きとなった。




【シャルレ】

「はぁ……さすがに騒ぎ過ぎて疲れたかも」




夜のひんやりとした空気が、アルコールで火照った身体に気持ちいい。




【アトス】

「祝いの席だからって、少し飲み過ぎたな。早く帰ってゆっくりしたい」




飲み過ぎて潰れてしまったプランシェを、父上とアラミスが支えてアジトへ戻っていく。ポルトスはまだ飲んでいくと、酒場に残った。




【シャルレ】

「そうだね。帰ろうか」




そう言って、歩き出そうとするのを、手を引かれて止められた。




【アトス】

「そっちじゃない。こっちだ」




ぐい、と引っ張られ、全く見当もつかない方向へと連れて行かれる。




【シャルレ】

「ねえ、どこに行くの？」




【アトス】

「新婚の夫婦が帰るとこ、っていったら決まってるだろ？」




【シャルレ】

「？」




まったくぴんと来ない私を連れて……アトスは住宅街の奥へと進んでいった。




【シャルレ】

「これって……」




やがて、一軒の家へと連れて行かれ……玄関を開けた瞬間に、誰も住んでいない真新しい匂いを嗅いだ。




【シャルレ】

「これって、もしかして私たちの……新居……？」




【アトス】

「もしかして、じゃなくて正真正銘、俺たちの家だ」




【シャルレ】

「いつの間に決めたの!?」




【アトス】

「見廻りしてるときに見つけたんだよ。売りに出てるの知って、すぐに持ち主に会いに行って中を見せてもらったら……ここだ、て思って即決してた」




【シャルレ】

「そんな……全然、聞いてない……」




【アトス】

「あー……お前の家でもあるのに相談しなかったのは悪かった。だけど、式の準備とかあって、慌ただしかったからな……」




【シャルレ】

「終わった後に言ってくれればよかったのに」




アトス

「それじゃ、耐えられそうになかったんだよ」




【シャルレ】

「……どういう意味？」




目を何度か瞬かせて聞くと、アトスはニヤッと笑って……私を抱き上げた。




【シャルレ】

「ちょ、ちょっとアトス……！　何するの？」




【アトス】

「ようやく、二人きりになれたんだ。アジトでは出来なかったことを存分にやるぞ」




【シャルレ】

「アトスがしたかったことって……」







[image: ]







猫脚のバスタブの中に、たっぷりと沸かした湯を張って、そこに……二人で一緒に入っている。




【アトス】

「アジトにいたんじゃ、こんなこと絶対できなかっただろ？」




立ち上る湯気の影響か、アトスがやたらと色っぽく感じられた。




【シャルレ】

「いやらしい……」




恥ずかしい気持ちを隠すように少し視線を下げると、頬をそっと撫でられ、優しい眼差しで見つめられる。




【アトス】

「いやらしくて悪いか？　好きな女を独占したいって気持ちは、男なら当たり前に持ってるもんなんだから。逆にお前は、こうやって二人きりでイチャつくの嫌なのかよ」




【シャルレ】

「嫌……だったら、一緒にお風呂に入ってないよ」




【アトス】

「……だよな。知ってた」




クスッと笑って、キスをする。湯に浸かって温まった唇は、溶けてしまうんじゃないかというほど、柔らかかった。




【シャルレ】

「ん……っ」




優しい口づけで繋がれたまま……ピッタリと肌が密着する。そのまま、アトスの指が私のうなじから背中へと伸びていき……。




【シャルレ】

「あ、……んん」




身じろぐたびにパシャパシャという音が響く。それを聞きながら……アトスが与える愛情の中に、身を浸していった。




【アトス】

「つい、長湯しすぎたな」




真新しいシーツを敷いた上に、ドサッと大きな身体を横たえる。シャツの襟もとからのぞく胸元が、ほんのり色づいていた。それが、鍛えられた肉体に艶めかしさを与えている。




【シャルレ】

「確かに……浸かりすぎたね」




バスルームでの出来事を思い出して、恥ずかしさが込みあがるのを押し隠しているとアトスがベッドの上で横になったまま口元をフッと歪ませる。




【アトス】

「でも、よかったよな。声がいい感じに反響して、お前、いつもより大胆になってたし」




【シャルレ】

「な……、そ、そんなことないよ……！　……て、うわっ」




怒る私の手を取って、ベッドの上へと引っ張り込む。そのまま大きな腕で包んで、スレスレまで顔を近付けてきた。




【アトス】

「明日も一緒に入ろう……な？」




【シャルレ】

「……っ」




甘えるような声と視線。それを跳ね除けることができない。




【アトス】

「ま、聞かなくても分かってる。嫌じゃないんだろ？」




【シャルレ】

「じゃあ、聞かないでよ……」




恥ずかしくて俯くと、顎を掴んでキスをしてきた。




【アトス】

「恥ずかしがる新妻の反応が可愛くて……聞かずにいられないんだよ」




そう言って、また啄むようなキスをしてくる。短く、何回も触れてくる行為が、愛しさを募らせる。




【シャルレ】

（もう……そういうアトスこそ、可愛いと思うんだけど）




初々しい旦那さまの腕に抱かれながら眠るのは、とても心地いい。これから、毎日こんな夜を迎えられるのだと思うと、幸せで、つい頬が緩むのを止められなかった……。













エピローグ




結婚式から少し経った頃──

私たちは、ドイツへハネムーンにやって来ていた。ドイツは石造りというイメージが強かったけれど、木造で柱の組み合わせが白壁に美しい建築も多い。モーゼル川沿いの町からさかのぼった先には、ローマ時代の建造物が街中に残っていて壮観だった。




【シャルレ】

「食べ物も、ウィンナーやビールが多いね」




【アトス】

「保存食としても美味いもんが発展してるな……作り方の書物があったら買って帰ろう」




フランスに比べて、ドイツは作物が育ちにくい気候らしい。




【シャルレ】

（アトス、料理上手だから、帰ったら本当に作りそう）




興味深そうにザワークラウトやマリネを吟味しているアトスを、わたしはにこにこと穏やかな気分で眺める。




【アトス】

「なんだ、緩んだ顏をして」




【シャルレ】

「もう……幸せそうな顔とか、他に言い方あるでしょ」




せっかくの新婚旅行なのに、と思うものの、アトスらしいといえばらしい。私がうなだれると、アトスは苦笑した。




【アトス】

「幸せ……か。そうだな、色々あったが…… やっとお前とこうして一緒になれた」




そっと私の頬に手を伸ばし、腰を引き寄せる。




【シャルレ】

「アトス…………」




こんな街中のテラスで、とは思うけれど、やっぱりプランシェに言われたように押し返したり、殴ったりはできない。鼓動が速くなったその時、ちょうど背後から声をかけられてしまった。




【観光客】

「すみません。道をお尋ねしたいのですが」




観光客なのだろう。ドイツ語でもフランス語でもない。




【シャルレ】

「ええと……？」




言葉が理解できず当惑する私の横で、アトスは相手の地図を覗き込んだ。




【アトス】

「ここに行きたいのか？それなら、この先の寺院を右手に曲がればいい」




観光客は、アトスに道を教わると礼を言って去っていく。




【店員】

「お客様、飲み物の追加はされますか？」




今度は店員さんが、オーダーを取りに来た。ドイツ語だ。




【シャルレ】

「その……」




【アトス】

「温かい紅茶を２つ頼む」




今度もアトスがスマートに対応する。




【シャルレ】

「アトス、すごいね。ドイツ語も英語もできるの？」




驚いて身を乗り出すと、そのまま頬に、アトスが唇を軽く寄せた。




【シャルレ】

「わっ」




どさくさに紛れて頬にキスされてしまう。




【アトス】

「俺もできるのはちょっとした会話程度だ。小さい頃、親父に連れられて色々行ったからな」




難なく言うアトスに、顔が赤くなるのと感心するのとで忙しい。




【シャルレ】

（アトス……やっぱり紳士的で博識な一面もあるんだよね）




どきどきと、また胸が熱くなった。遅めのブランチをすませ、古い町並みを歩く。




【アトス】

「今日はどうする？　そういや、アラミスが聖書が欲しいとかいってたな……寺院をあたってみるか」




地図を眺めて面倒くさそうに言う。でも、ちゃんと探してあげるあたりがアトスらしい。




【シャルレ】

「ポルトスへのお土産のワインもだね」




私も地図を覗き込もうとした時、とん、と誰かの肩がぶつかった。




【青年】

「失礼」




振り返ると、一人の青年が立っていた。




【青年】

「大丈夫でしたか、ご婦人」




身なりからして貴族だ。ただ、言葉は英語のようだ。




【シャルレ】

「えっ、その」




おそらく大丈夫かと聞かれているのだと思い頷くと、ああ、と彼は微笑んだ。。




【青年】

「フランスの方ですか。すみません、失礼いたしました」




フランス語に切り替えて話してくれる。




【シャルレ】

「いえ、ありがとうございます。全然大丈夫ですので」




【アトス】

「まったく、シャルレは。ちゃんと前見て歩けよ」




【青年】

「ん？　おや、あなたはもしや、ラ・フェール公爵では？」




【アトス】

「何？」




私の額を小突いたアトスが、驚いて青年を見る。




【青年】

「ああ、やはり！以前アンリ4世の晩餐会であなたをお見かけしました。まさかこんな遠くの地で会うとは……奇遇ですね」




青年はにこやかにそう言うが、アトスは覚えていなかったようだ。




【アトス】

「そうですか……。すみません、気づかず」




【青年】

「いえいえ、一方的にお見かけしていただけなので、知らなくて当然ですよ。お気になさらず」




【アトス】

「ありがとうございます」




アトスが適当にやり過ごそうとしている空気を感じる。




【青年】

「これもまた旅の縁です。どこか一緒にお茶でも……。奥様もご一緒に」




【シャルレ】

「えっ」




奥様、というのは事実なのだが、改めて言葉にされると気恥ずかしい。




【アトス】

「いや、大変ありがたいのですが、これから少々予定がありまして」




アトスが断ると、青年は残念です、と私にも向き直った。




【青年】

「美しいお方、また」




そして私の手の甲にキスをし、笑顔で去っていった。




【シャルレ】

「……びっくりした。こんなところでアトスを知っている人に会うなんてね」




【アトス】

「ん？　ああ……」




アトスは何となく不機嫌だ。




【シャルレ】

（やっぱり貴族時代を知っている人のことは苦手なんだ……）




私は話題を換えようと、アトスに笑いかけた。




【シャルレ】

「それにしても、今日はアトスの違う一面を見て惚れ直しちゃった。すごくカッコ良かったよ」




すると不機嫌だったアトスの顔が、かっと赤くなるのが見えた。




【アトス】

「……お前なあ、俺の気もしらないで、またそうやって無防備に……」




【シャルレ】

「え……？」




機嫌が悪かったのは先程の青年の話のせいではないのだろうか。




【アトス】

「ああもういい、帰るぞ！」




赤い顔のまま、アトスは私の腕を引いて宿へと歩き出す。




【シャルレ】

「ええっ、まだ昼間なのに！」




見て回る筈だった場所を振り返る。けれども、宿についたアトスが私を抱きしめて離さないので、今日の観光は諦めた。




【アトス】

「観光もだが、こうやって触れ合うのも……目的のはず……だろ？」




首元に顔をうずめられて、感じる唇が、吐息がくすぐったい。




【シャルレ】

「ん。もう、アトスってば……」




【アトス】

「聖書とワインは最後の日に買って帰ればいい。それまでは二人きりだ」




お土産にまでヤキモチを焼いているかのような台詞と、首筋や額に落ちるキスに、苦笑してから頷く。




【シャルレ】

「うん」




私もアトスの背中にそっと腕を回す。こうして、ふわふわのベッドで、ぴったり二人くっついている時間も、確かにハネムーンらしい。朝までゆっくり味わうにふさわしい、甘い蜜だ。




その頃──

イギリスのホリールード僧院では、新しい近衛兵団長たちの任命式が行われていた。英国王ジェームズ1世を前に、荘厳な式は始まる。




【バッキンガム】

「マクシム、ここへ」




カツカツと、響き渡る足音と共に、黒い軍服に身を包んだ男が１人。英国王の前で跪く。そしてさらりと揺れる髪の合間から不敵に微笑むと、ゆっくりとその顔を上げた。




【バッキンガム】

「貴殿を近衛兵団副総長に任命する」




【マクシム】

「お役目、謹んでお受けします」




この時の私は知らなかった……。新たな戦いの幕開けがされたことを──。




─ＥＮＤ─
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